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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　氷狼族の村をジオラル王国の襲撃から救った俺たちは、宴に招かれ、酒と料理をたっぷり楽しみ一夜が明けた。

　旅支度を終わらせて借りていた部屋をでる。

「フレイア、まだ酒が残っているのか？」

「ううう、想像以上に強いお酒で」

　機能性重視の旅装束に身を包んだ十代半ばの美少女がよろよろともたれかかってくる。

　彼女はフレイアだ。

　元は王女フレアだが、今は記憶を失わせ、俺の従者フレイアとなっている。

　やぼったい服装なのに女性的な魅力が溢あふれている。ふわふわの美しい桃色の髪が彼女に良く似合っていた。

「氷狼族の酒は戦士の酒。女、子供が飲むにはきつい」

　淡々とした声がフレイアの反対側から響く。

「その女、子供のセツナは平気そうだけど、けっこう飲んでいたよな」

「ん。セツナは戦士だから。それにもう子供じゃない」

　どこか誇らしそうにセツナは真っ白い狼の耳をぴくぴくさせる。

　彼女はセツナ。

　氷狼族の戦士だ。白い狼の耳に尻尾。白い肌。なにもかも白い十代前半の美少女。

　彼女は人間に攫さらわれ奴隷として売られていたが、俺が買い取った。

　そして、彼女の復ふく讐しゆうを手伝い、氷狼族を救う代わりに彼女が真の名を明かすという契約をした。

　真の名とは人間以外すべての生き物の魂に刻まれた名で、その名を使った奴隷魔術を使うことで対象を意のままに操れる。真の名を相手に知らせるのは亜人にとって、己のすべてをささげるのに等しいのだ。

　セツナのすべては俺のものになっている。

「ケヤルガ様、そんなに見つめないで。てれる」

　セツナが顔を伏せる。

　その唇が気になった。

　今朝も、レベル上限解放のためにその唇で……。

「ああ、気を付けるよ」

　小さな少女なのにセツナには妙な色気がある。

　今晩も楽しみだ。

　それはそれとして、フレイアをなんとかしないと。

　一応は、俺の従者だ。

「フレイア、こっちに来い」

「はい、ケヤルガ様」

　フレイアを抱き寄せ、ポーション瓶を口に含んで口づけをする。フレイアが喉をならしてポーションを飲み込んだのを確認してから【回復ヒール】をした。

　魔術ではなくポーションを口移しで飲ませて癒したのは建前上のものだ。

　本当に酔い覚ましに効果があるポーションを作ることもできるが、面倒だ。

　俺は、剣術を極めた錬金術師という演技をしている。回復術士であることは、フレイアやセツナにすら隠していた。

　かつてセツナに見せた鑑定紙は偽装しており、クラスと回復術士関連のスキルは見せていない。

　いずれ、城に残した【癒】の勇者ケヤルが偽者であることがばれて、ジオラル王国は本物を見つけるために、すべての回復術士を調査するだろう。

　回復術士であることは誰にも知られるわけにはいかない。

「ありがとうございます。だいぶ楽になりました。さすがはケヤルガ様のお薬ですね」

　顔を赤くしたフレイアが、熱い息を漏らす。

　フレイアは俺の便利な道具だ。女としても、戦力としても。いざというときにその性能を発揮してもらわないと困る。そのためには、こうやって体調管理してやるし、可愛かわいがってやる。

「フレイア、セツナ、ラプトルに乗れ。ラナリッタに戻ろう」

「はい、戻りましょう。そろそろ三回目の商人さんとの交渉ですし。今度もたくさん、ポーションが売れるといいですね」

「ん。ケヤルガ様の命令に従う」

　どこか、セツナは寂しげに氷狼族の村を振り返り、首を振ってから前を向いた。

　彼女はすでに俺のものになり、仲間たちと別れるという覚悟を決めたのだ。だが、故郷を去ることには変わりがない。思うところがあるのだろう。

「街に戻って、ポーションが売れたらパーッとやろう。期待しておけよ」

　フレイアとセツナが目を輝かせる。

　俺は、とある商人と組んで街に蔓まん延えんする奇病の特効薬となるポーションを売って金を稼いでいた。

　しばらくは奇病で金が稼げる。

　十日もするころには、水源にあった奇病の原因となる毒をもつ魔物の死体を撤去した影響がでて、奇病は沈静化するが、それまでの間に十分金を稼げるだろう。

　そろそろ、この商売も潮時だったし、ちょうどいい。俺の安全のためにも、これ以上の奇病の流行は避けたかった。

　十分に金を稼ぐまではラナリッタで過ごし、それから別の街に移動しよう。

　そんなことを考えながら、俺はラプトルを走らせ始めた。




～ジオラル王国の王城にて～




「これは、まさか、本当に」

「ならば、この城を出た近衛騎士隊長の正体はいったい、誰なんだ!?」

　一人の男が地ち下か牢ろうに繫つながれていた。

　ひどい虐待を受け続け、全身に暴行された跡がうかがえる。

　男の他には、地下牢には似つかわしくない顔ぶれがいた。軍の高官や、高位の貴族たち、そしてジオラル王。

　彼らが集められるほど、発覚した事実が与えた衝撃は大きかったのだ。

　鎖に繫がれている男は【癒】の勇者ケヤル。麻薬漬けにして便利な道具として利用されていた彼は、ある日、看守を殺して牢から逃げだした。

　ケヤル自身はすぐに捕まったものの、彼を捕らえようと城内が慌ただしくなった隙をついて、王女フレアの近衛騎士隊長は錯乱し、王女フレア及び、その護衛を殺害したうえ、王女の部屋に火をつけて逃走した。

　近衛騎士隊長の犯した罪は、本人どころか一族郎党皆殺しにしても、償い切れない。

　本人は行方不明だが、その血縁者はすべて処刑され晒さらし首くびになっている。

　そして、すべての発端となった【癒】の勇者は捕らえられてからというもの、【回復ヒール】をしぶるようになった。

　ケヤルは、兵士にとっては仲間を殺した仇かたきで、国民すべてから愛されていた王女フレアの死の元凶であることから、人間扱いされず、恨みを一身に受けて虐待され続けた。

　だが、とあることがきっかけで状況が一変する。

【癒】の勇者ケヤルはどれだけ薬漬けにして、どれだけ痛みを与えても、かたくなに【回復ヒール】をしない。

　つい、殺す寸前まで痛めつけてしまい、慌ててエリクサーを使用して治療したところ、薬が抜け、潰れていた喉が治り、自分こそが近衛騎士隊長であり、【癒】の勇者ケヤルに姿を変えられたと叫びだしたのだ。

　当初は誰もが戯たわ言ごとだと思った。

　だが、何をやっても黙らず、鬼気迫る様子を見て、近衛騎士隊長をよく知るものに話を聞かせ、鑑定紙まで使わせた。

　紛まぎれもなく、【癒】の勇者に見えたこの男が、近衛騎士隊長本人だった。

　そう、ついに真実が明かされたのだ。

【癒】の勇者ケヤルは、近衛騎士隊長を偽物を仕立てあげ、喉を潰して話をできないようにしてから、まんまと逃げだした。

　逃げだしたあとは、何食わぬ顔で生活をしているだろう。

「ならば、あの惨劇の夜。城を出た近衛騎士隊長の正体はもしや……」

　愛する娘を失って傷心していたジオラル王が、うめくようにして声を漏らす。

　そして、【癒】の勇者ケヤル……いや、近衛騎士隊長は憎悪に瞳を燃やしながら口を開いた。

「そいつこそが【癒】の勇者ケヤルです。許さない、絶対に許さない。殺してやる。ぜったいに殺してやる」

　近衛騎士隊長は、拳を強く握りしめる。爪が肉を突き破るほどに。

【癒】の勇者ケヤルは自らを地獄に叩たたき落おとし、血縁者をすべて殺された元凶となり、なによりも憧れ、恋した麗うるわしの王女フレアを殺した。

　いったい、自分がなにをしたというのだ？

　この国のために、あいつの力を有効活用するという王女フレアの願いのために働いていただけだというのに。

　それなのにあいつは自分のすべてを奪った。

　こんなこと許されるはずがない!!

「そうか、そうだったのか。フレアを殺したのは、【癒】の勇者であったか……。レナード近衛騎士隊長、わしはお主には謝らん。当然であろう？　お主が不覚をとり、【癒】の勇者ごときに倒され、入れ替わられてしまう隙を作った。このようなことになったのは、すべてお主の無能が原因だ。真実がわかってなお、わしはお主を殺したいと思っている。お主の無能が、わしの可愛いフレアを殺した」

　王の言葉は辛しん辣らつだった。

　だが、正論でもある。

　レベルが低く、ステータス、スキルともに戦闘向きではない【癒】の勇者ごときに負けるなんてことは、誉れある近衛騎士としては無能の烙らく印いんを押されて当然の失態だ。

　近衛騎士隊長は言い返せずに押し黙る。

　押し黙りながらも、必死に状況を打破するために頭を回転させていた。このままでは待つのは死。せっかく疑いが晴れたというのに、責任を取らされて処刑される。

　王がそんな彼を見下ろして口を開く。

「お主はとんでもない失態を犯した。じゃが、フレアはお主を信頼しておったし、高い評価を与えていたことも事実。なにより、誰よりも【癒】の勇者を憎んでおる。お主に名めい誉よ挽ばん回かい、そして復讐を果たすチャンスを与えよう。本物の【癒】の勇者ケヤルを捕らえよ。けっして殺してはならん。ただの死など生ぬるい。わしがこの手で……本当の地獄というものを教えてやる。お主には、【癒】の勇者ケヤルを捕らえるために必要な権限を与える」

　近衛騎士隊長は鎖に繫がれたまま、その場で膝をつき、頭を下げる。

「はっ、陛下。我が力のすべてをかけて、必ずや」

　彼は、顔を伏せて笑っていた。

　憎くて、憎くて、憎くて、どうしようもない、あの男に復讐できる。そうしないと自分は狂ってしまう。

　あいつをこの手で痛めつけなければおかしくなる。この役目は誰にも渡さない。

　それに、あえて口に出さなかったが一つの可能性に思い当たっていた。

　それは、王女フレアが生きているのではないかという推測。どうも、奴が部屋に火をつけたことに疑問が残る。

　あれは何かを隠すために行ったことだ。

　王女フレアのことを近衛騎士隊長は愛していた。恐れ多くて口には出せないが、抱いていた感情は恋であり、肉欲。

　どれだけ想おうと手が届かなかった存在。だが、もし自分がそうされたように死んだと思われた王女フレアが偽者だとすれば？　そして、もし本物のフレア王女が奴の傀かい儡らいになっているのなら、奪ってしまえる。

　それは、彼にとってどうしようもないほど魅力的なことに感じた。

　ほしい、ほしくてたまらない。王女フレアの微笑ほほえみが、あの体が、あの声が、すべて自分のものになる。

　復ふく讐しゆうと欲望。

　その二つに染まった男が動き出す。

　そのことにまだ、【癒】の勇者ケヤル……いや、ケヤルガは気付いていなかった。
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　氷狼族の村を出た俺たちはラナリッタを目指していた。

　行きと違って帰りは急がないので、無理のないペースで二足歩行の騎乗型爬は虫ちゆう類るいラプトルを走らせている。

　ラプトルを走らせながら、魔物が現れないか神経を張り巡らせていた。

　魔物を倒して経験値を稼ぎたいし、今日の昼食の食材を確保しておきたい。

　魔物を食べるのは、食費を抑えるためではなく、強くなるためだ。

　まだ一角兎うさぎぐらいしか食べていない。こまめに適合因子をもつ魔物を見つけて食べることでそれを取り入れ、素質値の底上げをすることが強くなることへの近道になる。

　少しでも、さまざまな魔物を食べる必要がある。

　魔物には二種類の魔物が存在する。

　一つは自然発生して自由気ままに動く魔物。ほとんどがこちらに該当する。

　もう一つは魔物の支配者である魔族に使役されている魔物で、組織だった行動ができるし、主の指示がない限り動かない。こちらはほぼ見かけることはない。

　ラプトルを走らせるのは、なかなか爽快だ。

　速いし疲れないのがいい。

　これはいい買い物をした。そんなことを考えていると、森の木の陰に魔物の姿が見えた。

「見つけた。セツナ、フレイア、あの魔物を狩るぞ」

　その魔物は、異常に後ろ脚が長いイノシシで緑の体たい軀くをしている。

　イノシシはどう料理すればうまいか、そんなことを考えながら、俺はラプトルの足を止めた。





◇






「ううう、全身泥だらけになっちゃいました」

　自慢の桃色の髪まで泥だらけにしながらフレイアは泣き言を言う。

　不思議な緑色のイノシシの魔物を捕まえようと森を駆けていたが、途中でイノシシは後ろ脚で盛大に泥をぶちまけてきた。

　俺とセツナは簡単にかわしたのだが、運動神経がイマイチなフレイアはもろに顔面に受けたあげく、転倒。

　おかげで悲惨なことになっている。

　なんとか緑色のイノシシは倒して捌さばき、肉を昼食用に包んでいる。

「ん。フレイアはノロマ。あんな遅い攻撃を避けられないのは未熟」

「セツナちゃん、ひどい。だって、しょうがないじゃないですか。私は魔術士ですし」

　彼女の言い分はもっともではあるが、対策は必要だろう。

「フレイア、後ろ脚で飛ばしてきたのが泥だからよかったけど、石なら重傷だったぞ。今回は運が良かった」

　正統派魔術士は前衛に守られながら詠唱し、敵に後方からの大魔術で大打撃を与える。

　とはいえ、少人数のパーティで活動する以上、そんな贅ぜい沢たくは言えない。ある程度の自衛力が必要だ。

　これはフレイアの課題であり、以前から問題視していた。

　もともと、近接戦闘の訓練はしようと計画していたことを思い出す。

　そうだ、いいことを思いついた。

「セツナ、これから毎朝二時間、フレイアにけいこをつけてやれ」

「ケヤルガ様、それは命令？」

　若干嫌そうな顔で、セツナが問いかけてくる。

「その通りだ。俺よりセツナのほうが教えるには向いているだろうしね」

　なにせ、俺は近接戦闘の技術はあるが、人から【模倣ヒール】したものだ。

　努力した経験ごと奪ったとはいえ、自らの血肉になっているとはいいがたい。

　その点セツナはレベル上限という壁にさいなまれながら、死ぬ気で努力してきた。彼女のほうが教師として適任だ。

「ん。ケヤルガ様の命令なら、フレイアを一人前の戦士にしてみせる。セツナは厳しい。死なないように注意して」

「おっ、お手柔らかにお願いします」

　若干引き吊つりながらフレイアは頷うなずいた。

　ここで、断らなかったことは褒めてやろう。

「何はともあれ、その泥を落とさないとな。手持ちの水だと少なすぎるし」

「それなら大丈夫。近くに川がある」

　セツナは白い狼耳をぴくぴくと動かしながらつぶやいた。

　彼女の耳は非常に優秀だ。俺たちに聞こえない水音を感じ取ったのだろう。

「なら、そこで水浴びしようか。さっぱりしたいしな」

「賛成です。走ったせいで汗だくで気持ち悪いです」

「セツナはどっちでもいい。ケヤルガ様に従う」

　となれば、決まりだ。

　さっそく川に向かうとしよう。





◇






　セツナとフレイアは服を脱いで川に飛び込む。

　そして、自分たちの服をその場で洗い始めた。下着などは鞄の中に替えを用意しているが、上着類は嵩かさ張ばるので、こういう機会にしっかりと洗わないといけない。

　太陽の下、川で裸身を晒さらす美少女二人。なかなか絵になる。

　フレイアの女性的な魅力に溢れた体も、セツナのすらっとして未熟だがそれゆえに怪しい色香を放つ体も素晴らしい。

　セツナたちが洗濯を終えて、木の枝に衣服をかける。

　フレイアは、川で優雅に泳いでいるが、セツナのほうは何かおかしなことをし始めた。

　浅瀬でじっと、アイスブルーの瞳で水面を凝視している。しばらくすると、腕を振るった。

「……あんな魚の獲り方があるのか、まるで熊だな」

　苦笑してしまう。

　セツナが腕を振るたびに、川魚が宙を舞う。

　しかも、いつのまに作ったのか、穴を掘って石で囲んだ小さなため池にぽとんっと魚が落下する。

　セツナは今日の昼ご飯を確保しているのだろう。実に野生っぽくていい。十分な数が獲れて満足したのか、セツナはうんうんと頷く。

　ちょっといたずらをしたくなってしまった。

「きゃっ、ケヤルガ様」

　セツナを背後からぎゅっと抱きしめる。そして彼女のささやかな胸を愛あい撫ぶする。

「こういうところでも悪くないだろ」

「でも、フレイアがいる」

　最近、セックスになれてきたセツナも、ここまで明るい中で人に見られながらというのはかなり恥ずかしいらしく白い肌が真っ赤だ。

　きょろきょろと周りを見つつ、狼耳をぴくぴくさせて周囲の気配を探っている。

　敏感なところをつまむとびくっとしながら口を押さえて声が漏れないようにがんばる。

　俺の嗜し虐ぎやく心しんを刺激する。胸だけじゃなくて下のほうも可愛かわいがってやる。

「ケヤルガ様、やめて、ほんとに、声ががまん。いやあああああああ」

　盛大に声をあげてしまった。

　フレイアは当然気付きこちらを見る。フレイアとセツナの目が合った。

　セツナは涙目になっている。

「フレイア、こっちに来てくれ」

「はい、ケヤルガ様」

「フレイア、面白いだろう？　ここの形、自分と比べてどうだ？　同じ女性でもぜんぜん違うだろ？」

「本当です。人のを見るのは初めてですが、驚きました」

「んっ、やめ。そんな、じろじろ……んか、変」

　フレイアは、俺に後ろから抱きしめられて胸とあそこを愛撫されるセツナをじっと見つめている。セツナは見られて恥ずかしがっているが、それ以上に興奮をしている。

　いつもよりずっと反応がいい。

　耳元でささやいてみる。

「セツナは変態だな。見られて気持ちよくなってる」

「んんん、んんんんぅ」

　セツナが声にならない悲鳴をあげた。

　すでに真っ赤になっていたが、さらに赤くなるとは驚きだ。

「明日から、フレイアはセツナに訓練をしてもらうだろう？　その前に、仲良くなっておいたほうがいいし、セツナの可愛いところを知っておいてほしいと思うんだ。……俺は後ろからセツナを可愛がるから、フレイアは前から可愛がってくれ」

「はい、がんばります！」

「やっ、やめて、フレイアはがんばらないでいい！　これ以上見ないで！」

　慌てふためくセツナは可愛い。もう十分濡ぬれた。彼女の体を持ち上げてそして、挿入した。

「やっ、大きい。いつもより、こんなの」

　そして、腰を動かす。セツナの局部は熱く、そして濡れていた。

　二人きりのときは気持ちよさそうに嬌きよう声せいをあげるが、フレイアがいるせいで必死に声を押し殺す。そこがまた可愛い。

「セツナちゃん、可愛いです」

　フレイアが動き始めた。セツナのピンとたった乳首を舐なめる。セツナが目を見開く。

　なかなかやるな。俺も腰の動きを速くしよう。

　フレイアも対抗して、セツナに口づけをして舌を絡める。それだけでなく、右手は胸を攻めて、左手でセツナの敏感なところを撫なでる。……女性ならではの攻め方だな。

　そうして、二人で攻めていると、セツナは思い切り背筋をのけぞらせた。セツナの痙けい攣れんが俺自身を通じて伝わってきた。我慢しきれずに精を吐き出してしまう。

　セツナの目は虚ろで、白い獣耳もぺたんと倒れていた。引き抜いて、下ろしてやる。水面に白いものが浮かんできた。
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「セツナ、たまにはこういうのもいいだろう？」

「……気持ちよかった。でも、セツナはケヤルガ様と二人きりのほうが好き」

　潤んだ瞳で可愛いことを言ってくれる。

　視線を感じた。フレイアがこちらを見ている。股を自分で弄りながら。

「あの、ケヤルガ様。セツナちゃんを見てると、その昂たかぶって、私も我慢できなくなりました。……私も、可愛がってください」

　仕方ないな。この青空の下、フレイアも可愛がってやるとしよう。

　水音が聞こえる。セツナが立ち上がったようだ。心なしか目に暗い何かが宿っている。

「さっき、可愛がってくれたお礼をたっぷりする。……セツナ以上に、恥ずかしいところをケヤルガ様に見られるといい」

「ひっ!?」

　フレイアは怯おびえているが、俺はむしろ楽しみになった。

　さて、セツナも協力してくれるようだし、たっぷりとフレイアを可愛がってやろう。
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　川で泥と汗を流すために水浴びを終えたあと、俺はさきほど狩った魔物の肉で料理を始めていた。

　セツナとフレイアの二人は疲れてぐったりとしている。

　少し、はしゃぎすぎた。

　実をいうと、俺は外でするのが好きだ。それも昼のほうが好ましい。太陽の下で伸び伸びと体を動かすのは気持ちいいものだ。

「さて、俺は料理でも作るとするか」

　ここで元気なのは俺だけだ。遊びすぎたせいで遅めの昼食となったが、しっかりとしたものを作ろう。

　二人に楽しませてもらった分、今度は俺が楽しませてやらないといけない。

　性欲を満たせば次は食欲だ。人は、セックスして、うまいものを食って、たっぷり寝れば幸せになるようにできている。

「イノシシの肉はやっぱり、硬いな」

　刃を入れた感触でわかる。硬すぎて焼いても煮ても食えたものではない。

　だが、俺の【翡翠眼】はこの肉にある物理防御の素質値をあげる適合因子を見抜いていた。

　まずくても食わないといけない。とはいえ、まずいのを我慢して食べるようなら三流だ。ここは調理法を工夫して美お味いしく食べるべきだ。

　よし、いい調理法がある。

「硬い肉はミンチだ」

　石を使った即席のまな板にイノシシの肉の塊を載せて、剣で念入りに叩たたく。

　ミンチになった肉に、さきほど摘んだ山菜を刻んで混ぜ込み、さらに乾燥したパンを砕いて入れて水を加えてしっかりと練る。十分に練ったあとは、小さな肉団子にしていった。

　俺の村では、働けなくなった老齢の馬を調理するために、この手法がよく使われた。老齢の馬は肉は強張り筋ばかりで、普通に食べるとまずいが、この調理法ならどんな硬い肉でも柔らかくなり美味しくいただけるのだ。

　そして鍋に水を張ってたき火で温め、鞄かばんの中からとうもろこしを発酵させて作った赤褐色調味料、コミソを入れる。

　コミソのいい香りがしてきたところで、肉団子を投入。

「うん、これなら獣臭さもマシになるな」

　肉団子を焼いて食べることも考えたが、臭い消しの山菜でも打ち消せないほど獣臭さが強かったのだ。

　そこで、コミソ汁の具にすることにしたのだ。コミソは味も香りも強い。これなら臭いを打ち消せる。

「そういえば、セツナが魚を獲っていたな」

　彼女が熊のような狩りの仕方で、ため池に集めていた魚を拾い、俺は、内臓を取り除いてぶつ切りにすると鍋に放り込む。

　さらに、適当に食べられる山菜とキノコを片っ端から洗って放り込む。栄養価があがるし、臭み消しにもなる。

　コミソ汁はいい。なんにも考えずに適当に材料を突っ込んでも味がまとまる。

　しばらく煮込んで肉と魚の栄養たっぷりの山菜スープのできあがりだ。

「いい匂い、セツナ、お腹が空いた」

　いつの間にか起き上がり服を着ていたセツナが、俺の背後から顔を出して鼻をひくひくさせていた。

「今回のは自信作だぞ。肉と魚の出だ汁しがたっぷりだ」

「美味しそう。はやく食べたい」

「フレイアを起こしてやってくれ」

「それなら大丈夫、ほら」

　フレイアのほうを見ると、ちょうど彼女は起き上がって、お腹の音を鳴らした。

　そして、恥ずかしそうにお腹を押さえて顔を赤くする。

　あれだけ、運動した後だ。お腹が空くのも無理はないだろう。

「確かに大丈夫だな。じゃあ、遅めの昼飯にしようか」

「ん。お皿だす」

　セツナが鞄の中から人数分の皿を出し洗ってもってきてくれた。

　俺はたっぷりと肉団子と魚のぶつ切りが入ったスープを注いでいく。

　フレイアも慌てて服を着て、こちらにくる。

　さて、楽しい昼飯の時間だ。
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「このお肉団子、ちょっと臭いですけどふわふわするし、野性的な味がして、なかなかいいです」

「セツナは嚙かみごたえがあるほうが好き。お魚は最高」

　フレイアが肉団子を上品に食べ、セツナは魚をばりばりと骨ごと嚙み砕いている。

　俺も自分の分のスープに手をつけた。

　かなりクセのある味だが、旨み自体は強い。やみつきになる味だ。

　肉団子は狙い通りふわふわ。魚のほうは獲れたての魚だ。まずいはずがない。

「二人とも、おかわりがあるけどどうする？」

「いただきます。……、運動の後でお腹が空いたので」

「セツナも食べる」

　二人ともおかわりした。

　肉だけじゃ足りなかった。セツナが魚を獲ってきてくれて助かった。

「ケヤルガ様、この料理、美味しいだけじゃなくて不思議。力が湧いてくる」

　少し驚いた。さすがは、鋭敏な感覚を持つ氷狼族。わずかな素質値の上昇に気付いたようだ。

「実は材料に、さっき倒したイノシシの魔物の肉を使ったんだ。魔物の肉は普通に食べると毒だが、俺の村に伝わる秘密の技を使うと、食べられるうえに、少しだけ強くなれる」

「……ケヤルガ様、すごい。レベル上限をあげる以外にも強くできるなんて」

　魔物を食べることで【適合因子】を取り入れ強くなれるのは、その前提に【浄化】によって魔物の瘴しよう気きを取とり除のぞけるからだ。

　これを知っているものは、ほとんど存在しない。

　それを聞いたセツナはきらきらとした尊敬のまなざしで俺を見てくる。

　強さに貪欲な氷狼族、その中でも人一倍強さに飢えたセツナだからこその反応だろう。

「ほかにも、いろいろ隠し玉はある。セツナが俺の所有物になったことを絶対に後悔させない。セツナは、世界で俺の次に強くなれるよ」

「もともと、後悔するつもりなんてない。もう、一生分、セツナは助けてもらった。だからあとは、返し続けるだけ」

　殊勝な心がけだ。

　これほどの素質をもった人材は二度と手に入らないだろう。大事に使ってやろう。

「強くなれるなら、たっぷり食べないと！　私もセツナちゃんみたいに速く動けるようにがんばります！」

　フレイアがセツナに対抗意識を燃やしていて、苦笑してしまう。あっ、一気にかきこみすぎてむせた。

　それを見たセツナがかすかにだが笑った。

　こういうのどかな時間も尊いと思えてしまった。

　そのあとは、鍋を空っぽにして出発した。

　少々遠回りしたものの夜になる前にラナリッタの宿に戻ることができた。

　夜も二人を可愛がり……二人が寝静まったころ、俺は口を開く。

「俺は腑ふ抜ぬけてなんていないさ。絶対に復ふく讐しゆうはやり遂げる。次は【剣】、その次は【砲】。待っていろよ。ブレイド、ブレット」

　俺の復讐はまだ終わらない。今は仕込みのときだ。きっちり種は撒まいている。

　そろそろ芽が出てくるころか。

　そんなことを考えながら、俺は眠りについた。
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　ラナリッタに戻ってから二日経っていた。

　今日は三人で酒場に来ている。ここに来たのは美味しいごはんを食べるためだ。

　たまには、娯楽としての食事も必要だろう。

　そんなことを考えて、飯がうまいと評判のいい店を選んだ。

　店に入ってから数分後、俺たちの注文したメニューが来た。

「ケヤルガ様、いい匂いがする」

「はい、お肉とトマトと、それにたくさんのハーブの匂いがたまりません」

　連れの二人も楽しそうでよかった。

　俺たちが頼んだのは、この店の看板メニューであるビーフシチュー。

　牛は育てるのに鳥や豚の数倍の飼料と年月がかかる高級品だ。その高級食材を使いつつ長時間いくつもの野菜と共に煮込み続け、様々なハーブやスパイスを使うビーフシチューは高価だ。

　こういう極限まで手の込んだものをむしょうに食べたくなるときがある。

　街を出てからの旅になるとどうしても手の込んだ料理は作っていられない。街にいるときにしか、楽しめない味なのだ。

　この店のシチューは煮込んだ肉も入っているが、最後の仕上げにレアで焼いたステーキを一口サイズにカットしてシチューに投入する。

　なんでも、シチューで煮込んだ肉はシチューをうまくするために出汁を出したあとの出がらしで、その肉では本当の感動を得られないらしい。

　柔らかいステーキをシチューに絡めて食べるのが最高だという。

「じゃあ、さっそく食べようか」

「はい！　ケヤルガ様」

「ん。セツナも食べる」

　そして、俺たちは手をつける。

　まずはシチューから。

　口に入れた瞬間に驚く。いくつもの野菜のうまみ、それに肉のうまみが重なり合う。ハーブやスパイスは味に深みを持たせ、よりいっそうシチューの完成度を高める。

　そして、たっぷりとソースが絡んだステーキ肉を口にして、店主がシチューで煮込んだ肉は出がらしと言った意味がわかった。

　肉汁を閉じ込めるようにレアで焼いたステーキをビーフシチューに絡めて食べたときの感動ときたら。

　高い料理だが、それだけの価値がある。

「美味しいです！　それにパンも白くて柔らかい」

　付け合わせのパンも俺たちがいつも口にしている保存優先でカチカチに焼いたパンではなく、白くてふんわりしたパンだ。シチューをたっぷりつけて食べたときの感動は凄まじい。

「セツナは、このワインがすごく好き。甘くて飲みやすい。氷狼族の辛い酒もいいけど、こっちも美味しい」

　一緒に頼んだワインも極上。いいぶどうを使っている。

　三人で食事を続ける。

　頼んだのはもちろん、ビーフシチューだけじゃない。この店のおすすめメニューを一通り頼んである。

「ケヤルガ様、どうしてこんな贅ぜい沢たくを？」

「セツナもうれしいけど、ちょっと気になった」

「ちょっとした息抜きだね。それと明後日、商人にポーションを売ったら、この街を出るから。今のうちにこの街でしか食べられないものを食べておきたくてね」

　この街を出ると言った瞬間、二人の顔がこわばった。

「なにか、あったんですか」

「ちょっと、きな臭い。悪い噂うわさもいろいろと聞いているんだ。危なくなる前に別の街に行ったほうが良さそうだ」

　ジオラル王国の首都からラナリッタに中規模の部隊が派遣されたという情報を耳にした。

　俺が【模倣ヒール】で貯ため込んだ無数の経験から情報こそがもっとも大事だと理解している。だから、奇病の特効薬のポーションで稼いだ金で、何人かの情報屋から定期的に情報を仕入れていた。

　ラナリッタの住民は自分の身は自分で守るのが常識だ。耳が早い人間が多く、金さえ出せばその情報は手に入る。

　派遣されたのは、新たに編制された特別な部隊らしい。

　城に残した偽者の正体がばれ、【癒】の勇者ケヤルの生存もばれた可能性がある。

　とはいえ、俺は顔も名前も変えている。ばれることはないが、用心にこしたことはない。

　それがなくても、ジオラル軍は氷狼族の村の襲撃に失敗してさらなる戦力で襲いに来た可能性もある。その際に、氷狼族に加勢した犯人探しもするだろう。

　最後に金を稼いだらさっさとお暇いとましよう。それが一番安全だ。

　それに……。

「くそっ！　酒はまだか！」

「酒だ！　酒をもってこい！」

　二つ隣のテーブルの男たちが騒いでいる。

　彼らは首と手首に包帯を巻いていた。

　氷狼族を襲ったジオラル王国の兵士だ。

　生き残れたのは、敵前逃亡したからだ。

　そういう連中はそれなりにいて、この街の治安を悪化させている。

　敵前逃亡は死刑。もう王国には戻れない。

　だから装備品を売り払って、ラナリッタでその日暮らしをしている。

　彼らがこっちを見た。

「おい、兄ちゃん。その氷狼族はあんたの奴隷か？」

　彼らが俺が街を出ることにした理由その二だ。

「そうだ。彼女は俺のものだ」

「ほう、なら。俺たちに売ってくんねえかな、たっぷり、可愛かわいがってやりてえんだよ！　金はこれで足りるだろ」

　セツナを下卑た視線で男は見て、銀貨を一枚投げてくる。

　さらには、胸元からジオラル王国兵の証である記章を取り出す。

　敵前逃亡したくせに、ジオラル王国の威光にはすがるらしい。クズだ。

「足りないな。セツナがほしいなら金貨千枚は持ってこい」

　彼女は輝く素質をもった最高の人材だ。

　簡単にくれてやるわけにはいかない。

「あん？　この記章が見えねえのか？　俺はジオラル王国の兵士だぞ。逆らったらどうなるかわかってんのか！」

　ふむ、この男はあの戦場に現れた【剣】の勇者が俺とは気付いていないらしい。

　仮面とローブで顔と体形を隠していた効果はしっかりあるようだ。

「さあな？　飯がまずくなる。さっさと消えろ」

「てめえ、ぶち殺すぞ！」

　男が殴りかかってくる。

　そうか、おまえも俺の敵か。

　俺は平和主義者だ。害をなさない限り、こちらから手を出さない。

　だが、敵になった瞬間容赦はしない。ちょうどよかった。ジオラル王国兵の身分というのがほしかったところだ。

　俺はラッキーだ。なにせ、こうして都合よく復讐相手を作れたのだから。

　殴りかかってきた時点で、彼は俺の敵になった。

　いや、違うな。俺の所有物であるセツナを奪おうとした時点で明確な敵だ。

　さて、この拳をよけることは容易たやすい。

　せめて、一発ぐらいは殴らせてやろう。これから先の彼の未来を考えればそれぐらいはサービスしてもいい。

　俺は歯を食いしばる。

　しかし、その拳が届くことはなかった。

「ケヤルガ様を傷つけるのは許さない」

　男のお目当てであるセツナ本人が拳を受け止めた。そしてそのまま、腕を極めて、組み伏せる。

「ぎゃああああああ、いでえええええ、俺の腕が、折れる、折れちまうぅぅぅ」

　セツナは極めて実践的な格闘術を身につけている。ステータスの高さや、技能だけではなく、それを活かす技術こそが彼女の強みだ。

「消えるか、死ぬか、好きなほうを選んで。三秒以内」

　セツナは立ち上がり、氷の爪を作り出すと男の首元に突き付けた。

　この街は弱肉強食の街。強いものが正義だ。

　男は情けなく元いた席に戻っていく。

「セツナは強くなったな」

「毎日、ケヤルガ様に愛してもらってるから」

　顔を赤くしながら、どこか誇らしげにセツナは言った。

　セツナは元から強かった。優れた素質値と天才的な戦闘センスに、積み上げた修練。

　だが、レベル上限が低い。それがすべてを台無しにした。【勇者】の力である体液供給によるレベル上限突破を繰り返し、セツナのレベル上限はついに二十に届いた。

　いわゆる普通の人間と同レベル。レベル上限以外のすべてが優れたセツナがそのレベルに至れば、普通の人間にはまず負けない。

　ここから先、ただでさえ強いセツナが、レベルアップするたびに超越者の水準へと近づいていく。俺はそれが楽しみだった。

　セツナは、あの【剣聖】にすら届きうる資質を持っている。

「殺さなかったのはえらいぞ」

「ん。血がでると臭くて、ご飯がまずくなる。それに面倒」

　さすがに店内で人殺しはまずい。人間ぎらいのセツナはよく我慢した。

「ケヤルガ様、あの人間は不思議。セツナをほしがるなんて」

「不思議でもないけどな、セツナは可愛いから。俺がセツナをほしがったのは、その強さだけが理由じゃない」

「……うれしい。今日の夜もがんばってご奉仕する」

　可愛いと言われたセツナが尻尾を振って喜ぶ。

　俺はそんなセツナが愛おしくなって頭を撫なでる。

「セツナが可愛いのもあるけど、うっぷんを晴らしたかったんだろうな。氷狼族にいいようにやられた恨みをベッドの上で晴らす。抵抗できない女をいたぶって優越感に浸る。下種の考えそうなことだ」

　そういう輩が、溢あふれているのが、この街を出たいと思った理由だ。

　氷狼族の襲撃に失敗した兵士くずれの怒りは、すでに奴隷になった氷狼族たちに向けられる。

　そのために、氷狼族の奴隷を買う連中もいるかもしれないし、似たような亜人を虐待して楽しむ奴もいるだろう。

　人間は、醜く愚かだ。

「悲しい」

「まあ、そんなもんだよ。それより料理を楽しもう。ここはデザートも美味しいという噂だ。好きに頼んでいいよ」

　俺はセツナとフレイアに微笑ほほえみかける。

　今日は料理を楽しみに来たんだ。そっちを優先しよう。

「うわぁ、デザートまであるんですね！　メニューを見てもいいですか！」

「セツナも見る。ん。名前だけだとどんなデザートかわからない」

「なら、私が教えてあげますよ。まず、このコルカナは牛の乳に卵を……」

　二人とも女の子なだけあって、甘いものには目がないようだ。

　フレイアの説明をセツナは狼耳を限界までピンと伸ばしながら聞いていた。

　俺はちらりと、自分の席に戻った男を見る。

　彼は酒を飲み、同伴者に愚痴を言っていた。

　いい気なものだ。すでに自分が死んでいることにも気付かないで。

　俺は、俺から奪う奴を許さない。

　もう、俺から何も奪わせないし、俺のものに手を出した奴には相応の罰を与える。あの程度で済ませるわけがない。

　男の手の甲に虫刺されに似た小さな赤みができていた。

　騒ぎに乗じてやるべきことをやっている。

　彼には復ふく讐しゆうがてら、最近作った暗器おもちやの実験台になってもらっている。

　ちょうど、俺たちの食事が終わるころ、その毒は全身にまわるだろう。

　案外、遅効性の毒というのも悪くはない。さまざまな用途がある。

　今みたいに楽しい食事を邪魔しないようにして、むごたらしく殺すような。

「ケヤルガ様、決めました！」

「セツナは、フルーツがたっぷり入ったふわふわしたのを食べる！」

　男は何も気付かず、酒を楽しく飲んでいる。しばらくはこの店にいそうだ。

　デザートのあとに、おまけの復讐デザートまで楽しめるとは。




　それにポケットの中には、彼がさっき見せつけてきたジオラル王国兵の記章がある。

　彼の名前と姿、王国兵の立場。

　それは、彼が死んだあとに有効活用させてもらおう。

「うん、デザートもいい。甘いものもたまにはいいな」

　甘いデザートを食べながら、俺は食後の甘い復讐に思いを馳はせていた。
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　今日は貧民区を歩いていた。

　昨日の酒場で出会った男のことを思い出す。

　なかなか、壮絶な死に方だった。

　俺の袖には暗器の毒を塗った針が仕込んであり、軽く一突きするだけで致命傷になる。

　実戦で使う前に試せてよかった。

　効果が現れるのはおおよそ四十分ほど後、発症してから死ぬまでに一時間といったところだ。苦しみ抜いて、もがきながら死んでいく。

　騒ぎを起こさず始末するのにちょうどいい。

　あれを使ってよかった。男が発症したのは酒場を出てからだ。あんな美味しい料理を出す酒場に迷惑はかけたくない。

「あまり、ここには近づきたくない」

　セツナが歩きながら、若干嫌そうな顔をしていた。

　まあ、自分が奴隷として売られた店の近くだ。いい気はしないだろう。

「我慢してくれ。たぶん、ここに近づくのは今日で最後だろうしね」

　今回の交渉を終えたら、ラナリッタを出るつもりだ。

　ジオラル王国から大量の兵士が派遣されている以上、この街は危険だ。

「それにしても、今日はやけに街が騒がしいですね」

「王国から大量の兵士がやってきて常駐させろって騒いでいるからな。そりゃ、脛に傷が多い奴も多いし。気にもなるだろう」

　すでに、兵士たちは辿たどり着ついていた。

　ラナリッタは、善人も悪人もすべて受け入れて発展してきた街だ。

　あまり王国兵は歓迎されない。

　俺はポケットに入っている王国兵の記章を握りしめる。

　昨日、俺のセツナに手を出そうとした愚か者から奪ったものだ。

　これがあれば、王国兵になりすまして情報を得ることができる。

　彼らがなんのためにここに来たのかを出発する前に知っておきたい。

「そういえば、今朝の朝ごはんを買いに出たときに噂うわさで耳にしました。王国兵と一緒に【剣聖】さんがこの街に来ているみたいなんです」

「なに？」

　俺は思わず聞き返した。

　今度の世界で俺が最初に【回復ヒール】した相手だ。

　そして、まともに正面から戦えば負けてしまう恐れがある。

　技能は【模倣ヒール】できてもスキルは【模倣ヒール】できない。レベルもまだ追いつけていない。

　真正面から戦えば勝ち目は薄い。

「一度会ってみたいですね。すごい美人らしいですよ」

「街の連中がいつも以上に騒ぐと思ったら、【剣聖】も来ていたのか」

【剣聖】は個人として、ジオラル王国最強の戦力だ。

　とうぜん、滅多なことでは、王国は【剣聖】を引っ張りだしてこない。

　彼女が表にでる時点でかなり大事だ。

　……もう、完全に城に残した偽者がばれたと思った方が良さそうだ。

「そろそろ、いつものお店に着きますね」

　いつもの店というのは、商人とポーションの取引をする喫茶店のことだ。

　もう、五分もしないうちに到着するだろう。

「まったく、嫌なことは重なるものだ。街を出るまでもめ事は遠慮したいのに」

　さきほどから、【剣聖】から【模倣ヒール】した見切りと、無数の経験が警鐘を鳴らしている。

　このタイミングでか。

「フレイア、セツナ、忘れ物を取りにいこう」

　店の周辺に巧妙に隠しているつもりだろうが、いくつもの不審な気配がある。

　俺でなければ気付けなかった。それほどの手て練だれだ。

　人数は二十人程度。

　氷狼族を襲ってきた連中を相手にしたときより、人数だけを考えると楽だが、今回は状況が悪い。

　フレイアという、魔術士をかばいながらこの雑多で隠れるところが多い場所で暗殺者を相手にするのは分が悪い。

　セツナと二人がかりでもフレイアを守れるか怪しい。

「忘れ物ですか？」

「どうやら、肝心のポーションを忘れてきたみたいだ。急いで取りに帰ろう」

　潜んでいる連中に、俺が彼らの存在に気付いたことを気取られるわけにはいかない。

　はやく大通りに出て、そこまでいけば一気に逃げる。

「ケヤルガ様でも、そんなことがあるんですね」

「まあ、俺も人間だからな」

「ん。はやくいく」

　どうやらセツナも気付いたみたいだ。氷狼族は鼻と耳がいい。潜んだ敵を見つけるのも得意だろう。フレイアの手を引いて急がせる。

　元の道にもどる俺たちを追ってくる気配はない。

　本当に忘れ物を取りにいったと思ってくれればいいが。

「来てる。ケヤルガ様！」

　セツナが叫ぶが、言われるまでもない。

　俺は剣を抜いて背後から飛びかかってきた襲撃者の短剣をはじく。

　さらにバランスを崩した敵の頸動脈を切り裂いた。

　血が噴き出る。

　さらに、そいつとは反対側の死角からもう一人襲いかかってくる。俺は敵に左手を突きだす。

　死角だろうと、【剣聖】の【見切り】はその動きを感知できる。

　左手の裾から仕込み針を飛ばした。それが敵の胸板に刺さる。男が崩れ落ちた。

　右に仕込んだ遅効性のものではなく、左は即効性の神経毒。

「まったく、強盗に会うなんてついていないな」

　あっという間に二人倒されたというのに、敵に動揺はない。

　静かに気配を消した集団に囲まれている。

　一触即発。場が静けさを増す。

　どう、打開するか。

　そんなことを考えていると、正面から堂々と二人の男が現れた。

　ポーションを取引している商人と、その護衛だ。

「これは、ケヤルガ様。いつまでたっても商談に現れないので心配しましたよ」

「俺はおまえに名前を名乗ってないはずだが、……クインタ」

　危険な取引だと認識していてお互いに名前を名乗っていなかった。

　それなのに、この男がケヤルガと俺を呼んだのはおまえのことはすべて知っている、逃げても無駄だという商人からの脅しだ。

　だから、俺もそれをまねる。

　少しでも相手が恐れをいだくように、商人の名前を呼んだ。

　それも、奴が表向き名乗っている名前ではなく。

　奴が隠している本名を。

【翡翠眼】なら見破れる。

「……あなたのバックに何かがいますね」

「さて、どうかな」

　ここで勝手に敵が俺を恐れてくれれば、動きやすくなる。

　意味ありげな笑みを俺は浮かべた。

「商人、茶番はやめようか。俺を襲わせた理由はなんだ」

「薬の製法を話してほしいのです。秘ひ密みつ裡りに薬を売っていたのですが、なかなか、数を売るとどうしてもどこからか秘密は漏れるもので。もっと商売の規模を拡げたいという共同出資者が現れまして。あなたの作る量だけでは足りなくなってしまいました」

「ああ、なんだ。おまえが無能で下手を打ったのか。大方、その共同出資者という奴がおまえよりも立場も財力も上なんだろう？　今回の襲撃に使った人員もそいつにおんぶに抱っこか。情けない奴だな」

　商人の作り笑いに一瞬ヒビが入る。

　商人が秘密を漏らして窮地に陥るのは想定の一つにあった。

　こんな儲もうけ話、他人が知れば絶対に飛びついてくる。

　儲け続けるためには秘密の順守が絶対条件、それをこの商人が破った。

　それだけの話だ。

「……違いますよ。もっと、儲けを大きくするための戦略です」

「まあ、いいが。それで今死んでいる二人を含めて二十二人もプロを雇ったわけか。俺を捕らえて薬の秘密を話させるために、これほどの人数を集めるとはごくろうなことだ。で、俺はこのまま二十人死体を作ればいいのか。いや、おまえと護衛を入れて二十二人。面倒だが仕方ないな」

　剣を抜き構える。

　商人が冷や汗を流し始めた。

「ははは、随分とお強いのですね。ですが、足手まとい二人も抱えていては、どうしようもないでしょう」

　まあ、そうだな。

　俺一人なら返り討ちにすることは容易たやすいだろう。

　だが、今はフレイアがいる。それにセツナもこの人数相手だとまだきつい。

　守りながら、戦うのは不可能。

　だが、それがなんだと言うのだ。

「何を勘違いしている。こいつらは俺の道具だ。俺の足を引っ張るなら切り捨てる。俺は、この二人を見殺しにして、おまえを含めて皆殺しにする。二人は俺の足かせにはならんよ」

「つっ、強がりを」

「強がりだと思うか？」

　俺の目を見た商人は一歩後退する。

　本気だと気付いてくれただろう。

　フレイアもセツナも、便利で替えが利かない優秀な俺の所有物おもちやだ。

　愛着もあるし、守りたい。とはいえ、俺の命以上に優先するものではない。

　とくにフレイアは俺を守って死んでもらう予定だ。それが早まろうがたいした問題ではない。

　どや顔で、二人を俺の弱みだと指摘した商人が滑稽だ。

　商人は言葉を失っている。

　交渉のきっかけを失ったようだ。一歩間違えば自分が死ぬという状況にやっと気付いてくれた。

　やつが、この場に現れたことでお互いの立場は対等になった。

　なら、それなりにまともな交渉はできる。

　さて、話を切り出すとしよう。

「……まあ、道具とはいえ、この二人はお気に入りだ。こんなくだらないことで壊してしまうのは避けたい。いいだろう、薬の作り方ぐらいは教えてやる。こういう譲歩はどうだ。金貨五百枚を支払え、それで製法を売ってやる。薬の製法が正しいことを証明するために、目の前で薬を調合する。材料も教えてやる。だが、使った魔術は教えようがない。完成品と材料がわかっていれば、プロの調合士なら再現できるだろう？」

　まあ、実際はわかったところでどうしようもないが。

「……それでいいでしょう。この場で作ることが条件で、薬のレシピを金貨五百枚で買い取りましょう」

　乗ってくれた。

　いや、乗らざるを得なかった。商人は気付いたのだ。これ以上、俺が妥協しないことに。もし、これ以上の欲を出せば死ぬと。

「まずは、クコの葉、ヒイラギタケ、チイタラの実」

　ポーションの材料たちを鞄かばんから取り出す。近場で採れる薬草や木の実、キノコなど目新しいものはとくにない。

　そして、商人の目の前で有効成分の抽出を行う。

　商人は、使った材料の残りを渡すように指示してきたので、使い終わった材料を一つ一つ渡す。

　最後に水筒から〝特別な水〟を入れ魔術で合成する。

　特別な水だけは水筒ごと渡す寸前に、こっそり魔術でただの水に変える。魔術の専門家でない限り、俺が隠すつもりで使った魔術を見破ることは不可能。

　水筒を渡した際、商人はその異変に気付けなかった。

　バカな奴だ。

　その水筒の中身、俺の体でできた抗体こそがもっとも重要な成分だというのに。これで絶対に薬を再現できない。

「これで完成だ。作り方は全部見せた。使った材料もくれてやった。これで満足だろう」

「待て、その薬が本物か確認してからですよ」

　どうやら、軽症の奇病感染者がいたようだ。

　そいつに飲ませて効果を確認した。

「ふはははは、やった、やったぞ。あとはこの薬を調合士に渡して、材料と今の工程を全部教えれば再現できる。何が、〝この国では手に入らない特別な素材を使う〟ですか。大噓うそじゃないですか」

　彼は笑う。

　笑い続ける。

「ああ、好きに儲けてくれ。そのまえに支払いをしろ。あんたも商人だろう。取引で噓をつくな」

「ふん、こんなはした金くれてやる。なにせ、これから大量の金が手に入るんだからな!!」

　商人は金貨の詰まった袋を投げつけてくる。

　そして、高笑いしながら去っていった。

　周囲の暗殺者たちの気配も消えていく。

「ケヤルガ様、申し訳ございません。私のせいで、薬の秘密を売ることになってしまって」

「セツナも悔しい。何もできなかった。セツナはまだまだ弱い」

　二人が落ち込んでいる。

　驚いたな。俺が見捨てると言ったことに対しての怒りはない。あれは演技ではなく、心の底からそれが当然だと思っている。

　むしろ、足を引っ張ったことを後悔しているようだ。

　それでこそ、俺の所有物として正しい態度。これからも可愛かわいがってやろう。

　俺は彼女たちに笑いかける。

「大丈夫だよ。もともと言っていただろう。薬で儲けるのはこれが最後だって。俺は損なんかしてないさ。むしろ最後に金貨五百枚を得られて、かなり得した」

　そう、もとからこれが最後の取引のつもりだった。

　用意したポーションは三十個。

　いつもなら一つ金貨十枚で三百枚の収入のはずだ。

　それがなんと金貨五百枚になった。

　今回の取引で金貨二百枚得をした。

「……でも悔しい。あいつがケヤルガ様にひどいことして儲けるなんて」

「それはないよ。あいつは大損確定だ。まず、薬の再現ができない」

　肝心の俺の血で作った抗体。それを最後にすり替えた。

　第一……。

「俺はセツナの頼みで、水源を癒して逆に奇病を治すように仕組んだからな。かわいそうに、奇病そのものがあと十日もすればきれいに収まるよ。今でもだいぶ減ってきた。奇跡的に薬が再現できたところで、薬は売れないさ。あいつは金貨五百枚まるまる損だ」

　あの商人は最後の最後に欲をかいて失敗した。大人しく今回もポーションを買っていれば、奇病が収まるまでに売りさばいて大儲けできたのに。

　それに、薬が作れなければ奴のいう共同出資者とやらに悲惨な目に遭わされるだろう。

　顔が真っ青になっている姿が目に浮かぶ。

　俺は、俺から奪おうとするものを許さない。

　だから、あいつには破滅してもらった。

「さすがは、ケヤルガ様です。すっきりしました！　さっそくこの街を出ちゃいましょう」

「んっ、これ以上、もめるのはたくさん。セツナも賛成」

　最後にすかっとしたし、もうこの街に用はない。

　そう考えた瞬間だった。

　全身に鳥肌が立つ。

　なんだ、この刺すような圧倒的な剣気は。

　恐怖に突き動かされるように剣を振るう。

　剣と剣がぶつかり合う。

「さすがね、これを受けるなんて」

「あなたは」

　銀色の髪をした美しい少女。まるで妖精のように可か憐れんで、どこまでも鋭い一本の剣のような少女。

　俺よりもなお速い剣を振るった少女の正体は……。

「あなたの剣、間違いなくクライレットの剣。話に聞いたけど、まさか本当に使い手がいたとはね。さて、どこでその剣を覚えたか教えてもらうわ」

【剣聖】クレハ・クライレット。

　ジオラル王国最強の剣士。現時点で俺が一対一では勝てない数少ない相手の一人だった。
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【剣聖】クレハ・クライレット。

　ジオラル王国最強の剣士だ。勇者でないにもかかわらず、レベルは45という人類の頂点。

【剣聖】という超稀少で強力な技能とスキルを持つクラスを保持する。

　技能とスキルも恐ろしいが、もっとも脅威なのは、努力と経験によって研けん鑽さんされた無窮の剣技。

「やはりね。私の剣を受けた剣筋、間違いなくクライレットの剣。私の剣を三度防ぐなんて師範クラスでも不可能よ。あなた、いったい何者かしら？」

　首筋を少しだけ斬られた。血が垂れてくる。

　クレハの剣を受けきれなかった。

　クレハは一呼吸で三つの斬撃を放ったのだ。

　俺でなければ死んでいた。【剣聖】の技能を【模倣ヒール】し、なおかつ彼女の経験すべてを知っており剣筋を予想できているのにこのざまだ。

　クライレットの剣技は実戦に特化し、余分なものをすべてをそぎ落とした剣技だ。それでいて、どんな剣技よりも華麗だった。

　銀色の髪をなびかせるクレハは、その絶技と相まって存在そのものが美しい剣だ。

　俺は後方に跳び、一メートルほど距離をとった。

　クレハは距離を詰めてこなかった。

　とはいえ、気を抜くことはできない。

　彼女なら、この程度の距離なら一呼吸すら必要としないだろう。

「いきなり、斬りかかってくるとは随分な挨拶じゃないか。斬りつけられる心当たりがないんだが」

　剣を構えたまま、警戒しながら笑いかける。

　俺は剣技でクレハに勝てない。

　勝てない理由はいくつかある。

　まず、レベルの差と【剣聖】スキルによる強化、さらに身体能力で劣っている。

　そして、クレハの剣技を再現できるといっても、この剣技はクレハが自らの肉体で振るうことを前提にして最適化した剣技。いくら、俺が振るうことを前提にチューンしてあっても、本家にはかなわない。

「あなたは王国の兵士を殺した重罪人よ。それもクライレットの剣の誇りを汚した。死んで当然ね」

「……なんのことだ」

「とぼけないで。私がこの街に来たのは、同門の粛清のため。先日、氷狼族の村が襲われたわ。襲撃者に凄腕のクライレットの剣を使う剣士がいた。氷狼族を守ろうとした王国兵士たちは、その男に壊滅させられた。本当にクライレットの剣士が闇に堕ちたのなら、私でないと止められないし、止めるのは当主たる私の義務。だから、ここに来たの。まさか、本当にクライレットの剣士がいたとは驚きだわ」

　それを聞いて、いろいろと納得した。

　ああ、そうか。

　クレハがここに来たのは、王国が氷狼族襲撃に失敗したからだったのか。

　にしても、王国も氷狼族の村を守るために軍を派遣したとは、なかなか愉快な噓をつく。

　まともな神経では作り話でもこんなことは言えない。

　とはいえ、俺もうかつだった。

　あれだけ王国の兵士がいれば、俺が使ったのがクライレットの剣技だとわかる奴もいただろう。

「それで、片っ端から剣士に切りかかって、受けた剣筋で判定か。辻つじ切ぎりと同じだな」

「違うわ。歩き方を見れば、クライレットの剣を使うことはわかるもの。街中の人間を観察して、あなただけがクライレットの剣士だった。だから後をつけていたの。案の定、怪しい連中とつるんでいたわ」

　本日二度目の驚きだ。

　警戒していたにもかかわらず俺が尾行に気付けなかった。

　超一流のアサシンだろうと、尾行されれば気付く自信があるのに、なんて奴だ。

「それだけじゃないわ……氷狼族の奴隷を連れていることが何よりの証拠よ！」

　びしっと、氷狼族のセツナを指さしてクレハは宣言する。

　本人は決まったと思っているのか、どや顔だ。

　指をさされたセツナのほうはすごく不機嫌そうな顔だ。

　セツナは俺の前に立ち、両手を広げて俺をかばう。

「ケヤルガ様は、悪い人じゃない。逆。ケヤルガ様は人間たちに襲われた氷狼族の村を守ってくれた恩人。セツナは奴隷だけど、村を守ってくれた対価としてケヤルガ様の奴隷になった」

　セツナはクレハを睨にらみつけながら状況を説明する。

　これはいいアシストだ。俺が説明するよりも信じてもらいやすいだろう。

「噓うそよ。だって、氷狼族を守るために王国兵が派遣されたのよ。それが本当なら王国兵とその人が戦うわけがないわ」

「前提が間違っているんだ。王国兵が氷狼族の村を襲った。王国は、兵士たちの訓練と資金獲得のために、軍の仕事がないときは、亜人の村を襲い、村人を奴隷として売りとばす。俺は、この子のために王国兵と戦ったんだ」

　さて、俺の話を信じてくれればいいが……。

「そう、そういうことなのね」

　やはり、駄目か。

　続く言葉を聞かなくても剣気が薄れない時点でクレハがどんな判断をしているかはわかる。

「氷狼族の村を襲ったあげく、そんないたいけな少女を奴隷にして、支配し、噓をつかせる。あなたのような外道はここで斬り捨てるしかないようね」

　まあ、それはそうだろうな。初めから悪人だと思っている俺の言葉や、その奴隷のセツナの言葉と王国の言葉を比べれば後者を信じる。

　ジオラル王国は表向き健全な国だ。

　軍が組織立って亜人の村を襲って人身売買なんて信じないだろう。

「……いちおう、君にとって恩人のはずなんだけどな。俺は」

　思わず愚痴も出ようものだ。

　助けたことを後悔し始めた。

「恩人、なんのことかしら」

「いや、なんでもないさ。信じるか信じないかは別にして、俺は本当のことを話した。ここは引いて、真偽を確かめるぐらいはしてほしいんだが。王国の汚い部分は少し突けばいくらでも出てくるぞ」

　これが俺の最大の妥協点だ。

【剣聖】クレハ・クライレット。俺は彼女のことを尊敬している。

　その強さと美しさにあこがれている。

　だから、あまりひどいことはしたくない。

　それに悪人でないことは理解している。彼女も騙だまされている被害者だ。ただ、己の責務を果たそうとしている。

　まだ、我慢できる領域だ。ここで引いてくれれば彼女を許そう。

　だけど、それでも……。

「その必要はないわ。今、ここで断罪する。あなたから解放されれば、その子も正気に戻るはずよ」

　彼女は俺に剣の切っ先を向けた。

　ああ、駄目じゃないか。もう、いわれなき暴力を受けてしまっている。加えてそんなふうに、冤えん罪ざいをかけられたら。

　さきほど浅く斬られた首がじんじんと痛む。

　俺の中のどす黒い欲望が、内面で暴れ始める。

　こいつは俺にひどい仕打ちをするだけではなく、善人面しながらセツナを連れ去るつもりだ。

　俺は俺から奪う奴を許さない。

　やめてくれ、クレハ・クライレット。俺はおまえを……。

　ああ、このままじゃ。

「クレハ・クライレット。おまえは俺の敵になるのか」

「そのつもりよ」

　彼女が踏み込んでくる。

　その瞬間、クレハに向かって人の頭ぐらいありそうな炎の玉が襲いかかった。

「さっきから、黙って聞いていれば！　ケヤルガ様は、奇病からみんなを救って、氷狼族を救った英雄なんです！　それを罪人扱いなんて許しません」

　フレイアだ。彼女が魔術を放った。

　普通の騎士なら躱かわすことも受けることもできずに焼かれただろう。だが、クレハは炎の玉を斬り裂き、そのまま加速。

「ひっ」

　悲鳴をあげたフレイアの顎を掌底で打ち抜き昏こん倒とうさせる。

「女子供を斬るのは趣味じゃないの。少し寝ていて。あなたと、氷狼族の女の子はこの男に利用されているだけだから、悪くはしないわ」

　頭がくらくらする。

　この女。フレイアを。俺の所有物おもちやを傷つけたな。

　ああ、よくわかった。

　俺に斬りかかり、セツナを連れさろうとし、フレイアを傷つけたこいつは……。

　ただの復ふく讐しゆうの対象者だ。

「あなた、いったい」

　俺の中の黒い部分が、久しぶりの獲物を見て歓喜する。

　クレハは何かを恐れて一歩後ろに下がる。

「ああ、ずいぶんと我慢したんだけどな。クレハ・クライレット。どうして、おまえはそんなに愚かなんだ。もう、壊すしかないじゃないか」

　俺は嗤わらう。

　さて、報いを受けてもらおうか。

　相手が復讐の対象者なら、俺は容赦しない。新しい所有物おもちやになってもらおう。

　まずは蹂じゆう躙りんしよう。

　たしかに俺は剣士として【剣聖】クレハ・クライレットに劣るだろう。

　だが、別に俺は剣士でもなんでもない。剣にこだわらずに、それ以外の手札を使ってしまえば……。

　いくらでも勝つ方法は存在するのだ。

　剣を握りしめながら、どうしたらこの美しさを損なわずに、遊べるか。そんなことを考えていた。
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　剣聖クレハ・クライレットと対たい峙じしていた。

　かつて、腕を治した恩人相手に彼女はいっさいの容赦がない。ケヤルガと名前を変え、王国から逃れるために顔を変えているとはいえ、ひどい女だ。

「セツナ、手を出すな。足手まといにしかならない。離れて、学べ」

「ん。ケヤルガ様、がんばって」

　セツナが俺の言いつけ通り倒れているフレイアのところまで後退する。

　よし、これで心置きなく戦える。

　剣士として戦えば、クレハには勝てない。

　だが、手段を選ばなければ勝ち筋は見えてくる。

　まずは戦力分析だ。【翡翠眼】で、【剣聖】クレハのステータスを確認する。
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　相変わらずの化け物ぶりだ。

　高レベルかつ、冗談のような合計素質値と見事な割り振り。

　ただでさえ強力な技能はLv５まで至り、スキルによってさらに強化されている。

　このままでは勝てない。

　だから、強くなろう。

「【改良ヒール】」

【剣聖】クレハ・クライレットは魔法が使用できないことは知っているので、安心して魔力抵抗を捨てられる。

　とはいえ、四〇未満には設定できない。
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【改良ヒール】により、素質値が対クレハに最適化される。

　素質値が変更されたことにより、自動的にステータスが変更されていく。ステータスは素質値とレベルによって決定されるのだ。

　氷狼族の村を襲った連中を撃退したおかげでレベルが34から38に上がっていた。魔物の因子を取り込んだことで合計素質値もわずかにあがっている。

　前回と比べてレベルがあがっているので、【回復ヒール】を安定して使うための魔力攻撃の素質値も減らすことができた。

　王国兵と戦うときには速度特化の割り振りにしていたが、クレハのような超一流を相手にすると、いくら速くても動きが直線的になるのでは意味がない。自らが完全に動きを制御できる速度にあえて抑える。

　クレハ相手に一太刀もくらわないなんてことは不可能だ。

　防御力も捨てられない。

　即死でさえなければ、俺は【回復ヒール】ができる。そのために必要な防御力がこれだ。

　今の俺はクレハと比べても、筋力、防御力、速度。そのすべてで上回った。

　クレハが消えた。

　そう思った瞬間、俺は横なぎに剣を振るう。

　見えないし、感じることもできないが、彼女はそこにいるはずだ。

　剣と剣がぶつかる音がする。

　クレハが俺の剣を受け止めた。

　もし、俺がクレハの剣を知らなければ、初撃の奇襲で終わっていただろう。

　彼女は速いだけではない。

　人は誰しも、自分のリズムというものがある。呼吸のリズム、鼓動のリズム…… etc。

　そのリズムに完全に同期させることで、相手の認識から外れる高等技術をやすやすと使用する。

「あなた、私が見えているの？」

「さて、どうだろうな」

　彼女の経験を【模倣ヒール】しているにもかかわらず、俺はこんな真似ができない。それが知っているだけのものと、使いこなしているものの違い。

　見破ることも不可能。

　だが、こういうとき彼女がどういった攻撃をするかは知っている。彼女の性格から行動の未来予測ができるのだ。

　だから、見えない彼女に剣を振るえた。

　初撃を防いだとしても油断はできない。

　彼女は剣がぶつかった衝撃を利用して、回転しての連撃。

　速く、滑らかな動き。

　ステータスで勝っているにもかかわらず、一方的に押される。

「それだけの剣の腕がありながら、どうしてあなたは道を踏み外したの」

　クレハが舌打ちをした。

　俺はそれに返事をしない。いや、できない。そんな余裕がないのだ。

　嵐のような連撃、一つでも受け間違えれば致命傷だ。

【改良ヒール】によって優位にたったステータス。

【模倣ヒール】によって真似た剣技。

　さらに、彼女のすべてを経験したことによる先読み。

　これだけのことをしてなお劣る。

　それが、【剣聖】クレハ・クライレット。

　正真正銘、規格外の化け物。

　惜しいな。本当に壊すのが惜しい。

　だが、クレハは俺の所有物フレイアを傷つけた。許すわけにはいかない。

　カキンっと、甲高い音がなった。

　剣が折れる音だ。

　クレハの剣が折れた。この戦闘に入ってから初めて、彼女に隙ができる。

　やっとか、存外に時間がかかった。

　その隙をついての突き。首筋を狙う突きを放つ。

　ここで決めたいところだが……。

「ぐっ」

　俺は思わず、苦く悶もんの声をあげる。

　腹に重い衝撃、肋骨がへし折られ、内臓にも重大なダメージ。

　突きを放った瞬間、クレハは首を傾け、逃げるどころか踏み込んできた。そこからの腰を入れた掌底。

　俺の勢いをも利用したカウンターをもらってしまった。

　吹き飛ばされた俺は、壁に叩たたきつけられる。

　鈍い音がしてどこかの骨が折れた。

「【回復ヒール】」

　壊れた体を癒す。

　危ない、物理防御を捨てていれば即死だった。

「剣をぶつけ合うたびに、私の剣を腐食させる魔術を使っていたわけね」

「ご名答」

　剣を通じての錬金魔術。

　直接素手で触れば一発で折ることはできるが、クレハの振るう剣を素手で受け止めるなんて芸当は不可能。

　だから、自らの剣に魔力を纏まとわせて少しずつクレハの剣をもろくしていた。

「あなた、技能なしでは考えられない剣の冴さえ、身体能力を強化する魔術、そして剣を腐食させる魔術、そして傷を癒す魔術。いったい何者？　どんなクラスなら、ここまでできるのか教えてほしいものね」

「俺を見逃してくれるなら教えてやろう」

「冗談。こんな危険な相手、ますます見逃せなくなったわ」

　クレハが腰から予備の剣を引き抜いた。

　おそらく、彼女はもう俺の剣を剣で受けてはくれないだろう。まったく、面倒だ。剣士ごっこはおしまいにしよう。

「ああ、それは残念だ。殺したくなんか、なかったんだけどな」

　俺は鞄かばんの中から、とあるポーションが入った瓶を投てきする。

　こんな間抜けな攻撃、当然のようにクレハは躱かわす。

　地面に叩きつけられた瓶が割れて中身が飛び散る。

　これでいい。このポーションの正しい使い方だ。

　クレハが再び、猛然と距離を詰めてくる。

　だが、その剣はいささか精細を欠いていた。

　剣を折られることを恐れ、クレハは俺の剣を剣で受けられない。それは攻撃のパターンをかなり制限する結果となる。

　その分、俺の予測の精度はあがるのだ。防御に徹すれば持ちこたえられる。

　だが、依然として不利なのは変わっていなかった。攻撃に転じた瞬間に手痛いカウンターを受けるだろう。

「防御だけで、攻めるつもりがないようだけど、私が疲労して剣を鈍らせるとでも思っているのかしら」

「まさか」

　クレハの積んできた地獄の修練。

　彼女にスタミナ勝負を挑んで勝てるわけがない。

　俺が待っているのは別だ。

　甘い臭いがする。

　さきほど投げたポーションの中身が気化して周囲に漂っている。

　そろそろだな。

　ここに来て、初めて俺は自分から攻撃を仕掛けた。

　いつものクレハなら、それによって生まれた隙をついて致命傷を与えてきただろう。

　剣が折られ、動揺した中でもそれができるほどに卓越した技の冴え。

　しかし、それは通常時においての話。もう薬が回っている。

　俺の予想通り、後ろに引いた。ただの回避だ。

「どうした【剣聖】、体調でも悪いのか」

「……あなた、いったい何をしたの」

「敵に手の内をばらすとでも？」

　俺は嗤わらう。

　さきほど、ぶちまけたポーションは試作中の媚び薬やくだ。

　封をあけると気化して空気に溶け込む性質がある。

　本来は室内で使って、気付かないうちに女性を淫乱にして楽しむという用途のものであり、外で使っても拡散しすぎて効果が薄い。

　だが、今のは原液だ。数百倍に薄めて使う類のものなので、原液なら外でも効果がある。

　俺には耐性があるが、どんな貞淑な女性も喜んで股を開く薬だ。

　処女で経験がないクレハに耐えられるはずがない。

　顔を赤くして、息を荒くし、内股をこすり合わせている。

　いくら【剣聖】といえど、所詮は女だ。

　彼女はすらっとした足が映えるズボンをはいているが、股間の部分が濡ぬれていた。服の上からでも胸の突起がピンとしているのがわかる。

「さて、続きをしようか」

　俺は笑いかける。

　この状態のクレハなら楽に倒せるだろう。まともに剣を振れるかすら怪しい。

　一秒ごとに薬は強く回る。

　クレハは目をとろんとさせながら、剣を振り上げ、自分の太ももを突き刺した。血が飛び散る。

　自分の血に汚れた剣を俺に突き付けてきた。

「ええ、そうしましょうか。その薄汚れた剣、私が叩き切る。決着をつけてあげるわ」

　なんと勇ましい。

　痛みで無理やり正気を保つか。

　拍手を送りたい。

　なら、お望みどおり決着をつけてやろう。

　多少正気を取り戻したところで、万全な状態からは程遠い。

　歩いて敏感なところがすれるだけで絶頂を迎えるような状態でどうやって剣を振るうというのか。

　とはいえ、相手は手負いの獣だ。油断はしない。

　剣を上段に構えて、近づき振り下ろす。

　一瞬、寒気がした。

　愛欲でとろけていたクレハの眼が、どこまでも冷たく、透き通る。世界が凍りついた。そんな錯覚を覚えるほど空気が張り詰める。

　剣を握った俺の右腕がくるくると空を舞う。

　クレハは下段から剣を振り上げたのだろう。その動きは神速という言葉すら生ぬるい。目に映すことすらできなかった。

　剣を振り上げた姿は美しかった。

　これが【剣聖】クレハ・クライレット。

　媚薬に蝕むしばまれて、それでも美しい剣であり続けた。

　ああ、すごい、すごい、感動したよ。

「あははははははははは、期待通りだ。だけど、期待は越えられなかったな、クレハァァァァアア」

　腕を斬り飛ばされることは想定内。

　絶対に反撃がありえない状況……そこで輝くのが【剣聖】だ。俺は【剣聖】の力を信じていたのだ。

　だから俺は勢いを止めていなかった。

　斬り飛ばされたはずの右腕を振り下ろしている。

【回復ヒール】をして即座に復元した腕でクレハの頭を摑つかんだ。

　今の一撃にすべての気力を使ったクレハは、俺の手が彼女の頭にふれるのを許してしまった。

「【改良ヒール】」
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　俺が右腕を斬り飛ばされたのは、わざと隙を作ってそうなるように誘導したからだ。

　いつものクレハなら、その意図に気付き、わざと作った隙を怪しんだだろう。怪しんだうえで、誘いには乗らず、作られたものではなく本物の隙を狙った。

　だが、いまの彼女にはその余裕がない。自らの剣を振るうのに精一杯なうえ、早く戦いを終わらせたい。その考えに縛られ、俺の作った隙に喰くいつかざるを得なかった。

　それこそが俺の狙い。

　右腕なんて、回復術士の俺にとってなんの痛手でもない。この腕でクレハを捕らえる隙。これがほしかった。

　俺の【改良ヒール】が発動し、クレハを蝕んだ。

「あああああああああああああああああああああああああああああ、いやぁぁぁぁぁあ、こんな、うそ、いやあああああ、やめてええええ!!」

　クレハが頭を抱えて絶叫する。

　ふむ、【改良ヒール】で頭に叩き込んだ俺のプレゼントを気に入ってもらえたようだ。

　王国はひどい連中だよ。と口で言ってわかってもらえないなら、知ってもらうしかない。

　そのために俺が無数の人間から【模倣ヒール】してため込んだ『王国の非道スペシャル～亜人編～』を直接、記憶として頭に叩き込んだ。

　一度目の世界でも、今回の世界でも王国兵は無数に【模倣ヒール】してきたので、記憶には事欠かない。

　よりすぐりの、王国が行ってきた亜人に対する非道な行為をまとめたスペシャルな記憶だ。

　虐殺、凌りよう辱じよく、略奪。人間の醜いところがたっぷり。そんなものを見せられれば、どんな王国信者も一発で王国が嫌いになる。

　ジオラル王国の連中は、亜人を人として扱わない。悪魔でももう少し遠慮するだろうとドン引きするぐらいのことをやってきている。

　彼らの行いは常軌を逸していた。その中でも悪いところを厳選して見せてやっている。誇り高い【剣聖】様には効果が抜群だろう。

「噓うそ、噓よ。こんなの」

　クレハは全身を痙けい攣れんさせ、涙を流しながら失神した。

「さてと、これでクレハ・クライレットには壊れてもらった」

　もう、彼女は王国を守る剣として機能しない。

　これのみそは、俺が見せた幻術だと思って現実を否定しようが、クレハはどうせ気になって自分で真相を調べて絶望するところだ。

　そうすれば、心の底からジオラル王国を憎む。正義感の強い彼女だ。自分から、王国の敵になってくれるかもしれない。

　ああ、そうだ。いいことを思いついた。

　クレハ・クライレットを洗脳して所有物おもちやにするよりも、いい遊び方がある。

　フレイアを【回復ヒール】し、起こす。

「ケヤルガ様、申し訳ございません。簡単にやられてしまって」

「それはいいさ。少しずつ近接戦の訓練をして強くなっていこう。それより、お願いがあるんだ」

「お願いですか？」

「うん、ひとつ芝居をしてくれ。クレハが目を覚ましたら、お姫様のふりをしてほしいんだ。設定は、王国の裏の顔を知ってしまい心を痛めて、勇者と共に飛び出し、本当の意味で亜人も含めて世界を救う勇気あるお姫様、そんな感じかな。ちなみに俺はお姫様に惚ほれて彼女を連れて逃げる勇者のふりをするから」

　はじめは、クレハ・クライレットも王女フレアと同じように一度空っぽにして、従者にしてやろうと思ったが、こっちのほうが楽しそうだ。

　人形ではなく自分の意思で破滅の道を歩いてもらおう。

　久しぶりに、ケヤルくんに戻ってみるか。この設定なら、「実は俺が【癒】の勇者です」と告げても構わない。

　さて、信じて尽くしてきたジオラル王国に絶望した【剣聖】様はどんな反応をしてくれるだろう。

　そんなことを考えながら両手をしばり、俺は宿に向かって歩き出した。

　起きるぐらいには薬が抜けていればいいが……まあ、残っていたら残っていたで可愛かわいがってやろう。

　無理強いはしない。なにせ、俺は王国の闇を知って飛び出した勇者様なのだから。女性にひどいことはできないのだ。

　それでも、求められたら応えてやろう。

　クレハは胸も尻も大きくないがスタイルがいい。可か憐れんで美しい、この肉体を貪るのも悪くないだろう。
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　持てる手札のほとんどを使い、なんとか【剣聖】クレハ・クライレットを打倒した。

　正真正銘の化け物……いや、化け物という言葉すら生ぬるい。

　敵に回れば厄介だが、うまく味方につければ頼もしい存在になりうる。

　気を失って倒れたクレハを見る。

　銀色の髪をした華きや奢しやで美しい少女だ。

　とても、俺を圧倒した化け物のような剣士とは思えない。

　ぐったりとしたクレハ・クライレットを担ぎ、俺のローブで包む。

　幸い、今は人目がない裏路地にいる。だが、大通りに出て、彼女を俺の宿に運び込むところを見られてはたまらない。クレハの容姿は目立つ。噂うわさになればすぐに王国の兵士たちがなだれ込んでくるだろう。

　宿に連れ込んで、たっぷりと彼女を〝説得〟しよう。

　せっかく、『王国の非道スペシャル～亜人編～』を見せてやったんだ。揺らいだ心に付け込まないともったいない。

　何かに妄信する人間ほど、その信念は崩しやすいし付け込みやすい。

　フレイアのように頭を空っぽにして、洗脳すれば手っ取り早いだろう。だが、そうすれば彼女の輝きは失われる。心・技・体。すべてが揃そろってはじめて剣士としての彼女は完成する。

　壊してしまうのはあまりにも惜しい。彼女ほどの人材なら手間をかけるだけの価値がある。慎重にことを進めるとしよう。

　俺はローブに包んだクレハをお姫様だっこした。

「ケヤルガ様」

　セツナが声をかけてきた。

　顔を伏せて俺の裾を握る。

「どうしたんだ。セツナ」

「ケヤルガ様と、その人の戦いすごかった。……すごすぎた。いつか、セツナがその領域に追いつけるのか不安になった」

　セツナには戦士としてのプライドがあった。

　レベル上限が低いという欠陥はあったとしても、技量では負けないという自信。

　だが、俺と【剣聖】クレハの戦いを見て、その自信が崩れたのだろう。

　人知を超越した技量の応酬。セツナから見て遥はるかかなたにある領域。

　俺は一度、クレハをおろしてセツナの頭に手を乗せて笑いかける。

「セツナなら届くさ。セツナには才能がある。俺や、この人に負けないぐらいのとびきりの才能がね。だから、戦いが始まる前に見て学べと言ったんだ。フレイアに近接戦闘を教えろと言ったのもセツナに期待しているからだ。人に教えると、今まで見えてなかったものが見える」

　セツナには天性の戦闘勘がある。

　技量やスキルと違い数字に表れない強さ。そこもきっちり評価していた。

　今回のように強敵との戦いで学んでいけば、いずれ俺たちのいる領域にたどり着く。

「ん。がんばる。がんばって、追いつく。でも、ケヤルガ様、時間があるときでいいから、セツナに戦い方を教えて。氷狼族の格闘術だけじゃ足りない」

「もちろんだ。時間を見つけて俺の剣を教えよう」

　セツナの場合、氷の爪を主体とした戦闘術で、剣を使ったものとは別系統のスタイルのため剣術を学ぶ意味は少ない、だが、彼女ならその剣に働いている理を見抜いて自らの戦い方を進化させていくだろう。

　セツナの成長が楽しみだ。

　そんなことを考えながら、俺はローブに包んだクレハをお姫様だっこして歩き始めた。
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　宿の部屋を追加で借りて、そこでクレハを看病していた。

　彼女の服は、かなり息苦しそうなしっかりしたものだったので、ゆったりとした麻の寝間着に着替えさせた。

　地獄のような修練を積んだ彼女の体は、傷だらけでごつごつ……そんなものを想像したが、実際は白く滑らかな肌。柔軟で質のいい筋肉を薄い脂肪が包んで女性の柔らかさがある。端的にいうと美しく、エロい。

　なかなか、着替えさせるのに苦労した。

　まだ、媚び薬やくの効果が続いており、意識を失ってもクレハの体は反応している。思わず襲いそうになったが堪える。これから、信頼関係を築こうという相手にそれはまずい。

「足もしばるべきか……まあいい、俺なら対処できるだろう」

　いきなり斬られてはかなわないので、両手は縛っているし、彼女の剣は別の部屋に保管していた。彼女は、俺が折った剣と予備の剣のほかに二本の短剣を隠し持っていた。それだけ予備の武器を用意しているのは単独行動が多いからだ。

　だからこそ、都合がいい。もし、彼女が複数人で行動していればこうもうまくいかなかった。

「フレイア、これからおまえをフレアと呼ぶ。打ち合わせの設定を忘れるなよ」

　フレイアの顔はフレアのものに一時的に戻している。

　今からクレハを説得するためだ。

　そのためには、【癒】の勇者ケヤルと王女で【術】の勇者フレアとして振る舞ったほうが都合がいい。

　俺の顔がケヤルガのままなのは、演出のためだ。

　起きていきなり、ケヤルの顔があればクレハも驚くだろう。しかるべきタイミングでケヤルの顔に戻る。

「はい！　それにしても見た目を変える魔法なんて初めてみました。ケヤルガ様はこんなこともできるんですね」

「回復魔術を極めればこれぐらいはできる。だけど、回復魔術が使えることは秘密にしておいてほしい。超一流の回復魔術士は狙われやすい。命を扱う商売は金になるからな」

「わかりました。このフレイア、絶対に口外しません！」

　フレイアが力強く頷うなずく。

　クレハとの決闘で、フレイアとセツナに隠していた【回復ヒール】を使わざるをえなかった。右腕の再生を見せた以上、隠していた回復魔術のことを教えるしかない。

　クレハのまぶたが動く、そろそろ起きるか。

「じゃあ、フレイア……いや、王女フレア。俺が呼ぶまで隣の部屋で待機していてくれ。呼んでからは話を合わせてもらえると助かる」

「かしこまりました。ケヤルガ様……いえ、【癒】の勇者ケヤル様！」

　フレイア……いや、王女フレアが去っていく。

　そして、しばらくしてからクレハが目を覚まして、飛び上がる。

「いやああああああああ、やめてええええええ、そんなのだめええええええ」

　起きるなり狂乱して叫び頭を振り乱す。

　ああ、俺がさきほど植え付けた記憶がフラッシュバックしているのか。

　ちょっと、処女にはショッキングな映像がたっぷりだ。トラウマになってもおかしくない。

　あれに比べると、俺がフレアへの復ふく讐しゆうの際に、俺の息子と灼やけた鉄棒どっちがいい？　なんてやったのが、おままごとに見える。参考にしようと思ったが、あそこまでいくと逆に萎えるので却下した。

「落ち着いてくれ。大丈夫、それはおまえの記憶じゃない」

　肩をしっかり摑つかんで、眼をまっすぐに見つめる。

　そして、落ち着け、落ち着けと繰り返す。

　しばらくして、ようやくクレハが落ち着きを取り戻す。

「えっ、あれ、ここはどこ、あなたはさっきの男!?」

　キョトンとした表情をクレハは浮かべる。

　そして、自分の両手がしばられていることに気付いて表情を硬くした。

　次の瞬間、肩をぶつけて俺を引きはがす。

　けっこう痛い。この状態でもきつい一撃を放つのはさすがだ。

　弱まっているとはいえ媚薬に蝕むしばまれている状態でよくやる。まだクレハは顔が赤く、息が荒い。

「……覚えていないか。クレハ・クライレット。おまえは負けたんだ。俺が気絶したおまえを宿に運んだ」

「っ!?　思い出したわ。あなたが私の頭を摑んだ瞬間……そう、私はあれで気絶したのね。剣士で、強化魔法の使い手、回復術士で、幻術まで。あなたはいったい何なの」

　そう言いながらもクレハは素早く周囲の状況を確認し、脱出の方策を考えている。

　不安や恐怖を押し殺して、適切な行動をとる。さすがだ。

「二点、訂正したいことがある。一つ目だけど。俺は幻術なんて使っていない。ただ王国兵の記憶を見せただけだ。王国が行った残虐な行為は、すべて実際に行われたことだ」

「噓うそよ。ジオラル王国は、魔族から人類を守るための盾であり剣なの。あんな、あんなひどいことをするわけがないわ」

　ジオラル王国は魔族に支配された土地と人間が支配する土地の境界線上にある。

　魔族から人間を守る盾であり剣というのは正しい。ジオラル王国が魔族たちに喧けん嘩かを売って始まった盛大な自作自演という点に目をつむれば。

「たしかに、一応、人類を守る盾で剣ではあるな。だが、亜人は守るべき人類に含まれないんだよ。ジオラル王国は、人間のために亜人を利用している。あんただって、王国で日常的に亜人の奴隷を見かけているだろ。あいつらはどこから来たと思う？　人間に村を襲われて攫さらわれて、売られているんだ」

　クレハが言葉に詰まる。

　言われてみれば当然のことだが、意識しないと気付かない。

「で、その村を襲っている連中の中に王国兵がいても不思議じゃない。俺の言葉を信じられないなら、王都に戻って確認すればいい。クレハが幻術だと思っている記憶、その裏を探ればあっさりと真相が見つかるさ」

「あなた、私を逃がすつもりなの？」

「もちろんだ。殺すつもりなら、とっくにそうしているさ。俺はクレハを殺したりしない。ただ、話がしたい。王国の真実を。【剣聖】としてのクレハを尊敬している。そんなクレハが王国に騙だまされているのが耐えられないんだ！」

　俺は、真剣な表情を作る。ああ、駄目だ。笑いをこらえるのに苦労しそうだ。

「……聞くだけは聞いてあげるわ。どうせ、話を聞くまで逃がすつもりはないのよね」

「すまない。できれば、こんな乱暴なことはしたくなかったんだが、そうでもしないと話を聞いてくれないだろう。さっき、二つ訂正したいことがあると言った二つ目だけど。俺は、たった一つの能力しか使っていない。俺にできるのは【回復ヒール】だけ。俺はただの回復術士だ」

「噓よ。だって、あれだけの力」

　信じないのも無理はない。

　だから、この場でもう一枚カードを切ろう。

「【改良ヒール】」

　ケヤルの名を捨て、ケヤルガと名乗ると決めたとき、一緒に捨てた顔を取り戻す。

　俺の顔を見て、クレハは目を見開いた。なんだ、ちゃんと覚えていてくれたのか。

「クレハ、この顔を見てまだ思い出さないか。俺は【癒】の勇者ケヤルだ。勇者は、既存のクラスの力をさらに発展させる。俺の場合は、【回復ヒール】した相手の技能と経験、記憶を得る。俺がクライレットの剣技を使えるのは、クレハを【回復ヒール】したからだ」

「……身体能力を向上させたのも、私に幻術を見せたのも、そして、顔を変えたのも勇者の【回復ヒール】というわけね」

「そうだ。そして、さきほども言ったが、俺が見せたのは幻術じゃない。その正体は、俺が王国の兵士たちを【回復ヒール】したときに得た記憶なんだ。王国は裏の顔をもっている」

　クレハが息を飲んだ。

　さすがに【癒】の勇者の言葉なら信じてくれると期待したいが……。

「あなたが【癒】の勇者なら、なおさら信じられないわね！　あんなにやさしくてみんなから愛されていた王女様を殺して逃げた犯人！　絶対に許さないわ！」

　俺が王女を殺して逃げたことはきっちり、共有されているのか。

　これも、想定の範囲内。

　用意した脚本通り話を進めていこう。

「やはり、そう思われていたか。俺はフレアを殺していないんだ。むしろ逆だ。俺はフレアを助けた。俺は【回復ヒール】をして王国の兵士の記憶を得て、この国の異常さに気付いたんだ。そして、そのことを王女フレアに相談した。それをきっかけにフレアは王国の闇を探り、殺されそうになった。だから、俺は彼女を守るために、死んだと偽装して連れ出した。来てくれフレア」

　さて、もう一人の役者の登場だ。隣の部屋から王女フレアがやってくる。クレハは、さきほど以上に驚いている。死んだはずの当人が現れたのだ。

「お久しぶりです。【剣聖】クレハ・クライレット。ケヤルから話は聞いているようですね。なら、ここから先は私がお話ししましょう。王国の闇と、ケヤルが私を救って城から連れ出してくれた話、そしてそれからのことを」

　さあ、俺が作り上げた物語は次の段階に入る。

　王国の闇を知った、【術】と【癒】の勇者の脱走劇と世界を救う旅の話を。

　十分後には、クレハはジオラル王国を悪だと糾弾し、俺を真の勇者だと認めるだろう。

　話していてわかった。クレハ・クライレット。この子はひどくだましやすい。

　王国を守るという信念が折れた心の隙に入り込んでやる。

　便利な手駒にして、復讐に役立てさせてもらおう。
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　もう一人の役者として呼んだのは王女フレア。

　今日だけは、フレイアに王女フレアとして振る舞ってもらう。

　すべては、【剣聖】クレハ・クライレットを説得するためだ。

「……フレア様、よくぞご無事で。まさか生きておられるとは思ってもみませんでした」

　クレハは動揺しながらも、ジオラル王国の一貴族として王女フレアに頭を下げる。

　偽物と疑いはしなかった。彼女は実際にフレアを見たことがあるし、彼女クラスになると、気で本物かどうかわかってしまう。

「クレハ、頭をあげてください。今の私は王女ではないのですから。私はケヤルのおかげでなんとか、逃げのびることができました。もし、ケヤルがいなければ殺されていたでしょう」

　フレアが悲しそうな表情を作る。

　そこに、深い事情があることを見る者に想像させる。

「フレア様も変装されていたわけですね」

「ええ、フレイアというのは仮の姿。私はジオラル王国の王女にして【術】の勇者、フレアです」

　さすがは、正真正銘の王女フレア。王女フレアの演技がうまい。

「何があったか聞かせていただいてもよろしいでしょうか？」

　俺が一度説明したにもかかわらず、クレハは王女フレアに何があったかを問いかける。

　俺を信用できていない証拠だ。

　だが、フレアのことを信用しているからこそ、フレアに質問を投げかけた。

「いいでしょう。……私は、ある日、【癒】の勇者ケヤルから、王国のものたちを【回復ヒール】したときに得た記憶を聞かされました。亜人たちを食い物にしている話や、魔族との戦争自体が王家による自作自演ということ。驚きましたし、とても信じられませんでした。お父様がそんなことを許すはずがない。だから、真相を確認しようとしました。その際に、信用していた近衛騎士隊長にケヤルから聞いた話をしゃべってしまいました。そのせいでケヤルは牢ろう獄ごくに閉じ込められてしまったのです。そこからすべてがきな臭くなりました」

「【癒】の勇者が、幽閉されたのはそういうわけだったのですね」

「……はい、私のせいでケヤルは幽閉されてしまいました」

　俺が幽閉状態にあったことを知っているのは意外だ。

　大貴族だけあって、さまざまな情報が耳に入ってくるのだろう。

「私はケヤルが捕まっても真相の追及をやめませんでした。ケヤルをなんとか解放するように動きながら、情報を集め、そしてとうとう王国の闇を知ってしまったのです。ジオラル王国は人類を守る盾なんかじゃなかった。魔族との戦争を口実にしつつ、軍事力をちらつかせて他国から援助を吸い上げ、亜人を迫害し物のように扱い富を積み上げる。到底、許されることではありません。それを正そうとした私は、……暗殺者を差し向けられてしまいました。あの国はくるっています。邪魔になれば王女であろうと切り捨てるんです」

　クレハが息を飲む。

　フレアの演技が優秀なおかげで、すんなりと信じかけている。まあ、もともと王女フレアだったころから黒い内面を覆い隠す善人面は完璧だった。演技の才能があるのだろう。

「なんとか、暗殺者を退けはしましたが、私は絶望しました。王女であろうと内側からこの国を正すのは無理だと気付いてしまったのです。それどころか、ここにいればいつか殺されてしまう。……だから、せめて巻き込んでしまったケヤルだけでも逃がそうとしました」

「もしかして、フレア様が殺されて部屋が燃やされたのは」

「ケヤルが仕込んだ偽装工作です。ケヤルは私が殺されるのを良しとしませんでした。牢を抜け出したケヤルは、私の死を偽装して二人で逃げてくれました。私たちは、本当の意味で世界を救う旅をしています。さきの氷狼族の村でもそのために戦いました。王国の兵士たちに襲われた村を、私とケヤル。そして、氷狼族の少女と共に救ったのです」

　ふむ、五分で考えたにしてはそれっぽい話になっている。

　クレハは押し黙り、フレアの話を検証している。

　つじつまは合うし、真実の割合も多い。何より王女フレアが話しているという一点が、彼女を信じさせる強いファクターになる。

「……王国のために戦うのが正義だって信じてきたのに。王国が悪だったなんて」

　彼女は、この国の剣として言われるがまま戦ってきた。

　それはクレハが心をもたない少女だというわけじゃない。それが人々のためだと誇りをもってやってきたのだ。だからこそ辛い修練にも、苦しい戦場にも耐えられた。

　その根底が崩れるのは、彼女にとって世界の崩壊に等しい。

「あなたは間違ってはいません。クライレット家の当主として正しい行動をとってきただけです。そのことを私もケヤルも責めるつもりはありません。ただ、……この戦争そのものが、魔族によって引き起こされたものではなく、ジオラル王国が魔族に攻撃を仕掛けた結果だということも頭の片隅においていてください」

「それは、本当なのでしょうか？」

「本当です。ジオラル王国は他国からの援助を受けるために魔族と人間が敵対したほうが都合がいい。だから、魔族たちの領土を荒らして戦争に持ち込みました」

「もし、そうだと言うなら、私の今までの戦いはいったい何だったの。なんのために魔族と戦っていたの」

　魔族の侵略から人間を守る。その一念で地獄のような戦場を駆け抜けてきたのだ。泣きたくもなるだろう。

　周辺国から援助を巻き上げるために、ジオラル王国が仕掛けた侵略戦争というのが真相なのだから。

　さらにいえば、真の目的は魔族の王である魔王の心臓を奪い、禁呪で世界征服をすることだ。

　ジオラル王国は人類の敵と言って問題ないだろう。

「恥じることはありません。人間から仕掛けたにしても、魔族が襲って来ているのは事実です。戦わなければ罪のない人々が殺されてしまいます。だから、クレハ・クライレット。あなたの戦いを否定しません。ただ……、私とケヤルは別の道を探したいと思います」

　フレアが、聖母のような笑みを浮かべる。

　あれは効く。なにせ、理屈を抜きにして人に信じさせる魔力があの笑顔にはある。

「別の道。それはどういったものでしょうか？」

「戦争を止めたいと思います。どちらかが倒れるまでの戦いではなく、話し合いで。だから、私たちは王国による悲劇を防ぎながら、魔族と話し合う機会をうかがっています」

　クレハが、まぶしいものを見る目でフレアを見ていた。

　これで話は終わりだ。

　さて、おぜん立ては十分だ。あとは、俺の仕事だ。

「フレア、クレハと二人で話をしたい。席を外してもらえるか」

「ええ、ケヤル。隣の部屋で待っていますね」

　フレアが席を立つ。

　すると、気まずい沈黙があたりを包む。

「……ごめんなさい。今の話を聞いてすべてが腑ふに落ちたわ。実際、今まで怪しいと思っていたこともあったの。私は恩人を罪人と決めつけて、斬りつけた。世界を正そうとしているあなたたちを傷つけたわ」

　クレハの目はうつろだった。

　自らの存在意義を失い、凛りんとした気配が消えている。

「謝らなくていい。俺が罪人というのは間違っていない。脱獄犯で王国兵を傷つけたことは変わらないんだ。それに、王女フレアを殺そうとしたとある騎士を脱走に利用して彼を破滅させた。……地獄に堕ちるだろうな。だが、地獄に堕ちるまえにフレアの夢を叶かなえてやりたいとは思うよ」

　とある兵士を利用したというところでクレハの感情に動きがあった。

　たぶん、その騎士を知っている。それは、【癒】の勇者ケヤルの顔となった近衛騎士隊長。

　奴がこっちに来ているのか。

　厄介なことになるかもしれない。

「あなたは立派ね。……私は、私にできることをする。クライレット家の力でできることをしたいと思うの」

「信じてくれてありがとう。クレハと敵対はしたくなかったんだ」

「私は、もう一度正義が何かを考えたいと思うわ。何のために剣を振るうべきか。それを決めたい。……それと、私の腕を治してもらったときに言った言葉。あれはまだ有効よ。約束通り、私は全力であなたの力になるわ」

　想定どおりのちょろさだ。そうやって簡単に人を信じるから、いいように利用されていることには気付いていないようだ。

　俺は彼女の腕の拘束を解く。

「そうだ、夕食を食べていかないか。フレアも久しぶりに、フレイアじゃなくてフレアとして、知った顔と話したいだろうし」

　ついでに、こいつから情報を引き出したい。

　本当に、クライレットの剣を使った男を倒しに来ただけなのかを確認しないと。他に任務があるかもしれない。

「お言葉に甘えるわ。それと、ケヤル。私に償いをさせてほしいの」

　クレハは潤んだ瞳で俺を見つめてくる。

　そういえば、まだ媚び薬やくが効いているんだった。フレアがいなくなったことと、緊張の糸が切れたことで、抑え込んでいた性欲が顔を出したらしい。

　腕を摑つかむと、彼女の体がびくりと震える。

　クレハの眼は俺を求めている。

　クライレットは、力に価値観を置く家系だ。強い血を外から取り入れることで繁栄してきた。

　曲がりなりにも俺は彼女を倒した男だ。さらに恩人で、この国を本当の意味で救おうとしている。

　何より、今までの人生を支えてきた王国の剣としての誇りが揺らいで、彼女の心にぽっかりと穴が開いた。

　その穴を埋めるのに正義のために動いている俺は都合がいい。無意識のうちに彼女はそこまで考えて俺を求めた。

　媚薬に冒された頭で、そういう感情を持つのも無理はないだろう。

「クレハみたいな魅力的な女の子に、そういうことを言われると我慢ができそうにないな。本当にいいのか」

「ええ、あなたにならいいわ」

　なら、望み通りにしてやる。

　口づけをかわす。

　服の中に手を入れる。彼女の体はひどく熱く、肌が手に吸い付いてくる。

　ああ、クレハが魅力的に見えてきた。

　馬鹿な子ほど、可愛かわいいというやつだ。

　たっぷりと可愛がってやり、俺に依存させてやろうか。

　俺は少量の媚薬をこっそりとこぼして空気中に拡散しつつ、彼女に気付かれないように軽度の催眠魔術を使う。

　洗脳するつもりはないが、俺のことしか考えられないように心と体を支配してやる。

　俺はクレハを押し倒す。

　クレハの目には期待があった。

　彼女は幼い時から地獄のような修練を積み重ねてきた。痛みや苦しみに耐性をもっている。

　だが、快楽を知らない。そっち方面は一般人よりむしろ弱い。そんなクレハが、今から薬と魔術と、俺の技術をすべて注ぎ込んだ快楽を知ることになる。耐えられるわけがない。

　さて、彼女を使っていろいろと情報を引き出させてもらおう。

　クレハは、これから俺と新たに信じる正義のために王国を裏切り続ける。そう考えるとゾクゾクしてきた。

　クレハが美人で良かったと思う。女じゃないと、こういう使い方はしない。
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　上着を脱がしていく。

　するとクレハの白い肌があらわになった。薄い脂肪に覆われた鍛え抜かれた肉体。胸に手を伸ばす。ちょうど手のひらに収まる。

「恥ずかしいわ……男の人って、もっと大きいほうが好きって」

「いや、クレハには良く似合ってる。魅力的だよ」

　おそらくフレイアと比較して言っているのだろうが、大きければいいというわけでもない。クレハの体つきを考えるとベストとさえ思える。

「きゃっ」

　それに、クレハは感度がいい。ちょっと摘まんだだけで大きな声をあげる。手を下のほうに這はわせていく。媚薬のせいか、ひどく熱く濡ぬれている。

　下着まで、脱がしてしまい指でかき乱す。指にクレハが絡みついている。指を動かすたびにクレハが嬌きよう声せいをあげる。

　だいぶ、きつい。きっと自分で慰めたことがないのだろう。

　念入りにほぐしてやる。

　クレハの眼が潤んでいる。キスをすると眼を見開きつつも受け入れる。舌を絡める俺の動きに応えてくれた。一生懸命で可愛らしい。

　しばらくそうやっていると、声がどんどん切なそうになってきている。

　そろそろ頃合いか。

「クレハ、本当にいいんだな？」

「ええ、これが私の償いなの……それに、あなたにならいいの」

　熱に浮かされたような目。

　媚薬と、暗示と、快楽に飲まれている。

　もう少し、媚薬を空気に溶かそう。そして、催眠魔術を行使する。この肉体の快楽を恋だと誤認させるように。

　もともと性欲と恋はかなり近い。ちょっとした魔術でそれを誤認させることができる。

「そう言ってくれてうれしいよ」

　クレハに己のモノを押し当てる。たっぷりとクレハの愛液で濡らして角度を決める。

　たっぷりほぐしたのに、まだきつい。力を入れて少しずつ押し込んでいく。

「んっ。ケヤルのが、入ってくる」

「痛くないか？」

「ちょっとだけ、でも……満たされている気がするわ」

　俺は微笑ほほえんで、少しでも痛さを紛らせられるように、首筋に舌を這わせる。そして、とうとう根元まで入った。

「ねえ、全部入ったの？」

「ああ、これで全部だ」

「うれしい」

　クレハの眼が快楽にとろけながらも、その奥にあるのは親愛の情。

　うまく魔術が効いている。

　しばらくキスや愛あい撫ぶをして、慣れてきたところで腰を動かす。

「ケヤル、これ、すごい」

「まだまだ、これからだよ」

　媚薬のおかげで、初めてなのにちゃんと快楽を味わってくれているらしい。これなら、激しくしても良さそうだ。
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　自慰すらしたことがないクレハのために、じっくりと扉を開いていく。

　水音がよく響く。

「気持ちいい、気持ちいいけど、もどかしいわ。気が狂いそう。もっと、お願い」

　いやらしく、おねだりまでしてきた。

　なら、お望み通りにしてやろう。クレハを四よつん這ばいにして後ろから激しく突く。

　……反応が良くなった。きっと、クレハはこれが好きなんだろう。男に後ろから征服される。

　誰よりも強かった彼女が、本心では征服されたかったなんて可愛いじゃないか。

　もっと可愛い反応を見るために腰の動きを速くする。

「ねえ、ケヤル、おかしいの、何かが、爆発しそうで、これ、知らないわ」

「抵抗しなくていい、その感覚に任せるんだ」

　初めての絶頂をクレハは味わおうとしている。これまでの反応をうかがってクレハの気持ちいいポイントはわかった。浅いところを小刻みにされるのが好きらしい。

　激しくしつつもクレハの好みに合わせる。

　クレハの声からは言葉ではなく、鳴き声のようなものが漏れている。

「ふあっ、あっ、あっ、あああっ、ああああ」

　それでも腰を振り続ける。

「ケヤルッ、ケヤルッ、ああああああああああっっっ!!」

　俺の名を叫んで、思い切り体を震わせる。

　俺も限界だ。クレハの一番奥まで押し込んで、精を解き放った。

　クレハはぐったりとして、四つん這いにもなっていられず、ベッドにへたりこみ、そのおかげで俺のモノが引き抜かれた。

　ずいぶんとたっぷり、出してしまったようでクレハのあそこから、精液が漏れ出る。

　クレハをひっくり返して俺のほうを向かせる。クレハは熱いまなざしで俺を見ていた。

「ケヤル、好きよ」

「俺もだよ。クレハ」

　魔術による快楽の恋愛感情への変換で、一気に俺にほれ込んだ。

　さて、クレハは初めての快楽に戸惑いつつも、まだ俺を欲しがっているようだ。たっぷりと可愛がって、俺を刻み込んでやろう。

　……これでクレハは俺に恋をする。そして、一生忘れられない快楽を味わってしまったのだ。
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　あれから、クレハをたっぷり可愛がってやった。

　案の定、彼女は快楽に吞のまれっぱなしだった。今はぐっすりと眠っていて、無防備に俺の腕に抱き着いている。

　信頼しきった表情だ。

　肉欲と恋愛感情の違いをクレハは理解できていない。自分の抱いているものを俺への愛だと誤認し、肉体を求めているだけの俺がクレハを愛していると思い込んでいる。

　セックスを覚えたての女にありがちな幻想を催眠魔術で強化した。

　こうなることは予測できたとはいえ、予想以上にクレハは俺にはまっている。

　クレハに利用価値があるうちは夢を見させてやろう。恋人のふりぐらい、いくらでもやってやる。

　クレハは美人で、なおかつ具合もいい。これで、戦闘能力に優れ、上級貴族でジオラル王国の内情を調べるのにうってつけだというのだから最高だ。

　上体を起こしてクレハが起きないように慎重に腕を引き抜く。

　なに気なしに小さいが形のいい胸を揉もむ。吸い付くような肌の感触がたまらない。

【翡翠眼】でクレハを見てみる。

「まあ、そうだろうな」

　レベル上限があがっている。たっぷりと注ぎ込んだのだから、当然の結果だ。

　このまま彼女を強くしていって問題ないのかをよく考えないといけないだろう。

　眠ろうかと考えていると扉が開かれた。

「ケヤルガ様、お腹が空いていると思って、ごはんをもってきた」

「ありがとう、セツナ」

　セツナがやってきた。

　彼女の手にはお盆があり、シチューとパンが載っている。

　運動して腹が減ったのでありがたい。

「ケヤルガ様、その女は気を付けたほうがいい」

　セツナが冷めた目で眠っているクレハを見ながらつぶやく。

「なんだ、嫉妬か？」

　苦笑する。

　セツナは俺の所有物だ。だが、彼女はそれ以上の感情を俺に向けている。

　クレハに嫉妬しても不思議ではない。

「嫉妬はしてる。でも、セツナはケヤルガ様の奴隷。ケヤルガ様を独占できるなんて思い上がりはしてない」

「いい心がけだ。それでこそ俺の所有物だ」

　身のほどをよく弁わきまえている。

　セツナとはそういう契約だ。氷狼族を救うために、セツナはすべてを俺に委ねた。

　恋人ぶって俺を不快にさせるなんて愚かなことをするのであれば教育が必要だった。

　俺はセツナのもってきたスープを口に含む。

　空っぽの胃袋に染みる。

　そして、考える。セツナはいったい何を気にしているのだろうか？

「……ケヤルガ様、セツナが気にしているのは、クレハがすごく重い女性に見えること。自分のすべてを捧ささげないと気が済まないし、好きになった相手のすべてを知らないと納得しない。好きになった男の時間と労力をどれだけ自分のために使ってもらえるかで愛情を確認するし、そうしてもらうことに命をかけるタイプ」

「ぶっ!?」

　あまりにも予想外の言葉に口に含んだスープを噴いてしまった。

「……どうして、そんなことがわかるんだ。会ってからほとんど時間も経ってないし、まともに話してすらないだろう」

　俺ですら、そういう危惧はしていなかった。

　どうして、セツナはそんなことを気にしているのだろうか。

「知り合いにすごく似てる子がいる。だから気を付けて。遊びのうちはいいけど、クレハが本気になったら本当に大変」

「たぶん、そんなことはないと思うよ。クレハは精神的に大人だ」

　冷や汗がでる。

　遊びで済むかどうかで考えると、超えてはいけない一線を軽く超えたあとだ。

　とはいえ、あくまでこれはセツナの想像だ。クレハを惚れさせようとはしたが、そのことでクレハが俺を束縛しようなんてことは杞き憂ゆうに終わるだろう。

　……一応、気を付けておこう。

「忠告は受け取るよ。それと今晩相手してあげられなくて悪かったな」

「ん。セツナは文句が言える立場じゃない。でも、ケヤルガ様がそう思ってくれるのはうれしい。明日はその分、可愛かわいがって」

　セツナが近づいてくる。頭を撫でてキスをする。

　セツナと肉体関係をもったきっかけは、レベルの上限をあげるためだった。だが、今では彼女も俺との行為を楽しんでくれている。

　こんなに、可愛いことを言ってくれているんだ。

　明日は今日の分もセツナと楽しもう。

　ふと視線を感じる。そちらを向くが安らかな顔で眠っているクレハがいるだけだ。

　なんだ、気のせいか。

　夕食をみんなで食べることはできなかったが、朝食は全員で食べよう。
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　次の日の朝、身だしなみを整えて俺とクレハは食卓に向かった。

　……その前にクレハにねだられて搾り取られてしまったが。

　昨日は、ただなすがままにされていたが、自分から俺を喜ばそうといろいろとしてくれた。

　あのクレハが積極的に誘惑してくるのは意外だったし、自分から奉仕してくるのは想像もできなかった。そのギャップに興奮し乗り気になってしまったのだ。

　セツナを可愛がるはずだったのに失敗した。少しでも回復するように心がけよう。

　昨日ハッスルしすぎて夕食をみんなで取れなかった分、朝食をみんなで食べようと決めた。

　いろいろと人に聞かれたくない話をするために、食堂ではなく部屋に食事を運んできてもらっている。

　クレハが夕食を食べておらず、空腹だということもあり、追加料金を払って朝食にしては、かなり豪勢なものを用意してもらった。

　大皿にはたっぷりのベーコンが敷き詰められ、そこに野菜と炒いり卵たまごを甘辛く炒いためたものが大盛りになっている。

　あとはパンと肉の切れ端と野菜くずが入ったスープ。見た目は悪いが味と栄養は抜群だ。

　気になるのは朝起きてから、ずっとクレハが体をぴったりとくっつけて手を握ってくること。

　……俺に依存させるつもりではあったが、完全に恋人への接し方だ。

　昨日のセツナの言葉が脳裏によみがえってくる。

「クレハ、それだと食べにくいだろ？」

「そっ、そうね。ごめんなさい」

　顔を赤くしてクレハは俺の手を離した。

　手を離すとき、名残惜しそうな目で俺の手を見る。

「ケヤルガ様……、ケヤル様。頭にゴミがついてる。ちょっとこっちに来て」

　言われるがままに、セツナのほうに近づきゴミをとってもらう。

　ちなみに、セツナがケヤルと言い直したのはクレハがいるからだ。クレハの前では、フレイアのことをフレア、俺のことをケヤルと呼んでくれと頼んでいる。

「ん。とれた。ケヤル様、座って」

　セツナに勧められるがままに席についた。

　その席はフレイアとセツナの間だ。

　若干、クレハが頰ほおを膨らませる。とはいえ、この状況に文句を言うつもりはないらしく全員で食卓についた。

　微妙に場の空気が重い。

「私、お腹すいちゃいました。早くごはんにしましょう。クレハも座ってください。いろいろとお話をしたいですし」

　王女フレアのふりをしているフレイアが明るい声をかける。

　重い空気が軽くなった気がする。

　いいタイミングだ。便乗させてもらおう。

「そうだな、はやく飯にしよう」

「ん。今日のごはんも美お味いしそう」

　そして、ぐううううっと可愛い音が鳴る。クレハのお腹の音だ。

　クレハは白い肌を真っ赤にし、そして蚊が鳴くような声で……。

「そうね。私もお腹がすいたわ。食事にしましょう」

　と言った。そうして、食事が和やかに始まった。
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　しばらくは、雑談を交えながら食事が進んでいった。

　セツナとクレハはとくによく食べる。

　強い体を作るには栄養摂取は必要なことだ。戦士としてそれを理解している。

　一通り、食事が終わったタイミングで俺はクレハのほうを向き、口を開いた。

「クレハ、教えてほしいことがあるんだ。最近、王国兵がやたらとラナリッタに押しかけている。何を目的にしているかを知りたい」

　クレハは真剣な顔になった。

　おそらく、彼女は理由を知っており、なおかつ俺が関わっているからだろう。

「目的が二つあるの。氷狼族の村を守ろうとした王国兵たちを殺した剣士を見つけること。もう一つは【癒】の勇者ケヤルを見つけることよ。あなたも気付いているとは思うけど、王国で捕らえられていた【癒】の勇者ケヤルが偽者だということがわかったの。だから、本物の【癒】の勇者を捕らえるために兵が派遣されたわ」

「それは予想通りだ。だが、なぜここに？　ラナリッタに潜んでいるなんて、よく突き止められたな」

　ここに大規模な戦力を派遣したのが不可解だ。

　まるで、初めから俺がこの街にいるとわかっているかのような動き。そこが気になる。

　足取りを摑つかまれるような間抜けなことはしていない。そもそも顔と名前を変えて、クラスすら回復術士であることを隠し、錬金術士として振る舞っている。

「これは私の推測になるのだけど、まずはラナリッタが無法者や犯罪者が溶け込むには最適な街だというのがあげられるわ。それに噂うわさがあったの」

「噂？」

「ええ。不治の病を治せる回復術士がこの街に現れたという噂よ。もともと、王国の兵士をまとめて切り伏せた剣士の話もあったから、仮にその噂が間違いであっても、その対処になるから人員は無駄にはならないって考えて、大胆にたくさんの兵士を送り込んだみたい。……ただ、やっぱり噂の方はガセだったみたいね。実際は、すごい錬金術士が薬を作ったみたい」

「教えてくれてありがとう。参考になるよ」

　自分で墓穴を掘った形になっている。

　兵士を呼んだのは、奇病の特効薬として作ったポーションだ。

　薬なら大丈夫だと思ったが、それが原因で王国の兵士を呼び寄せた。

「ただ、どうやって俺を見つけるつもりだろう。俺が見た目を変えられることは知っているはずだけど」

　なにせ、俺の身代わりにした近衛騎士隊長が向こうにいる。

　俺が姿形を変えていることまでは想定のうちだろう。

　なら、どうやって見つけるつもりだ？

「大量に鑑定紙を持って来ているのよ。回復術士らしき人には片っ端から使わせているみたいね。見た目は変えられても名前は変えられないから」

「ずいぶんと贅ぜい沢たくな方法だな」

　鑑定紙は高価だ。さらに高い信頼性から身分証がわりに使われる。

　だからこそ、俺は自らの鑑定紙を魔術で改かい竄ざんして持ち歩いている。

　とはいえ、王国兵の目の前で鑑定紙を使わされるのは避けたい。

　短時間での改竄は厳しいのだ。もし、その場で使えと言われたら、あっさりと本当の名前が見つかってしまうだろう。

　少なくともラナリッタでは、人前で【回復ヒール】を使わないのは絶対条件だ。回復術士とばれた時点で終わりと思っていい。

　今まで通り、錬金術士と名乗っていこう。

「あなたの言う通り、鑑定紙を湯水のように使うのは贅沢ね。でも、フレア王女を殺した犯人を捕まえるためなら、王家はいくらでもお金と人を出すわ。……いえ、違うわね。この場合は王国の闇を知ったケヤルを捕まえるためね」

　俺たちの作り話を信じ込んだクレハが変な深読みをしている。

　心配しなくても、その線で向こうが動いていることはないだろう。

「とにかく気を付けるよ。なにやら、外が騒がしいな」

　窓がびりびりと震える。誰かが叫んでいるようだ。

　外を見てみると、見知った顔がいた。

「なぜ、こんなところに!?」

　俺が生まれ育った村で、なんどか挨拶をしたことがある。

　そいつが磔はりつけにされて、見せしめのようにされていた。

　その周囲には王国の兵たちがいて、叫んでいるのは彼らだ。

　それを見て、だいたいのことが理解できた。

　なるほどこれは……。

「報復であり、俺を呼び出すエサってわけか」

　叫び声の内容は、【癒】の勇者ケヤルに向かって出てこないとこいつを公開処刑するぞといった内容だ。

　他の街でも同じようなことが行われているだろう。

　俺の村はすでに滅ぼされ、知り合いたちは様々な街に送られ、それぞれの街で俺を呼び出すエサになっているはずだ。

　やっぱり、王国は糞くそだな。

　俺が生まれ育った村とはいえ、王国に所属している、本来守らないといけない人々のはず。

　そんな人々に危害を加えるとは。

　せっかく、今回は穏便に済ませるためにこの街から逃げ出そうと思っていたのに。こんなことをされたら、この首謀者を見つけて、復ふく讐しゆうしないといけないじゃないか。

【剣】の勇者を呼び出すための準備をしていたが、先にこちらから片付けよう。

「ケヤル様、楽しそうな顔している」

「違うよ。俺は悲しんで、怒っているんだ」

　ああ、大好きな村が滅ぼされて、知り合いが見世物にされて、喜ぶなんてとんでもない。

　俺の胸で熱い怒りが燃え盛っていた。

　たしかに、なぜか口角が吊つり上あがっているが俺は笑ってなんていない。

　周囲を警戒しつつ、その様子を俺は眺め、どうすればこの首謀者を突き止めて近づけるのか。

　そのことを考えていた。
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　窓の外では俺の故郷にいるはずの知り合いが磔にされていた。

　それだけではない、王国の兵が「【癒】の勇者ケヤルへ告ぐ。三日以内に姿を現さないと公開処刑にする」と叫んでいた。

　馬鹿な奴らだ。

　もともと、俺はこの街をさっさと抜け出す心づもりでいた。

　最終的に王国を滅ぼすつもりとはいえ、ここにいる兵士たちにわざわざ喧けん嘩かを売るのは時期尚早でもあるし、気乗りがしなかった。

　だが、王国の連中は非道にも俺の故郷を滅ぼした。

　これを見過ごすわけにはいかない。

　俺は今、怒りと憎しみに燃えている。

　どうして、あいつらはこんなにひどいことをするのだろうか？

　こんなことをされれば、俺は復讐をするしかなくなる。そのせいで王国兵どもは助かるはずの命を無駄に散らそうとしている。殺したくなんかないのに。

　とはいえ、今ここで襲いかかっても仕方ない。

　ことは慎重に運ばないと為すべきことが為せなくなる。

　復讐にもっとも必要なものは自制心だ。可能な限りリスクをさけて確実に行う。

「クレハ、頼みがあるんだ」

　神妙な顔をつくりクレハに語りかける。

「何かしら？」

「あそこにいるのは故郷にいるはずの知り合いだ。俺の村、アルバンが今どうなっているのかを知りたいんだ。なにもしなくていい。ただ真実だけを調べてほしい。そのために一度戻ってくれないか？」

　まずは、情報収集が必要だろう。

　アルバンがすでに滅びて、村人たちがさまざまな街で俺を呼び出すエサに使われているのは想像でしかない。

　確証を摑みたい。

「わかったわ」

「助かるよ。王国の情報を手に入れるにはクレハだけが頼りなんだ」

「任せて。あなたはこの状況をどう見てる？」

　クレハは〝クレハだけが頼り〟と聞いた瞬間、うれしそうに微笑ほほえんだ。わかりやすい女だ。

　彼女は今の状況を問いかけてきたが、おおよそのことはクレハも察しているはずだ。

　ただ、きっちりと俺の考えを伝えておいたほうがいいだろう。

　俺は、自分が想定していることを伝える。

　すでに村は滅ぼされて、村人たちが俺をおびき寄せるためのエサに使われているであろうことを説明する。

「……今の状況を見ると、その可能性が高いわね。なんてひどい。人間のすることじゃないわ」

「俺もそう思うよ。あいつらは人間じゃない。ただの獣だ」

　血も涙もない非道な連中だ。生きている価値がない。そんな彼らは死んで俺に償い、自らの命を経験値として献上するべきなのだ。

「でも、気になるの」

　クレハがいぶかしげな表情を浮かべている。

「何が気になるんだ？」

「【癒】の勇者ケヤルの出身地というだけの自国の村を滅ぼすのは、かなりの横暴よ。他の村や町からかなりの反発があると思うわ。村から犯罪者が一人出ただけで滅ぼされるなんて、他人事とは思えないはずだもの」

「王女が殺されたんだぞ？」

「それでもよ。人類を守る盾のイメージを王国は大事にしているわ。それに他国ならともかく、自分たちが守るべき自国の村よ？　こんな悪評が出るうえに、他国から非難を受けかねないようなことをしないわ。一応、村を報復で滅ぼすだけなら理解できないこともないの。【癒】の勇者を呼び出すために、罪のない村人を晒さらし者にしているような残虐な行為を交えて、その報復を宣伝してまわる、自分から積極的に悪評を広げているようなものよ」

　言われてみればそうだ。

　自分の評判を様々な街や村で盛大に下げるようなことをするだろうか。

「それをやれるだけの大義名分をでっち上げているのかもしれないな。王女殺しの罪人が生まれた村で足りないなら、罪を付け足せばいい。そのあたりのことを含めて調べてくれないか」

「その可能性は、十分あるわね。そのことも含めて調べてみるわ。だから……」

　クレハが上目遣いに俺を見てくる。

　どこか媚こびたような目だ。

　俺は、そんなクレハを抱き寄せて、口づけをかわした。

　彼女は、こうされるのを待っていたのだ。

「また会うときのために連絡方法を決めておきましょう。別れてそれっきりなんていやよ」

「そうだな。しばらくはこの宿にいるから俺を訪ねてくれ。もし、ここにとどまることが難しい場合、手紙を送る。その場合は、そうだな。クルタという偽名を使おう。送り先を教えてくれ」

　クレハがさらさらと、この街で拠点にしている宿の連絡先を書く。どうやら軍とは別行動をとっているようだ。

　最悪はそこに待ち合わせ場所と日時を送ろう。

「私、がんばるわ」

「期待してるよ」

　そうして、クレハはこの宿から出ていった。

　彼女からの情報を待ちつつ、俺は俺で動こう。

　宿にはもともとの三人。俺とフレイアとセツナが残された。

　容姿はそれぞれ、ケヤルガとフレイアに戻しておく。

「ケヤルガ様、ずいぶんクレハと仲がいいんですね」

「世界を救うために、彼女の力は必要だ」

　フレイアには、世界を救うための旅をしていると言っているので、ここでそれを繰り返す。

　クレハのことを本気で好きになったわけじゃない。利用するために恋人ごっこに付き合ってやっている。

　もちろん、俺も楽しんでいるが、あくまで利用することを優先している。

「まあ、私はケヤルガ様の従者です。ご主人様が何をしようと、勝手ですけどね」

　セツナと同じくフレイアまで嫉妬しているのか。

　セツナよりも、わかりやすい拗すね方かただ。

「ケヤルガ様、さっきの話だけどケヤルガ様の村の人たち、クレハに調べてもらって、まだ村が無事だったら助けるの？」

「そのつもりはあるけど、努力目標だね。国が本気になったら本当の意味で助けることは難しいよ」

「……氷狼族みたいに、他の国に逃げられたらいいのに」

　セツナは優しい。

　俺の故郷の心配をしてくれているのだろう。

「人間には住み慣れた村を出ることは難しいからね。ただ、俺は俺の村のみんなの犠牲を無駄にはしないよ。王国にそのつけは払ってもらうつもりだ」

「何をするつもり？」

「俺の勘だと、今回のはいい火種になる。飛び火させればきっとよく燃えると思うんだ」

　大義名分がない状態で、俺の村を襲ったのであればそのことを糾弾できるし、なにかをでっち上げているのであれば、それを見破ることでより火種は大きくなる。

　もちろん、個人として騒いでも意味がない。だが、しかるべき場所に、しかるべき手段で流せば、それは大きな意味を持つ。

　こういうのが好きそうな連中は、一度目の世界で会って記憶している。その伝手を頼ろう。

　こうやって、ちまちました復讐をやっていてもらちが明かないのだ。

　さっさと次の手段に行きたい。

　そのためには、そろそろジオラル王国をがたがたにしていく必要がある。

　小さなことからこつこつと地道に足元を崩していくのだ。

「ケヤルガ様、すごくいい顔してる」

「わかるか、ちょっと興奮しているんだ」

　セツナを抱き寄せる。

　昨日からクレハばっかり可愛かわいがってやったから、そろそろセツナも可愛がってやらないと。

「ああ、セツナちゃんばっかりずるいです。私もずっとお預けだったのに」

「フレイアもおいで」

　フレイアも寄りかかってくる。

　クレハの情報を待ちつつ、俺も早速昼から動く。

　だが、その前に俺に従順な可愛いセツナとフレイアを可愛がってやろう。

　彼女たちは便利な駒だ。それに……少しだが愛着がわいてきた。
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　セツナとフレイアをたっぷり可愛がったあとは、単独行動をしていた。

　以前、セツナに手を出そうとして酒場でもめて毒殺した王国兵の姿に【改良ヒール】し、村にいた知り合いが見世物にされている姿を見に行った。

　あえてこの姿になったうえでフードを目深にかぶる。

　しっかりと王国兵から奪った記章を持っていた。いざというときのための保険になる。

　たどり着いたのは街の一角だ。村人は木の柱に括くくり付つけられており、周りにいる兵士たちが見張っていた。暴行の跡が色濃く残っており村人は気を失っている。

　なかなか、むごいことをするものだ。

　気を失っているので本人から話を聞くこともできない。もっとも起きていても兵士たちに見張られていたら厳しい。

　さて、どうやって情報を集めるべきか。

　俺は毒殺したムルタを【回復ヒール】したときの記憶を探りつつちょうどいいカモが見張りの兵士にいないかを確認する。

　よし、いた。

　そのカモにだけ見えるようにタイミングと角度を調整して、素顔を見せる。

　かかった。兵士の一人が声をかけてくる。

「おい、ムルタじゃないか。そこで何をしてるんだ？」

　友人のような気軽さで、そいつは声をかけてきた。

　……あれは、俺が化けている兵士の飲み仲間だ。

　しかもかなり親しい。だから、奴に目をつけた。

「モルレット。久しぶりだ」

　そう微笑み返して近づいて、彼の耳元でささやく。

「噂うわさで聞いていると思うが、氷狼族の村で化け物剣士に会って逃げちまった。敵前逃亡で見つかると死罪だ。今日の夜酒場で、そのあたりのことを話さねえか」

　そう言うと、見張りをしていた兵士、モルレットは神妙な顔で頷うなずいた。

　こいつは、少なくともムルタの記憶では問答無用で規則だからと友を売り渡す奴じゃない。情に厚く、いい奴だ。

　だから、安心して声をかけられる。

　俺の変装しているムルタ本人が現れることもない。なにせ、死んでいるのだから。

　その死体は、この街の死体置き場に捨てた。ここでは身元不明人が溢あふれている。死体の遺棄がおそろしく楽だ。一体二体増えようが誰も気にも留めない。

「……そういうことか。わかった。俺の行きつけの小さな店があるんだ。そこでなら込み入った話もできる。俺もおまえが軍に戻れるように知恵を貸す」

「わるいな、モルレット」

　向こうも小さな声で密談を了承する。

　さて、二人きりになれば、王国兵から情報を聞き出せる。

　これほど、たやすくカモが見つかるなんて。きっとこれは俺の日ごろの行いがいいせいだ。

　神に感謝だ。

　ありがとう、モルレット。おまえから必要な情報を全部引き出してやろう。
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　俺は、モルレットに紹介された店に一足先に到着していたが、すぐに店には入らなかった。

　周囲を警戒しつつ、探る。

　そして、死角から店を監視する。

　モルレットが店に入るのを見届け、なおかつ怪しい連中が周囲にいないかを確認してから店に入った。

　ムルタの記憶では信用できるやつだが、人の記憶なんてあんがい当てにならない。

　もしかしたら奴が兵を引き連れてやってきて、敵前逃亡した裏切り者を捕らえようとしても不思議ではない。

　まずは、その気配がない。

　それにモルレットが店に入るときに自分が尾行されていないか気を配っていた。

　信用してもいいだろう。

「悪かったなモルレット。遅くなって」

「大丈夫だ。俺も今来たところだ」

　笑顔で俺は挨拶をする。それにモルレットが応えた。

　モルレットが、おすすめのメニューがある、と次々に店員に注文し、酒が運ばれてくる。

　酒は、地酒だ。麦でできた酒でなかなかうまい。料理は素朴ながらも値段は安く栄養たっぷりでボリュームがある。奴が行きつけだと言うのも理解できる。

「この煮込みうまいな。さすがはおまえの行きつけの店だ」

「だろ？　ムルタも気に入ると思った。まずは食え、それから話を聞こう」

　こいつはいい奴だ。

　必要がなければ、殺さないでおこう。

　俺たちは、適当に馬鹿話をして酒と料理を堪能し、場が温まってきた。もちろん、ムルタではないと思わせるようなへまはしない。話題は慎重に選ぶ。

　俺は定期的に【回復ヒール】でアルコールを抜いている。酔っている振りをしているが思考を鈍らせるわけにはいかない。

　そして、いよいよ本題に入る。

「ムルタ、氷狼族の村では大変だったらしいな」

「とんでもない化け物剣士が現れたんだ。そいつ一人で、ほとんど皆殺しにされた。思い出しただけで寒気がするよ」

「そいつは、どんな剣を使った」

「クライレットの流派だ。なんどか武術会で見たことがある。間違いない」

　隠しても無駄なので正直に話す。

　向こうもそれは知っているのだろう。難しい顔をしていた。

「なんで、ムルタは逃げたんだ」

「俺も剣の腕には自信があるが……あれに挑んだら確実に死んでた。たまたま奴の剣が浅かったおかげで命を拾って、怖くなって逃げだしちまった」

　ムルタの記憶でもそうなっている。

　首を狙った剣がほんのわずか動脈に届かなかった。

　命は助かったが、その時点で実力差を思い知りムルタは逃げ出した。

　かしこい選択ではある。

　だが、逃げたあとでとった行動がかしこくなかった。セツナに手を出そうとしなければ長生きできたのに……。

「まあ、なんにしろおまえが無事で安心したよ。あの戦いでずいぶん戦友を亡くしちまったからな。仕事はあるのか？」

「ラナリッタで冒険者まがいのことをやっているよ。なあ、俺は王国に戻れると思うか？」

「……無理だと思うな。俺だから見逃してやってはいるが、敵前逃亡は死罪だからなぁ。しばらく俺たちはこの街にいるし、別の街に行った方がいいだろうな。おまえを知っている奴に会わないほうがいい」

「そうか……」

「落ち込むなよ。今日は俺がおごってやる。金、困ってるだろ。今日ぐらい楽しい酒にしようぜ」

　モルレットは酒のお代わりを店員に頼み、俺の前にどんっとおいて笑いかける。

「ありがとう。そういや、お前が見張りやっていた男、あれはなんだ」

「ああ、あいつは王女を殺して逃げた【癒】の勇者の村にいた奴だ」

　そこは知っている。問題はその先だ。

　これを聞き出すためにこんな芝居をやっている。

「【癒】の勇者と同じ村出身ってだけで、村を襲ったのか」

「まあな、いや、久しぶりに愉たのしい狩りだったぜ。亜人もいいけどやっぱり人間だな。弱くて楽だし、亜人どもより金や物をもっていて、略奪も実入りがいい。犯すにしても、人間の女が一番しっくりくるぜ」

　笑顔が引き吊つりそうになる。

　いい奴だと思っていたのに、一皮むけばこれか。

　王国の兵士は本当に腐っているらしい。

「でも、いいのか相手は人間だぞ。その、良心は痛まないのか？」

「お前こそ何を言ってるんだ。さんざん亜人どもを殺して、奪って、犯してきたじゃないか。相手が人間だからって何が変わるんだ」

　馬鹿だなと言ってモルレットが笑う。

　作り笑いをしつつ。

　内心ではかなり驚いていた。

　亜人たちを好き勝手できるのは、自分と同族ではないという意識があるからだと思っていたが、人間相手でもいっさいの躊ちゆう躇ちよがないとは。

　そして、それが兵士たちにとっての常識になっている。

　恐ろしい。

　そこまで略奪に慣れ切ってしまっているのか。

「とはいってもなあ。人間で自国の民なら俺は戸惑うな。一応俺たちは王国の兵士でそいつらを守る立場にあるじゃねえか。第一、さすがに他の村の連中が黙っていないと思うぞ。いくら【癒】の勇者の村が相手だってやりすぎだ」

「それはないな。うちの隊長が邪教の村だって言い張ってな。上のお墨付きの聖伐ってやつだ。邪教って便利だよな。とりあえず、邪教って言ってりゃ、何やってもいいから。本当にうちの隊長は頭がいいぜ」

　邪教？

　そんなでっち上げをしたのか？

　なんて杜ず撰さんな言いがかりを。そのつけはどこかで払ってもらう。

「……はは、俺もあやかりたいな」

「そういや、隊長だけどさ。一番いい女を独り占めにしやがったんだ。アンナって言ってな。人妻だけど、すっげえ美人でさ。なんでも、【癒】の勇者の知り合いだから、俺が直々に罪を思い知らせるって言ってさ」

　その瞬間、俺は笑顔を崩さないように必死だった。

　その人は……、両親を亡くして孤独になった俺をずっと支えてくれた人だ。

「傑作だったぜ、そいつの旦那の前で思う存分もてあそんでやると、ひいひいあえぎながら泣いて、途中で舌を嚙かんで死にやがった。隊長はそれでも犯し続けたからな。それを見せられる男の顔、すごかったぜ。ああ笑えてきたぜ」

　貴様ら、それでも人間のつもりか。

　……そうか、殺したのか。あの人を。

　あの人は、たぶん、俺の最後の良心だった。あの人のおかげで人間に絶望しないで済んでいた。

　この世界で唯一の味方だった。打算もなく無償の愛をくれた人。初恋の人だった。

　最後の最後に残った血と涙が流れでていく。

　鬼になろう。

　殺そう。

　殺すだけでは飽き足らない。

　あの人が感じた以上の絶望と苦痛を与えてからだ。

　そうでないとあの人が浮かばれない。

　犯される恐怖を知らないから、平然とそんなことができるんだ。一度屈強な兵士たちに体を蹂じゆう躙りんされる恐怖を味わってもらおう。

「なあ、頼みがあるんだ。俺は確かに敵から逃亡したけど、情報はもっている。それを直接……」

　そうして俺は酔った男の思考を誘導していく。

　酔わせて酔わせて、判断力をなくさせて都合のいいことを吹き込んでいく。

　すべては、本気の復ふく讐しゆうを果たすために。
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　モルレットから話を聞き出したあと、俺は宿屋に戻っていた。

　気持ち悪い。

　今回のことは俺が甘かった。村が襲われることを想定しておくべきだった。

　王国が自国民に手を出すことはないと思っていた。村から犯罪者が出ただけで滅ぼすとは思っていなかったのだ。

　……そんな考えは言い訳にすらならない。ただの甘さだ。悔やんでも悔やみきれない。

　だから、ただできることだけをする。痛みには痛みで報いるのだ。

　部屋に戻るなりベッドに横になる。そして作戦を立てていく。

　モルレットには、この街にいる敵のリーダーである近衛騎士隊長に会わせてもらうように手配をしてもらっている。

　簡単に言えば、司法取引だ。重要な情報を渡す代わりに敵前逃亡を見逃してほしいというものだ。

　もちろん、モルレット本人にそれを伝言させれば彼が裏切り者の片棒を担いでいるように見えてしまうので、あくまで彼宛の手紙が届いたふうに見せかける。

「ケヤルガ様、ごはんもってきた」

「セツナはいつも気が利くな」

　セツナが夕食をもってきてくれた。

　宿に戻ってくるなり、フレイアとセツナは食事に誘ってくれたが、さきほど酒場で済ませてきて不要だと言って断った。

　たぶん、セツナが夕食を持ってきたのはここに来る口実がほしかったからだろう。

　彼女が心配するぐらい、俺は感情を表に出してしまっていた。

「ケヤルガ様、怒ってる？」

「……外で情報を集めてきた。俺の村はもうなくなっていることがわかった。今、クレハが調べてくれているのとは別の筋からのものだけど信ぴょう性は高い」

「そう。ケヤルガ様が怒るのもあたりまえ」

　セツナが、ベッドに入ってくる。

　そして俺の腕に抱き着いてくる。

　もう、夜と言っていい時間。いつもならセツナを可愛かわいがってやる。

　だけど、そんな気にはなれなかった。

「悪いが、今日は抱いてやる気分じゃない。レベル上限はあげてやれない」

　俺の言葉を聞いてもセツナは離れない。

　それは、だだをこねているわけではない。その証拠にセツナの抱擁は優しかった。

「抱かなくてもいい。ただ、落ち込んだとき、誰かの体温を感じると楽になる。だから、セツナはこうしてる。うっとうしくなったら言って。出ていくから」

　そう言われて、自分がどれだけ追い詰められているか気付いた。

　視野が狭くなっている。怒りが制御しきれていない。

　復讐をするために頭を回転させなければならない。冷静な頭で知恵をしぼって油断なく行うことで復讐を達成できる。

　激情を抑え込んで、ありとあらゆることを想定し最善の行動をとる。

　……そうしなければ、何もなしえないまま犬死にだ。

　そんなわかりきったことを忘れていた。

　アンナさんのことを聞いてからおかしくなっていた。

「ありがとう。セツナのおかげで、落ち着いてきた」

　セツナの体を抱きしめる。

　彼女の小さな体は俺の腕の中にすっぽり収まる。

　彼女の言う通り、人の体温を感じると気持ちが落ち着いてくる。

　復讐を果たすための燃料になる怒りは忘れない。だが、冷静になるための余裕は必要だ。それをセツナのおかげで取り戻した。

「ん。ケヤルガ様はセツナの村を守ってくれた。殺された氷狼族の恨み晴らしてくれた。だから、今度はセツナがケヤルガ様を助ける番。セツナはケヤルガ様のためならなんでもする」

　この子は、いい子だ。

　なんで、こんなことをいまさら気付いたんだろう。

　愛おしい。

　俺の中で、この子を愛おしく思う気持ちと、大事な人を殺された激情が同時に膨れ上がる。

　気がどうかしそうだ。

「セツナ、気が変わった。今からおまえを犯す」

「わかった」

「今日は優しくしてやれない」

　乱暴に犯したい気分だ。

　気を遣ってやることなんてできない。そうしないと壊れそうだ。感情を吐き出したい。この小さく美しい少女にこの胸のうちを叩たたきつけたい。

　体勢を入れ替え、セツナを組み伏せる形になる。

「いい、ケヤルガ様の好きにして。セツナはケヤルガ様の所有物だから」

　そんな俺に向かってセツナは微笑ほほえみ、受け入れることを示すために両手を広げた。

　そこが我慢の限界だった。

　そうして、一晩中、セツナを蹂躙した。

　どこまでも激しく獣のように。

　すべてが終わったあと、頭は澄み切っていた。

　冷静になった頭で、すべてを決める。自分が何をするべきか。

「ケヤルガ様、泣いてる」

「俺が泣いてる？」

　言われて初めて、頰に涙が伝っていることに気付いた。

　ああ、そうか。

　俺はただ怒っていただけじゃない。それ以上に悲くて寂しかった。

　俺は小さなセツナの胸に顔を埋めて泣いた。血も涙も流しきったつもりだったが、まだ俺の中に涙が残っていた。

　その涙を吐き出していく。

　泣くのはこれで最後にしようと決める。ここですべてを流しきって人としての情を捨てるのだ。
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　翌日、クレハが宿にやってきた。

　息を切らしている。

　おそらく、情報を得てから寝る間も惜しんでやってきてくれたのだろう。

「ケヤル、頼まれていたことがわかったわ。あなたの村だけど……もう手遅れよ」

「……そうか、わかった」

　昨日の酒場での会話に裏付けがとれた。

　実行犯の兵士と貴族であるクレハの情報、疑う余地がない。

「あなたの村の人たちは、他の街や村であなたを呼び出すエサになっているというあなたの予想も当たりね。それに、あなたの村は邪教を信奉していると教会から発表されているわ。【癒】の勇者自身も、邪教徒で王国を滅ぼすために聖女に手を出したとお触れが回っているの」

「やってくれる」

　邪教に堕ちた勇者が聖女に手を出したか。おとぎ話としては合格だ。

　よく、そんな噓うそを平然と言ったものだ。

　この状況でもっとも王国にダメージを与えられる手は一つしかない。

　それがもっとも生きる状況はあそこだ。

「クレハ、この街に【癒】の勇者ケヤルが潜んでいると、近衛騎士隊長に情報を流してくれないか。奴らがやろうとしている村人の処刑、それをなんとしてもこの街でやらせたい」

　どうせなら舞台は奴らに作らせる。

　なぜなら、ここに必要な役者はそろっているのだから。

　そう、舞台は俺の村の生き残りを処刑する場だ。そこで仕掛ける。

　王国の威信に対する疑念を世界中にしっかりと刻み込んでやろう。

　それとは別に、直接手を下した近衛騎士隊長には地獄を見てもらう。

　せっかく、あれで俺の復讐を済ませてやったのに。

　死にたいのなら、死なせてやる。たっぷりと苦しんでからだ。
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　～隊舎にて～




「まだか、まだ【癒】の勇者は見つからねえのか」

　中性的な容姿の可愛らしい少年が、似つかわしくない乱暴な口調で怒鳴り声をあげていた。

　彼の顔には包帯が巻かれていた。

　そのような見た目ながら実年齢は三〇を超えるベテランの騎士だ。

「はっ、レナード様。街中の回復術士に鑑定紙を使用させておりますが、いまだ見つかりません」

「このっ、無能どもが！　この街に奴は絶対いる。疼うずくんだよ。この傷がああああ」

　彼はそう言って包帯を破る。

　その下にはひどい火傷やけどの跡があった。

　彼は被害者だ。

【癒】の勇者が城から逃げるための囮おとりとして、彼の姿を【癒】の勇者そのものに変えた。

　そのせいですべてを失った彼は、憎い男の顔でいることが許せなかった。

　だから自ら顔を焼くことでその顔を別人のものにした。

　火傷が痛むたびに彼の恨みは燃え上がる。

「どこだ、どこにいる。どこに奴は隠れてる。どうやっておびき出せばいい!?　【癒】の勇者は薄情な奴だ。あれだけ、奴の村の連中を見世物にしているのに巣穴から出てこねえ。くそっ、あの女を生かしておくべきだった。あいつに鳴かせれば、巣穴から出てきただろうに。くそっ！」
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　近衛騎士隊長は立ち上がり机を蹴り飛ばす。重い木の机が軽々と飛ぶ。

　圧倒的な身体能力。彼は性格に難はあっても、実力は超一流だ。

　彼らの元に一人の兵士が駆け寄ってきて告げた。

「【剣聖】様からの情報です。【癒】の勇者ケヤルと思わしき人物を発見したが逃げられたと」

「なに!?　なぜ、【剣聖】は奴だとわかった」

「面識があり容姿での判別だとのことです」

「おかしい、奴は姿を変えられる。そいつがわざわざ、知られている姿で人前にでるか？　……罠わなか。なにを企んでいる」

　そう、【癒】の勇者ケヤルはその力で、近衛騎士隊長の容姿を変え、逆に自分の姿を近衛騎士隊長のものとした。

　そんな奴が姿を変えないはずがない。

　わざわざ、【剣聖】相手に姿を晒さらしたということは意図的に存在を示したということ。

「なるほどな、奴は村人たちを助けるつもりか。そのためにあえて……よし、すべての街にばらまいた奴の村の連中をこの街に集めろ」

　お望み通り、ここに連中を集めてやろう。

　人数が増えれば増えるほど、村人を救うのは難しくなる。王国兵が大量にいる上、【剣聖】様までいる。

　村人を助けるなどできるものか。念のため、足手まといは増やしてやろう。

「それと、もう一人、情報提供者が現れました。先日の戦いで敵前逃亡したわが軍の兵士ですが……なんでも、氷狼族の村の襲撃を妨害したのは剣士だけではなく、魔術士がいたとのことです。その魔術士はどう考えても、とある貴人だったと言っています。その貴人を街で見かけて居場所を摑つかんでいる。その情報を伝える代わりに敵前逃亡については見逃してほしいと」

　その言葉を聞いた近衛騎士隊長は笑った。

　待ちわびた情報だ。

　王国兵を使わず、私財を投じて王女を探していた。ケヤルと同じく姿を変えて生きていることを前提に。

　氷狼族の村を襲った際に、現れた魔術士の情報は入っていた。

　他のものにはわからないだろうが、魔術の着弾地に残った跡を見たときに気付いてしまった。独特のくせがあり、王女フレアの放った魔術だと彼にはわかってしまったのだ。

　だからこそ、この街に必ず【癒】の勇者ケヤルはいると確信できたのだ。

　憎い敵を殺す、あこがれの女を手に入れる。

　そのために喉から手が出るほど欲しい情報がやってきた。

　本当に、情報が手に入るなら敵前逃亡でもなんでも許してやる。

「いいだろう。そいつはここにいるのか」

「いえ、こちらを疑っているようで最大で五名までで指定の場所に来いと。それ以上の人数で来た場合、姿を消すと言っています」

「それぐらいの用心はするか。その指定の場所とやらを教えろ」

　そうして、彼は二つの指示を出す。

　一つは、各地に散った村人たちを一か所に集めること。

　二つ目は腕利きの四人を選りすぐること。

　すべてがうまく動き始めた。そう確信し、彼はとびっきりのワインを一気飲みして高笑いをした。
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　俺の故郷をめちゃくちゃにして、アンナさんを苦しめ殺した報いを与えないといけない。

　そのために、近衛騎士隊長を呼び出すための策を動かしていた。

　具体的には、敵前逃亡した兵士のふりをして、情報提供を引き換えに見逃してくれという連絡をしている。

　それも、人気のない場所で少人数での会合だ。

　俺が用意した情報は近衛騎士隊長にとって見逃せるようなものではない。絶対にかかるだろう。

　なにせ、あいつを俺の姿に【改良ヒール】したときに記憶を覗のぞいたが、奴は王女フレアに主従を超えた感情をいだいていた。

　あれは、恋なんて綺麗なものではない。もっとどす黒い感情だ。醜い独占欲と支配欲。フレアに仕えていながら、彼女を組み伏せ蹂じゆう躙りんすることをあの男は願っていた。あいつにとっては願ってもないチャンスが来たようなものだ。

　俺が指定した場所は貧民区の中にある酒場だった。

　雑多なこの場所ならいざというときに逃げやすい。

　店の入り口を俺は見張っていた。そこにこの場には似つかわしくない身なりのいい男たちが入っていく。

　約束通り五人で来たようだ。

　一応、この場に溶け込むような恰かつ好こうで来ていて、一目で騎士とわかるような間抜けは晒していないが、歩き方一つ、身にまとう雰囲気一つで見抜くことができる。

　念のため数分その場で待機してから店の中に入る。

　包帯で顔をぐるぐるに巻いた男のところに向かう。

　その途中で店の裏扉の位置を確認した。この店を選んだのはいざというときに逃げやすいのも大きな理由の一つだ。

　席に着くと、正面にいた包帯の男が口を開いた。

「おまえがムルタか。それでおまえは魔術士がとある貴人に見えたと言ったが、そいつは誰に見えた？」

　その声はいやというほど聞きなれた声。

　なぜなら、その声はかつての俺の声だ。

　包帯の男が近衛騎士隊長だ。包帯の隙間から爛ただれた肌が見える。

　なるほど、よほど俺の顔が気に入らなかったのか自分で焼いたようだ。

　もしくは、【癒】の勇者だと思われていた間に拷問でも受けている可能性もある。

　すぐにでも殺したいという気持ちを抑える。簡単に殺しては復ふく讐しゆうにならない。アンナさんが受けた苦しみを味わってもらわないと……がまんだ、がまん。よし、俺は冷静だ。

　さて、お芝居の開始だ。王国の元兵士ムルタらしく振舞おうじゃないか。

「まっ、まずは、俺、いや私が約束通り情報を提供すれば俺が王国に戻れることを約束してください」

　一応、そういう取引を持ちかけているのでそれらしい発言をする。

　情報を提供する代わりに敵前逃亡を許してもらうというのが、ムルタの目的なのだ。

「ああ、いいぜ。情報が正しいものであれば俺の権限で敵前逃亡の件は握りつぶす」

　近衛騎士隊長は自信満々にそう言い切った。

　この言葉でわかるのは、この男にそれなりの権限が与えられていること。敵前逃亡の罪は重い。それを部隊長の一存で覆すことは本来なら難しい。

「ほっ、良かった。ならお話しいたします。手紙に書かせていただいたとある貴人というのは、王女フレア様です。若干見た目は変わってはいましたが、私にはわかります。間違いなく王女フレア様でした」

「なぜ、それがわかった」

　意外と用心深いな。

　何も考えずに食いついてくると思ったのに。

　まあ、いい。適当な理由がいくつか浮かぶ。

「かつて、魔物たちの大侵攻のときにフレア様と共に戦ったことがあります。そんな私だからこそわかるのです。氷狼族の村を襲っているときに、我々に放たれたのは、フレア様の魔術でした。見間違えるはずもありません。それと、私は敵前逃亡をしたわけじゃありません。フレア様と思われる魔術を見て、近くにいるであろうフレア様を探していたのです。信じてください」

　必死に、俺は言葉を紡ぐ。見苦しい言い訳をしたほうがそれらしく見えるという考えの元だ。

「ほう、それで」

「かなり離れた位置にいた魔術士の少女を見つけました。姿形は変わっていても、美しい声、あの優しい空気、王女様だと改めて思ったのです。あとをつけて王女様のラナリッタにおける居場所を突き止めています」

　近衛騎士隊長がにやりと笑った。

　表情のほとんどが隠れているが、目端がだらしなく垂れている。

「でかした！　すぐに、その女の居場所に案内しろ。本物なら敵前逃亡を見逃すどころか昇進させてやる」

「あっ、ありがとうございます」

　もうフレアを手に入れたつもりなのか、近衛騎士隊長が下卑た笑みを浮かべた。

　やはりか。あの顔なら王女フレアを城に大人しく返すつもりはないだろう。

　この機会に囲い込み、己のものにしようとでも考えている。

　奴の記憶を知っているからこそ、奴がそうするのは予想できていた。だからこそ、この手を使っている。

　ついてきたのは全員、奴の息がかかった連中だ。あいつは、俺が何も言わなくても自分が王女を手に入れたことを隠すために秘ひ密みつ裡りにことを運んだだろう。

　つまりは、他の騎士や兵士たちに今日の情報は漏れていない。欲に駆られた人間ほど扱いやすいものはないな。

「では、こちらに」

　俺は内心の喜びを隠して、近衛騎士隊長一行を案内する。





◇






　俺が案内したのは貧民区にある潰れた宿屋の一室だ。

「隣の部屋にフレア様と思わしき人物がいます」

「こんなぼろやにいるのか。あのフレア様が？」

　こいつらを本物の王女フレア……フレイアがいる宿に連れていくなんてありえない。

　フレイアは俺の所有物ものだ。くれてやるものか。

　一応、腐っても精鋭部隊の近衛騎士たち。ここに来るまで警戒は怠っていない。周囲を警戒し不意打ちに備えていた。

「おそらく、手持ちの金がないのでしょう。男と二人で住んでいます。言うまでもありませんが、男は氷狼族の村で暴れた剣士です。男は昼間は外に稼ぎに出ていまして、日が暮れるまで帰ってきません」

「そうか、そいつは都合がいいな」

　その男はここにいるんだけどね。

　壁が薄く、隣の部屋から生活音が聞こえる。

　もちろん、本当に誰かがいるわけじゃない。俺の魔術とからくりで生活感を偽装しているだけだ。

「今だと、王女フレア一人です。踏み込むなら今ですよ」

「そうだな、さっそく行くとするか。王女フレア様をお救いする」

　そんな心にもないことを言って、近衛騎士隊長を始めとした一行は隣の部屋に押し込んでいった。

　そして、誰かいないかと部屋の隅々まで徹底的に探し回る。

「おい、おまえ、誰もいない……ぐっ、なんだ、これは」

　隣の部屋に入り込み家探しをしていた騎士様五人は、突如膝をつき苦しみだす。

　そこに、俺は遅れて入っていく。もう、これで連中を恐れる必要はない。

「やれやれ、やっと薬が効いたか。うすのろどもには薬のまわりも遅いと見える」

　この部屋には無臭の麻ま痺ひ毒の香を焚たいていた。

　この日のために、麻痺毒をもつ魔物を狩り、毒素を抽出し調合したとっておきだ。

　人間に耐えられる毒ではない。俺は抗体をもっているため問題ないが、この男たちはたまったものではないだろう。

「きっ、貴様、いったいなんのつもりだ。フレア様は、フレア様はどこにいる!?」

「ぷっ、あははははは、まだ、フレアがここにいると思っているのか。鈍いにもほどがあるだろ。ああ、騎士様方、まだ気付かないんですか。……おまえらは嵌はめられたんだよ。間抜けだよなぁ。俺が姿形を変えられるって知っていただろうに、ちょっと危機感が足らないんじゃないかな？」

　俺は笑い声をあげ、【改良ヒール】を行う。

　あえて、【癒】の勇者ケヤルの姿を晒さらした。

「貴様、きさまはああああああああ」

「お久しぶり。レナード近衛騎士隊長」

「殺すぅぅぅ、殺してやる。ケヤル、貴様のせいで、俺は俺はああああああ」

　麻痺のせいで身動きがとれず、怒声をあげるが迫力もなにもあったものではない。

　とはいえ、さすがは近衛騎士隊長。ほかの連中が指一本動かせない中、膝をつくにとどまっている。

「あひゃひゃひゃひゃ、おまえらがあんまりあっさり騙だまされるもんだから笑いをこらえるのに必死だったぜ」

「こっ、殺してやる」

「ん？　どうやって？　その麻痺毒に冒された体で？　逆に俺のほうは」

　ナイフを取り出し、首筋にあてる。

「ナイフをちょっと引くだけでお前を殺せる」

　レナード近衛騎士隊長が目を見開く。

　明確な死の予感。その恐怖の前に彼の怒りが消えていく。

「とはいえ、おまえを殺しはしないがな」

「俺に取引を持ちかける気か。いいだろう。俺を見逃せばこの街に【癒】の勇者はいなかったと虚偽の報告を」

　ほう、意外と頭が回る。

　生き残るために恥も外聞も捨てて、そんな提案をしてくるなんて。

「虚偽の報告？　そんなものは必要ないさ。俺はおまえらに見つかるほど間抜けじゃない。ここでおまえらを始末すればそれで済む」

「まっ、待て、金なら」

「残念なことにそっちにも困っていない。……俺が望むのはおまえらの恐怖と絶望と苦痛だ。アンナさんの仇をとらせてもらう」

「アンナ？」

　そうだろうな。いちいち名前を覚えてないだろう。

　だが、それでいい。こいつが口にするたびにあの人の名が汚れる。

　俺は無言で、一歩も動けない奴の部下たちに空洞の針を使った器具で血液に直接とある薬を流し込む。

　血液に薬を流すというやり方は、ジオラル王国の賢者が考案した画期的な手法だ。薬学の革命と言っていいだろう。俺はこの針のついた道具を注射器と名付けた。

　流し込んだ薬は【剣聖】に使った媚び薬やくを強化し、さらに筋力増強剤と、興奮剤、体力向上効果をもつ成分を加え、魔エン術チ付ヤ与ントで強化したもの。

　これを使えば、性欲が異常に増し、疲れを知覚できなくなり、さらには極度の興奮状態になる。いわば理性を失った獣になる。

　薬が効き始めると、まだ麻痺毒が効いて身動きがとれないが兵士たちの股間はやばいぐらいに張り詰めていた。

　もぞもぞ動くだけでズボンの股間が濡ぬれている。

　すでに目は正気のものではなく、獣欲に満ちていた。

　こいつらは今から最高の快楽を味わうだろう。その代償はこいつらの人間性。

　こんな濃度の薬を投与されれば、確実に廃人になる。死ぬまで最高の快楽を味わいながら腰を振り続けるだろう。

「貴様は部下に何をした」

「元気になるお薬をね。……俺は思うんだ。他人にひどいことができるのは、他人の痛みがわからないからだって」

　優しく諭すように近衛騎士隊長に話しかける。

「そうだよね。おまえたちは常に加害者だ。弱い人たちの嘆きも恐怖も悲しみも知らない。か弱い女性が、むりやり組み伏せられるのがどれぐらい怖くて辛いかを知っていればひどいことはできないと思うんだ」

　それは口で言ってもわからない。なら体で理解してもらうしかない。

　もっとも、俺の代わりに牢ろう獄ごくに入ってもらって、自分たちがどれだけひどいことをしていたか気付くチャンスを与えてやったというのに、逆恨みして俺の村を襲うようなバカだから望みは薄いだろう。

　素直に反省して心を入れ替えてくれれば、こんな目に遭わずに済んだのだ。バカな奴だ。そのバカさのツケを払ってもらおう。

「貴様、何を言っている、いったい何をするつもりだ」

「俺はおまえに弱者の痛みと恐怖を思い知ってもらおうと思う。【改良ヒール】」

　俺の姿だった近衛騎士隊長がか弱い美少女に変わる。

　その服をびりびりに破き、白い肌を晒す。

　美少女の姿になった近衛騎士隊長が茫ぼう然ぜんとしている。

　そんな彼女に、投薬。もちろん、他の騎士に使った特製の媚薬じゃない。気持ちよくなってしまったら復ふく讐しゆうにならない。

　弱いが効果時間が長い筋きん弛し緩かん剤ざいだ。これで見た目通りのか弱い美少女だ。そして強力な気付け薬。気絶なんて許してやらない。

　さきほど、別の薬を投薬した騎士たちがこちらに気付いた。

　異常に性欲を高められ、理性を失った騎士たちが獣じみた目で、か弱い美少女になった近衛騎士隊長を見る。

　……とはいえ、俺の【改良ヒール】では性別変換まではできない。ちゃんと男のあれはついてるし、女のあれはない。

「おっ、女ぁぁぁぁぁ」

「おかす、オカスぅぅぅ」

「お〇〇こ、お〇〇こぉぉぉぉぉ」

「ワオオオオオオォォン」

　良かった。気に入ってもらえたようだ。好みじゃなければ【改良ヒール】し直すところだ。あれがついているし、あれがないのは心配だったが、性欲に狂った獣どもはそんなこと気にしないらしい。

　まあ、穴があればなんでもいいんだろう。

「まっ、まさかおまえ、おまえは」

「うん、実際に無理やり騎士たちに犯されてみたら、被害者の気持ちがわかると思うんだ。そろそろ麻痺毒のほうが抜けるころだね。実はさっき他の連中に投与した薬はね、麻痺毒を打ち消す効果もあったんだ」

　その言葉を放って数分後。

　麻痺毒で動けなかった連中が立ち上がる。ついでにもう一つのほうもすさまじい勢いで勃ち上がっていた。

「たすけ、たすけてくれえええ、なっ、なんでもする。お願いだ。頼む」

「あなたは、そういった女性に今まで何をしてきました？」

「きっ、貴様には血も涙もないのか!?」

　必死だ。まあ、男に襲われるのは恐怖だろう。俺も良く知っている。

「血と涙？　あったね、そういったものも」

「なら！」

　近衛騎士隊長は目を輝かせた。助かるとでも思ったのだろうか？　なら、勘違いをただそう。

「おまえのせいで全部流れて空っぽだ」

　近衛騎士隊長の顔が絶望に染まる。そして騎士の一人が近衛騎士隊長のほっそりとした腕を摑つかんだ。

「やっ、やめろ、貴様ら。俺は、近衛騎士隊長レナード、俺、俺に手を出したら」

　必死の懇願も獣たちには届かない。

　こいつらは人間じゃない。ただの獣だ。獣には身分なんて関係ない。

　本来の姿に戻してやったのだ。さあ、らしいことをしてもらう。

「ぐぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　近衛騎士隊長が悲鳴をあげる。

　俺は冷めた目でそれを見る。他の連中も次々群がっていく。

　さて、思う存分蹂じゆう躙りんしてもらおう。

　俺は傍観者だ。奴が苦しむ姿を見ているだけ。見た目だけ美少女でも交ざるつもりはない。そもそも、あの男に触りたくもない。ばっちいなあ。

　そして、俺は冷めた目で、獣に貪られる近衛騎士隊長を見続けていた。

　想定よりも騎士たちの薬が強すぎたようだ。激しすぎる。あれではすぐに死んでしまう。近衛騎士隊長は俺が投薬したせいで気絶すら許されない。瞳孔が開ききっていた。一応まだ呼吸している。

　半日もたつと美少女の姿になった近衛騎士隊長はいろいろなものにまみれて、うつろな目でぴくりともしなくなった。

　それでも、獣たちはエサを貪るのをやめない。

　その数時間後、近衛騎士隊長のレナードは動けなくなった。窒息死だ。ああ、たぶん喉に詰まったのだろう。

　いい加減飽きてきたので俺は欠伸あくびをしながら部屋をでる。

　あの騎士たちは死ぬまでああしているだろう。

　お似合いの末路だ。

　俺は潰れた宿屋にたっぷりと油を撒まいて、錬金魔術で火をつけた。

　死体を犯し続けている連中も始末しないと。

　焼かれて死ぬか、犯し疲れて死ぬか。

　奴らはどっちだろうか？　まあ、どっちでもいい。

「見てくれましたかアンナさん。アンナさんが感じた絶望をあいつらにも与えてやりました。少しは喜んでくれましたか？」

　天国のアンナさんに向かって祈る。

　どうか、安らかに眠ってくれますようにと。

　そして、もう一つの案件も片付けよう。近衛騎士隊長がトップだっただろうが、トップが抜けたからといって、俺の村の人たちの処刑は中止されない。

　そこで、この国そのものに痛みを与えてやるのだ。

　空を見上げた。今日は月が綺き麗れいだった。
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～？？？視点～




「レナードが行方不明になったの？」

　王城の一室で騎士から報告を受けた少女が不機嫌そうな顔をしていた。

　彼女は、この国の王女でフレアの妹にあたる。

　かつてフレアの近衛騎士隊長を務めていた男であり、今回の【癒】の勇者捜索の責任者であるレナードが失踪した。……それは非常に不快な報告だ。

　柔らかいセミロングの桃色の髪で愛くるしくかわいい少女だ。その無む垢くな魅力で見るものに庇ひ護ご欲を搔かき立たてさせる。

　少女は姉のように【勇者】ではないが、優れた知性を持ち、幼いながらも内政部門でその辣らつ腕わんを振るっている。

　姉と同じ桃色の髪を指に巻き付けていた。

　彼女は不機嫌になると、いつもそうしているのだ。

「まったく、クズの部下はやっぱりクズね。ああもう、あたしも耄もう碌ろくしたわ。あんなクズを見て使えるなんて思っちゃった。ほんと、うっとうしいわよね。クズは死んでも足を引っ張るもの」

　クズクズクズと少女は連呼する。

　彼女がクズと連呼しているのは実の姉である王女フレアのことだ。

　彼女から見ると、王女フレアは頭が悪い出来損ないだった。そのことは身内の前でも隠そうとしていなかった。それが許されるだけの成果をあげてきたからだ。

　とはいえ、王女フレアに対して一定の評価もしていた。あの女は頭が悪いが戦略兵器としては有用であり、民の求心を集める偶像としては便利な存在だった。

　バカであることを自覚でき、自分の言うことに逆らわないぐらいの分別があるところも認めてやっていた。

「頭が悪いなりの仕事は与えてやれるのに、まさかあっさり殺されるなんて。ほんとおおおおおにクズ。ジョン！」

　少女がジョンと呼ぶと、黒い肌をした大男が玉座の前で四よつん這ばいになる。

「わん！」

　そのジョンを思い切り踏みつけ、蹴とばす。何度も、何度も。

「はあはあはあ、ありがとう。すっきりしたわ。ふう、あの男の代わりを考えないと。まったくせっかくあたしが策を授けてあげたのに」

【癒】の勇者ケヤルの村を邪教の村と認定して滅ぼし、村人を囮おとりにする策は彼女が考えて、近衛騎士隊長に実行させた。

　その邪教というのも、実をいうと、この国に芽吹いた健全な新興宗教の一つに過ぎない。

　その教えは亜人も含めてみんな平等というのを含めて、ジオラル王国にとって都合がわるい。だから、セットで葬った。

　新興宗教のほうには、王女殺しの犯罪人がその宗教に染まっているとレッテルを張った上でいろいろと余罪をなすりつけ、【癒】の勇者の村には邪教認定した宗教にはまっていると言いがかりをつけた。

　この国の正教に邪教認定させるのは楽だった。なにせ商売敵を潰せるのだ。嬉き々きとして邪教認定に必要な証拠をでっちあげてくれた。

「まあ、いっか。レナードの代わりは誰でもできるし、きっちり、【癒】の勇者の村の連中の処刑はやろうっと。【癒】の勇者がノコノコでてくるといいなー。あいつ、そんなに強くないし。呼び出しさえすればイチコロのはず。でも、望み薄だなぁ。処刑でからぶったときの保険は用意しておくからいっか」

　彼女が保険と言ったのは隣国の勇者だ。

【剣】の勇者。

　現時点で最強の勇者であり、【術】の勇者であるフレアに惚ほれていた。

　最高の手足となって【癒】の勇者を追い詰めてくれるだろう。

「だけど、アレ。気持ち悪いのよね」

　少女は心底嫌そうな顔をする。【剣】の勇者の性癖は理解できない。世間一般では騎士道精神にあふれる美少年で通っている彼には、秘密があった。

【剣】の勇者は男装の麗人でありレズだ。

　その正体が女であることを知る者はごく一部しかいない。

　もし、男なら勇者同士ということもあり、シンボルとしての意味合いを考慮してあの姉にあてがってもよかった。

　だが、さすがに王女をレズに差し出すわけにはいかない。

　距離をとらせるように働きかけていた。

　だが、クズは死んだ。

　ならばこそ、心置きなく【剣】の勇者の恋愛感情を利用して害虫駆除に使える。

　王女フレアの仇かたきをとって欲しいと言えば、すぐにこちらに出向くと考え手を回したのだ。

　そして、もくろみ通り己の〝愛情〟というわけのわからないもののためにこちらに向かってきている。

　村人の処刑の際に【癒】の勇者を始末できなければ次はアレが活躍してくれる。

　それにしても……。

「あのクソレズ出迎えるのあたしじゃん。あああ、きっついなああ。あのクズのために悲劇に酔った妹の振りするの。あたし、あいつ嫌いだし」

　想像しただけで彼女には鳥肌が立っていた。

　その不快感で発生したストレスをジョンに叩たたきつける。

　ああ不快だ。

　クズで無能な姉も。何もできずに行方不明になった近衛騎士隊長も、気持ち悪いレズの【剣】の勇者も、その原因である【癒】の勇者も。

　全部、全部不快。

　この行き場のない気持ちはジョンを殴るだけではすっきりしない。

　そうだ、ちょっとストレス解消にあれをしよう。

　氷狼族の村では失敗したけど、後回しにしていた連中をこの機会に処理して、もし気に入った子がいればジョンの代わりにペットにしよう。

　今度は少しは優しくしないと。ジョン以外のペットはすぐに壊れてしまう。ジョンは丈夫だが飽きてきたのだ。新しいおもちゃは大事に使おう。

　亜人は人間より壊れにくいから少しは長持ちするだろう。
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「もう、朝か」

　宿屋の一室で目を覚ました。

　隣には氷狼族のセツナと元王女フレアで今は俺の従者となっているフレイアがいる。

　彼女たちの頭を順番に撫なでる。セツナのさらさらの白い髪も、フレイアのふわふわした桃色の髪も撫でていると楽しい。

　昨日のことを思い出していた。

　俺の故郷を滅ぼした張本人である近衛騎士隊長のレナード。

　奴を教育してやった。

　あいつは人の痛みを知らないから他人にひどいことをできた。

　そんな奴を憐あわれんで痛みを教えてやった。これで今までの行いを悔い改め、真人間として生まれ変わるだろう……来世では。

　それにしても、気持ちよかったな。すっきりした。

　宿に帰ってきても昂たかぶりを抑えきれずにセツナとフレイアを押し倒した。いつもよりも燃えた。

　やっぱり、ストレスも性欲も溜ためては駄目だ。溜まれば吐き出さないといけない。

　今日もいい天気だ。うん、体も心も軽い。

「ケヤルガ様、おはようございます」

「おはようフレイア」

　フレイアも目を覚ましたようだ。眠そうに目をこすっている。布団がめくれ形がよく豊かな乳房が目に入ったので顔を埋める。

「きゃっ、ケヤルガ様、朝からいきなり」

「今は甘えたい気分だ。しばらくこうさせてくれ」

　フレイアはいい体を持っている。こういう母性に甘えるのもたまには悪くない。

　しばらくフレイアの胸の温かさと柔らかさ、匂いを楽しむ。

　下半身に温かい感触があった。

　下半身は布団をかけたままだ。布団をめくるといつの間にかセツナが潜り込んでいた。

「朝のご奉仕をやる。ケヤルガ様、今日も元気」

　セツナが上目遣いに見て、顔を赤くしながら短くそう告げる。

　フレイアへの対抗意識からかいつもより張り切っている。

　濃さが重要になるので、レベル上限をあげるためには朝にするのは効率的だ。

　セツナが奉仕を始める。

「だいぶ上達したな」

「ん。ケヤルガ様に喜んで欲しいから、工夫してる」

　これはセツナの日課だ。教え込んだ甲か斐いがあった。最近ではこれがないとぱっちりと目が覚めない。

　朝から二人を可愛かわいがってやった。今日も新たな一日が始まる。





◇






　今日も食堂を使わずに朝食を部屋に運び込んでもらっていた。

　それだけでなく、来客がいた。

「なんで、あなたがいるのですか？」

　フレイアが若干顔を引き吊らせながら問いかける。

「情報を持ってきたのよ」

　朝の日課を終わらせたあと、【剣聖】クレハがやってきていた。見事な銀色の髪を風になびかせる姿が様になっている。

「それはケヤルガ様……ごほんっ、ケヤル様に関係があることですか」

　フレイアは少し不機嫌だ。どうもクレハのことをよく思っていない。

　セツナのほうは、割り切っている。彼女は自分も可愛がってもらえればそれでいいが、フレイアからは俺を独占しようという気持ちが見え隠れする。

「ええ、重要な情報よ。それと、ケヤルと言い直す必要もないし、あなたをフレイアと呼ぶことにしたわ」

「ありがたいですね。今の私はフレイアですから」

　これは俺が二人きりのときにクレハにお願いしたことだ。

　王女フレアであることは、誰にも知られるわけにはいかない。普段からフレイアとして振る舞ってもらわないといけない。さらに言えば、【剣聖】であるクレハが目上に対する態度をとれば何事かと周りに見られる。

　という理由で、フレイアと呼び名を安定させ、なおかつ友達のような対応をとるようにお願いしていた。

「それで話を戻すわね。近衛騎士隊長のレナードが配下を四人連れて出ていったきり戻ってこないのよ。今、兵士たちが必死に探しているけど見つかってないわ」

　やはり、その件か。

　もちろん知っている。なにせ俺がその元凶なのだから。

「俺がやった。少しでも情報が欲しかったから情報提供者の振りをして近づいて始末した」

「どうして？」

「私怨が半分だ。真実を知ったフレアを殺そうとしたあげく、俺の故郷を滅ぼしたんだ。恨んで当然だとは思わないか？」

「もう半分は？」

「口封じ。あいつはフレアが生きていることを疑っていた。そんな奴を生かしておくわけにはいかない。加えて、もしかしたら、あいつが死ぬことで処刑が取りやめになる可能性もほんのわずかだがある」

　それらしい言葉を並べる。

　完全な噓うそではない。今言ったことも脳裏の片隅にはあった。本心を言うとあいつが憎くて、憎くてしょうがない。あの人を殺したあいつが生きていることが許せなかった。だから、殺した。あとはおまけだ。

「……納得したわ。でも、後ろの半分は無駄に終わったわね」

「それがお前の持ってきた情報か」

「ええ、処刑実施の日が決まったの。五日後にこの街のコロシアムを使って処刑が行われるわ。三日後にはそのことが街中に周知されるわね。あなたをおびき出すために」

　コロシアムか。

　あそこは奴隷同士や奴隷と魔物、あるいは魔物同士を戦わせる様を鑑賞する娯楽施設。

　勝敗を賭けるギャンブルも行われていて、血と熱狂が味わえる。

　あそこなら、公開処刑場には向いている。大量の観客を動員できるうえ、魔物をリングから逃さないように幾重にも仕掛けがある。魔物同士の戦いを客が安全に見るためのものだが、魔術的な結界と機械的な罠わな。その両方ともかなりの水準にある。

　もし、リングで殺される村人たちを助けようとすれば、魔物対策の罠と結界が発動し、閉じ込められてなぶり殺しにされるだろう。

「いい情報だ。早く知ることができたおかげで対策を打ちやすい」

「あなた、本気で村人たちを救うつもりなの？　自殺行為よ。せめて救うにしてもコロシアムではなく、輸送中を狙うべきだわ」

　たしかにそうだろう。

　リングから魔物が逃げないような罠を仕掛けているうえ、兵士たちが多数警備についているところを狙うなんて正気じゃない。

　ただ村人たちを救うだけなら輸送中を狙ったほうが安全で確実だ。

「それだと意味がない。今回のイベントは王国の闇を糾弾するために使う」

　コロシアムでの見せしめ。

　大勢の人間を向こうがわざわざ集めてくれるんだ。それを利用しない手はない。

「正気じゃないわ。死ぬのが怖くないの？」

「怖いよ。死ぬのは怖いに決まっている。だいたい、俺が捕らわれて、ただ死ぬだけで済むわけがないだろう」

　あいつらの残虐さはこの身をもって知っている。

　殺されるだけなんて、そこまで楽天的ではない。

「なら、どうして危険を冒そうとするの」

「この国を正すためにそれが必要だからだ。俺とフレアはこの国の闇と戦うために城を出て、ケヤルガとフレイアになった。誰かが動かないと、この国は悲劇を生み出し続ける。第二、第三の氷狼族や俺の村が生まれる。それを防ぐためなら命をかける意味がある」

　ああ、駄目だ。笑いをこらえるのが限界に近い。

　俺の本音を言えば、王国は俺を不快にさせたから奴らが嫌がることをする。それだけの話。

　俺には正義感なんてこれっぽっちもない。むかつくから殴る、気に入らないから殺す、犯したいから犯す。

　二度目の世界は、ただ気持ちよくやる。それだけだ。

　失敗したら、また魔王を倒してやり直せばいい。俺は俺の気持ちいい世界を得るためだけに存在している。

「そこまで考えていたのね。なら、反対はしない。私も協力するわ」

「ありがたい、引き続き情報をもらえないか」

「それだけでいいの？　私も戦うわよ」

「その必要はないよ」

「遠慮しないで、私はあなたの正義に共感しているの」

「クレハ、勘違いをしているな。遠慮じゃない。必要ないんだ。文字通り」

「コロシアムのリングでの処刑を止めるなんて無理よ。あのリングがどれだけ凶悪なものか知っているの？」

　あいつらがコロシアムを選んだ瞬間、ずいぶんと難易度は下がっていた。

　幾重もの仕掛けに守られたコロシアムのリング。

　そこを安全だと思っている。

「ああ、よく知っているよ。俺を信じてくれ。俺はできないことはしない。所詮、リングの仕掛けも人が作ったものだよ。説得は容易たやすい。五日も事前準備の時間があれば、俺の味方になるさ」

　からくりと魔術による守り。

　そういうものの説得は得意だ。それに、俺ならではのアレンジも加えよう。

　俺を仕留める罠だと思っているもの、それらが自分たちを襲うなんてことは夢にも思っていないだろう。

「わかったわ。ケヤルガがそう言うのなら信じるわ。また、情報を持ってくるわね」

　クレハが微笑し、立ち上がる。

　俺も立ち上がり彼女を抱き寄せ、キスをした。

「俺のためにありがとう。クレハ。助かるよ」

「……私は正義のためにやっているのよ」

　クレハが顔を赤くする。彼女の体が熱い。

　本当に扱いやすい女だ。

　自分が、王国を裏切っている自覚があるのだろうか？

「それと、一つ言い忘れたことがあるわ。留学からノルン姫が帰ってきたの」

　何気なく放たれたクレハの言葉。その言葉を聞いた瞬間、鳥肌がたった。

　あの女が帰ってきた？

　アレが？

　最凶の王族が、このタイミングで。

「フレイア、どうしたのかしら？」

「なっ、なんでもありません、急に、寒くなって」

　フレイアは俺以上の反応を見せている。

　奥歯をがたがたとならして、自分の体を抱きしめて小さくなる。

　記憶を消しているはずなのに、この反応。完全にトラウマになっている。

「二人ともおかしな反応ね。明るくて可愛らしいお人よ。彼女も間違った正義を振りかざす王国から解放してあげたいわね」

「そう、だな」

　顔が引き吊つる。

　アレを解放？　冗談だろう。アレはそんな可愛らしいものじゃない。闇よりも深い闇だ。規格外の異常者。

　芽を摘んでおくか。リスクを冒してでも今のうちに殺しておく必要があるかもしれない。

　……いや、やめておこう。この世界で俺を害さない限りはこちらから攻撃しない。それは俺の美学だ。

「今度こそ、本当にさよなら。ケヤルガ、私を頼りたくなったら言ってね」

「心強いよ」

　その言葉を最後にクレハが消えていく。

　……ノルン姫か。本当に嫌なことを思い出させる。

　もし、復ふく讐しゆうの対象になれば最優先で手を打とう。もし、今回の世界で俺を殺せるとしたら奴しかいないだろう。

　さて、それよりも今は目の前のことを考えよう。

　コロシアムに忍び込んで、すべての仕掛けを俺の味方に調教してやる。
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　ジオラル王国には勇者以外にも要注意人物は何人かいる。

　まずは勇者に次ぐ力をもった三英雄。

　この三人は【剣聖】に匹敵する力を持つ、王家の刀。王族の意思でしか動かないが、戦場に出れば鬼神のような働きを見せる。

　とくに、俺が警戒をしているのは【鷹眼】だ。あいつとは相性が悪い。できれば、会いたくないものだ。

　だが、それよりも厄介だと思っている存在がいる。

　それこそが、ノルン姫。フレアの妹だ。

　戦闘力という面では、ただの町娘と変わらない。だが、怖いのはその頭脳だ。もし、俺について十分な情報を集めた上で、ノルン姫が作戦を立案すれば、すべてが終わってしまいかねない。

　もし、チャンスがあるとすれば、こちらの情報が揃そろっていない段階で不意をつくこと。

　一度目の世界で、ノルン姫と会ったときのことを思い出していた。
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～一度目の世界　魔王襲撃の半年前。魔族領域にて～




　俺は薬物耐性を得たことでようやく自我を取り戻した。

　だが、そのことを半年近く隠している。

　それにはいくつか理由がある。今、逃げ出したところでどうにもならない。

　不意をつき、奇跡的にうまく立ち回れたとしても、せいぜい、俺を虐げた三人の勇者を殺して終わりだ。

　それで、いったい何になるというのだ？

　めちゃくちゃにされた人生は戻ってこない。

　俺は決めたのだ。王女フレアの記憶にあった魔王の心臓である賢者の石。魔術の力を爆発的に高めるあれを手に入れることで、世界そのものを【回復ヒール】して四年まえの状態に戻す。

　それから新たな人生。そう、俺が幸せになれる人生を歩むのだと。

　その目的を達成するには、こいつらと一緒にいたほうがいいし、けっして自我を取り戻したことを気付かれてはいけない。

　もし、気付かれてしまえば奴らはまた俺の精神を壊そうとするだろう。

　今度は、薬以外の方法で。

　だからこそ、壊れたふりをしている。

　……たまに思う。壊れていたほうが楽だったと。

　理性を保ったまま、あいつらの仕打ちを受けるのは地獄のような苦痛だ。

　同時にこれで良かったとも思える。どす暗い憎しみがどんどん積み重なっていく。どんな非道なことも躊躇ためらう必要がなくなった。

「さて、ようやく一人になれたか」

　今日は、粗相をした罰としてテントを放り出されていた。

　よくあることだ。かなり肌寒い。普通の人間なら体調を崩すだろうが、あいつらはどうせ俺が【回復ヒール】で自分を癒すとわかっていてこんな仕打ちをしている。

　自我を失っていたころはただ、自らの体を抱いて震えていたが今は違う。

　復讐のために牙を研ぐ。

　そっと、気配を消してテントから離れる。

　テントに音が届かないところまで来た俺は全身に魔力を循環させつつ、戦闘体勢に入る。

　勇者三人を出し抜いて、魔王の心臓である賢者の石を奪うには、力がいるのだ。

　本来、回復術士である俺に攻撃力はない。体術も身に付けていない。

　だが、【回復ヒール】の先の可能性を模索し、たどり着いた【模倣ヒール】、【改良ヒール】、【改悪ヒール】があった。

【模倣ヒール】を用いて他者の技能と経験をコピーして我が物とし、【改良ヒール】で自身を戦闘に適した肉体に作り替え、【改悪ヒール】により、敵を壊れた状態に癒すことで一撃必殺とする。

　どれも、強力だが。それぞれに大きな欠点がある。

　たとえ、経験と技能を【模倣ヒール】したとしても、それは本人の肉体に適した動きだ。俺の体で真似たところで大きく劣る。己の肉体で行うためのアレンジが必要だ。

　体を戦闘に適した形に作り替えたとしても、それを使いこなせるかは別問題だ。急激なバランスの変化で、まともに歩くことすら困難になる。作り変えた体を使いこなすだけの修練が必要。

【改悪ヒール】の一撃必殺も強いが、相手に触れなければ発動できない。

　超一流相手に、ただ触れることがどれだけ難しいかを俺は知っている。

　だから鍛えるのだ。

　夜の森のなか、【模倣ヒール】で得た、達人の動きを再現する。

　イメージとのずれを認識し、微調整していく。さらに、複数の達人の動きを組み合わせながら最高のものを探っていく。

　この作業に入ってから三か月。……ようやく、形になってきた。

「体術だけでも、相当なレベルにはなったな」

　ようやく次のステップに進める。

【改良ヒール】を行使する。

　それにより、素質値を速度に偏重させた。

　その状態で武術の型を行う。ひどい出来だ。

　予想はできていた。通常状態でやっとこなせるようになった技を二倍速でいきなりできるわけがない。

　だが、やらなければならない。達人たちは鍛え上げられた技術を技能とスキルの両方で強化する。

　その領域にいるのが、勇者たちであり、上位魔族たち。

【模倣ヒール】で奪えるのは経験と技能だけ。スキルは奪えない。なら、その差を複数の経験と技能を組み合わせ、俺に特化させた新たな戦闘スタイルと【改良ヒール】による圧倒的な速度で補い相手を凌りよう駕がする。

　攻撃力なんていらない。触れさえできればいい。

　だから、俺は【改良ヒール】で限界まで上げた速度域で、この戦闘スタイルを使いこなそうとしていた。

　一朝一夕で身に付くものではない。

　それぐらいはわかっている。

　だが、耐えるのも積み重ねるのも得意だ。

　あいつらに復讐をするためなら、どれだけでも耐えてみせよう。

　酷使した体が悲鳴をあげ、筋肉が断裂する。無理をし過ぎた心臓が爆発しているかのようだ。

　それを即座に【回復ヒール】することで特訓を継続。

　これがあるから壊れてしまいかねない無茶ができる。疲れを知らずに鍛錬を繰り返せる。精神の疲れだけは【回復ヒール】で癒せないが、黒い情念が俺を突き動かす。

　気が付いたら日が昇り始めた。

　今日の特訓はこれまでだ。抜け出したことがばれるわけにはいかない。焦らず確実に一歩ずつ進もう。

　確実に復讐を成し遂げるために。
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　俺たちの旅は徒歩が基本だ。

　最初は馬車を用意していたが、あっという間に戦いに巻き込まれて馬は殺され、荷台はお釈しや迦かになっている。

　回復術士の俺は無料で好きなだけ使えるエリクサー兼荷物持ちになっている。

　勇者パーティにいるおかげで、経験値は大量に入り、身の丈以上の巨大な荷物を持つことが苦にならない。

　王女フレアは、ずっと不機嫌だ。

　この徒歩での旅が続いて二か月ほどになる。食料や水は現地調達。魔族領域にいるのだから、街での補給も受けられない。

　王女として何不自由なく育てられたフレアにとって不便な旅は苦痛で仕方がないようだ。化粧品や、甘いお菓子など、どうやっても手に入らないものが欲しいと喚きたてている。

　自慢の薄桃色の髪も手入れができずに、べたついている。

　それでも、切らないのは彼女のプライドだろう。

「まったく、アレはまだでしょうか!?　そろそろ限界です。ブレット、約束の場所はここでいいのでしょうね？」

「ええ、間違いないでしょう。落ち着いてください。あまり騒ぐと敵が寄ってきます。せっかくの物資を魔物に奪われてはやるせないでしょう？」

　黒い肌でスキンヘッドの大男。【砲】の勇者ブレットはフレア王女をたしなめる。

　まるで、先生が生徒にするように。ブレットは、少年以外にはまともだ。勇者として戦っていないときは神父として孤児院を経営しており、子供たちにも周囲の人たちにも慕われている。

　子供たちは卒業するまでは──ブレットの好みに育てあげられ、性的な暴行を受けるようになり、最後にはもっとも美しい状態で保存されるとは知らずに──慕い続ける。

　奴は、信頼していた自分に裏切られる子供たちの悲鳴が好きだと、俺のケツの穴を掘りながら言っていた。

「そうですわね。……もう、魔族領域なんてこりごりです！　ノルンも何をやっているのでしょう。さっさと魔族の村や街を滅ぼして、拠点を構築すればいいものを！」

「僕も、それには賛成だね。僕たち勇者にこんな山賊まがいの生活は似合わないよ。拠点さえあれば……そこで人間らしい生活ができるのに」

　金の髪をした優男に見せかけた男装の麗人が同意する。

【剣】の勇者ブレイド。女しか愛せずに、女を抱くために男のふりをしている。そして、俺のことをフレアのお気に入りだと思い込んでおり、ことあるごとに暴力を振るう。

　最近では、旅のストレスまでぶちまけてくる。

　俺でなければ死んでいただろう。

　加えて、暴力だけではなくなった。

　フレアという理想の女がいるのに手が出せないブレイドは性欲を持て余していた。

　その矛先まで俺に向かってきたのだ。隠し持っていた女もののワンピースを俺に着せて、見た目だけなら、可愛い少女だから我慢してやると言いつつ蹂じゆう躙りんするのだ。

　そして、ことが終わったあとにお前のせいで、男に触れてしまったと理不尽に暴力を振るう。

　許せない。やられてわかったが、女装させられて、しかも可愛いと言われるのは男の尊厳がひどく傷つく。

　肉体の痛みや望まない性行為の恐怖よりも女扱いされたことに、とてつもない殺意を覚えた。

　絶対にこの屈辱は忘れない。

　いつか、やり直しをしたら。俺が男の尊厳を徹底的に踏みにじられたように、こいつには女であることを思い出させてから、徹底的に女の尊厳を踏みにじってやる。

　そんなことを考えていると、ブレットが神砲タスラムを構えた。

「ブレット、今から来るのは待ちに待った補給ですわよ？」

「いえ、違います。私が鍛えたあの子たちなら、もっとうまく気配を隠す。敵の可能性がありますね」

　俺たち勇者パーティは孤立無援で魔族領域にいる。

　魔族領域にいる魔族と魔物はとてつもなく強く、拠点や補給地点の構築を許してもらえない。

　そして、勇者である俺たち以外は早々に命を落とし、護衛の意味をなさないからだ。

　とはいえ、完全な無補給では限度がある。

　一月に一度ほど、【砲】の勇者ブレットが育て上げた、暗部のものたちが最低限の物資を運んできてくれる手はずになっていた。

　しかし、ブレットの言葉では、近づいてきているのは暗部のものではないらしい。

「ふふふ、いい度胸ですね。私が楽しみにしていた補給の邪魔をするとは。灰すら残しませんわ」

　フレアが魔力を高めつつ杖つえを構える。桃色の髪が光り、浮き上がる。

　フレアが本気で戦うときは、いつもこうなる。

　そして、来訪者は現れる。

　ブレットが神砲タスラムをおろし、フレアは魔力の高まりを抑える。

「ノルン、いったいどうしてあなたがここに？」

　現れたのは、騎馬隊だった。

　ひと際、立派な白い馬に乗る騎士、その後ろに一人の少女がいた。
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　フレアと同じ桃色の髪。森の中なのに仕立てのいいドレスを着ている。フレアと違って発育はさほどでもないが妖精の様な可か憐れんさがあった。

　その少女は美しい顔をしていた。なにより目を引くのはその目だ。強い知性の輝きと自信を感じる。

　ノルン姫。王女フレアの妹にして、魔族討伐における最高司令でもある。

「せっかく、フレアお姉さまのためにとびっきりのプレゼントを持ってきてあげたのに、ひどい言い草」

「あなたのそういう回りくどいところ。あまり好きじゃないです」

　フレアがそう言うと、何がおかしいのか、くすくすとノルン姫は笑う。

「わたしはフレアお姉さまのそういう顔、好きなの……でも、時間もないし、ネタバレしちゃおうか。魔族の街一つ、占領して補給線を引いたのよ。これからは、その街を拠点にして、魔族と戦えるの」

　フレア、ブレイド、ブレットの三人が目を見開き、そして安あん堵どの息を漏らした。

　拠点があり、定期的な補給が受けられる。なにより、人間らしい生活ができる。

　それは、彼らにとって何よりの安堵だった。

「ありがとう。ノルン。これで毎日お風呂に入れますわ」

「感謝してよ。まあ、フレア姉さまたちのおかげだけどね。ブレットが定期的に送ってくれた魔族と魔物の能力や習性、分布、地形、地図 etc。補給のたびに情報をくれたから、実現できたの」

　フレアとブレイドがブレットの顔を見る。

　黒い肌の大男は、毛のない頭をかく。

「ブレット、そんなことをしていましたの？」

「ええ、まあ。それが先遣隊の仕事です。大部隊を動かすのには情報が必要だ。そして、これだけの情報を揃そろえればノルン姫ならやってくれると信じていました」

　ブレットは、戦闘力、サバイバル技術の他にも、諜ちよう報ほう面にも精通している。

　この数か月の旅は、未知の地である魔族領域を調べるためでもあった。

「では、さっそく案内してあげる。私が確保した、魔族領域での人類の拠点に」

　ノルンがニコリと微笑ほほえむ。

　それを見て、ひどく寒気がした。
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　街に着いて、吐きそうになった。

　そこにあるのは死体の山だった。魔族も、人も、等しく積み重ねられている。

　さすがの勇者一行も閉口している。

　魔族というのは、見た目は亜人と変わらない。極端なことを言えば、魔物を従える力を持つ亜人が魔族だ。

「あっ、井戸の水を飲んだら駄目だからね。たっぷり、毒が入ってるよ。一週間ぐらいできれいにできるかな？」

「毒？」

「魔族ってさ、強いのに頭が悪いんだよ。こんな大きな街なのに、水源を守るって発想もなかったみたいだね。外からつついて、籠城させて。あとは水源に毒をたっぷり入れれば、簡単にくずれて拍子抜け……まあ、たぶん強いから人間が得意な姑こ息そくな手をあまり警戒しないのかな？　これに気付けただけで収穫かも」

　可憐な少女の口から、世間話のように非情な戦術が語られる。

【剣】の勇者ブレイドは周りを見ながら、問いかける。

「どうして、皆殺しにしたんだ？　その戦い方なら、早々に決着がついていただろうに」

「外に、この街が占領されたことを伝えられたら、面倒。だから、一匹も逃がさないようにかなり注意したの。別の街の魔族に助けを呼ばれたらうざい。まあ、がんばったけど、どこからか情報が漏れて、いつかは魔族が攻めてくる。そのときに、内側から暴れられたらうっとうしいでしょ？　だから皆殺し」

　ノルン姫の立案した作戦に参加したことは何度かあるが、彼女の作戦には、人道的な配慮というものが欠けている。効率しか見えていない。

「あっ、噓うそだ。皆殺しはしてないよ。ちゃんと、情報を集めるために必要なのは残してる。情報を持っている人と、その人の大事な人。おかげでじゃじゃーん。魔族領域の地図！　これが手に入っちゃった。魔族の街とか村がどこにあるか、わかっちゃったの。これで面白い手が打てるんだ」

　童女のように、ノルン姫は笑う。

　その笑みはフレアに向けられていた。

「休憩してからと思ったけど、ちょうどいっか。フレアお姉さまに任務を与えます！　この拠点を失わないための、大変重要な任務なの」

　嫌な予感しかしない。

　だが、ノルンの言う通り手を打たなければ、この拠点がすぐに奪還されてしまうのは目に見えている。

「防衛線をどこかに作るから、そこで砲撃をしろってところかしら？」

「そんな、眠いことするわけないよ。守りに入ったら、戦いは終わりだからね。……三英雄の【神速】のガルドを連れてきているんだ」

　勇者に次ぐ実力をもつ、三英雄。【神速】のガルドといえば幻獣グリフォンを操る男だ。

　グリフォンは、人を乗せて空を飛ぶ。それも羽音一つ立てずに。

「ガルドの操るグリフォンの後ろに乗ってね……」

　ノルンは、魔族から手に入れた街と村が記された地図に、羽ペンを突き立てる。

「こういうルートで夜間飛行。安心して、ガルドは夜でもグリフォンを操れるから……それで、すれ違い際に、フレアお姉さまの第七階位火炎魔術【煉れん獄ごく】でどっかん！　あれ、半径一キロぐらいどっかーんってして、ぶわーって燃え広がってすごいよね。一日三発撃てたよね。それで一日三つの街を燃やしてほしいんだ。撃ったあとは、着弾すら見なくていいから。さっさと闇夜に隠れて、次の街へ。簡単でしょ？」

　その言葉を理解して、さすがの勇者たちも青ざめる。

　それが意味することは。

「待ってください。それはさすがに」

「えっ？　こんな簡単なこともできないぐらいフレアお姉さまは無能？」

「できますけど、問答無用にたくさんの魔族を殺してしまいますわ。それこそ無差別に女性も子供も関係なく」

「だからいいの。いい？　この街がやばいってなったら、この街に魔族の軍勢がくるでしょう？　でも、いろんな街で何百人も何千人も死ぬような、爆撃がされたら、それどころじゃない。確実に、向こうの戦力が分散される……それどころか、自分の街を守るのが最優先で、他の街を助けに戦力を派遣しようなんて思わないはず。ほら、この拠点はずっと安全になる！」

　感情では否定的だが、誰も反論を言えない。

　それがもっとも、安全かつ効果的だからだ。

「ですが、ノルン」

「ねえ、フレアお姉さま？　まさか私に逆らうつもり？　フレアお姉さまは、高性能な大砲で、バカな民衆をだますぐらいしか能がないんだから、それぐらいちゃんとやって」

　ノルンの眼は冷たい。その瞳で見られたフレアが震えている。

「わかりましたわ……この拠点を守るために、その任務をお受けします」

　フレアは自分の体を抱きつつ、頷うなずいた。

　ノルンは満足げに頷いて。フレアの耳元に顔を近づける。

　そして……。

「女性も、子供も、老人も、まとめて大量虐殺。がんばってきてね。フレアお姉さま」

　そうつぶやいた。

　フレアの肩がびくっとなった。

「フレアお姉さまは、仮設の指令室で作戦会議。部下に、詳細を伝えてるから、ちゃんと話を聞いてね。えっと、残りの勇者様は、金持ちっぽい魔族の屋敷を使えるようにしておいたから、そっちに案内させるね」

　ノルン姫は首をかしげる。

　そして、俺のところまでやってきた。俺の目を覗のぞき込んで……にまっと笑った。

　ノルン姫は、ブレイドとブレットを案内役の騎士に預けて俺から引き離すとようやく口を開いた。

「へえ、壊れてたのに直っちゃったんだ。フレアお姉さまは、本当に間抜けだよね。大事な大事なお気に入りが、直ったことにすら気付かないなんて。ああ、安心して。私は、あんたが直ったことをばらしたりしないから……その代わり、お願いがあるの。よかったね。あの女のお気に入りで。私にも使ってもらえるんだから」

　俺には、それが悪魔の契約のように思えた。
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　……悪魔との契約というのは、ああいうのを言うんだろう。二度目の世界では、ノルン姫とは関わり合いたくない。関わるとしても、こちらの情報をノルン姫が持っていない状況でだ。

　ノルン姫に、手札を知られた時点で勝てる気がしない。

　俺は、深く息を吐いてから宿を出た。

　もうすでに辺りは真っ暗だ。

　コロシアムにて故郷の人々の処刑が行われる。

　処刑が行われる寸前に襲撃をして人々を救うのだが、いくつか問題がある。

　まず、護衛の兵士を突破しないといけない。こちらは問題ない。【剣聖】クラスの実力者がいない限りは一蹴できる。

　そして、もう一つはコロシアムの罠わなを突破する必要があるということ。

　コロシアムは魔物同士の戦いすら見世物にする関係上、観客が安心して観戦できるようにリングに仕掛けがされている。

　その仕掛けは二つ。

　一つは二か所しかない門が分厚く重い鉄の壁に閉ざされてしまうこと。

　もう一つは二種の魔術結界が同時に張られること。

　ドーム状に内側から出られないような防御結界が張られ脱出を困難にする。

　あれを無理やりぶち破るには、【砲】の勇者や【術】の勇者クラスの火力がいる。

　厄介なことに、二つめの結界はもっとうっとうしい。

　弱体化の呪術に近い結界で、リング上の生物から魔力と体力を吸い上げ続ける。さらには吸い上げた魔力で結界の強度を増し続けるという悪夢のような結界だ。

　さらにいえば、専用の首飾りをしていれば結界の影響を受けないので護衛の兵士どもは弱体化しない。

「閉じ込められたあげく、体力と魔力を吸い上げられ、敵さんには影響がない。俺でもどうしようもなく殺されただろうな。何も知らなければ」

　俺は薄く笑う。

　深夜だけあって、コロシアムに忍び込むのは簡単だった。さて、お仕事だ。

　結界が厄介なものならあらかじめ手を加えて無力化しておけばなんの問題もない。

　それどころか、結界を利用してやることもできる。

　考え事をしていたせいか、見張りに姿をさらしてしまった。

「貴様、何も」

　コロシアムの見張りが声をあげる。だが、最後まで言葉を言い終えることなく喉を押さえて全身を痙けい攣れんさせ始めた。

　俺が喉に針を投ばしたのだ。

　即効性の神経毒。無用な殺生を避けるために一時的にしびれるだけで殺傷力はない。

　見張りの頸けい動どう脈みやくを締めて意識を飛ばす。

「【回復ヒール】」

【回復ヒール】の力で記憶を読み取る。

　見張りの配置や交代の時間。それに……。

「なるほど、そこにあるのか」

　俺はにやりと笑う。

　今回の目的は結界を弄ることだが、ここの結界を弄れるかは怪しい。できる、できないは半々といったところ。

　それほどまでに、ここに仕掛けられている結界は規格外の代物だ。

　だからこそ、保険として結界の影響から免れることができる首飾りを盗んでおく必要がある。

　首飾りの隠し場所は読み取れた。

　俺は気絶した見張りを物陰に隠して速やかに首飾りの在処を目指す。
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　首飾りが保管されているのはコロシアムの南東にある宝物庫だ。もうすぐ到着する。

　注意が必要だ。

　ここから先は一度たりとも戦闘をしてはいけない。

　宝物庫の前で争いがあったら何かが盗まれているのではないかと疑われてしまう。俺が首飾りを手に入れている可能性があるという情報は敵に渡したくない。

　定期的に宝物庫の中身の精査はするだろうがそっちの対策はちゃんとある。

　ポケットを叩く。よし、落としてはいないな。

　ちなみに俺の今のステータスは潜入に特化されている。
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　俺は他人の技能を【模倣ヒール】できるが、最大で五つまでしかセットできない欠点がある。

　今回は、いつも愛用している超高速移動技術である【縮地】。極限の集中力を発揮し体感時間を操る【明鏡止水】の二つを解除し、代わりに隠おん密みつ行動時に役立つ【気配遮断】。そして鍵開けや罠感知など、探索者スカウトとして必要なスキルが一通り強化される【探索】をセットしている。

　気配を消しながら、なんとか宝物庫にたどり着き、錬金魔術で手持ちの金属を溶かして鍵穴に流し込み固めて即席のカギを作り上げる。

　魔術的な罠が仕掛けられていたので慎重に無力化した。

　宝物庫に入り、厄やく除よけの首飾りを探す。

　赤いルビーのような宝石をあしらった銀の首飾り。

　懐かしく感じる。

　一度目の世界では王女フレアに嫌がらせで無理やり、コロシアムで戦わされたことがある。そのときに身につけさせられた。

　その頃の俺は薬漬けの廃人で、ろくに動けない状態なので、魔物をけしかけられて大観衆の前で一方的にいたぶられて殺されかけた。

　当時のフレアと【剣】の勇者のブレイドいわく。弱くて使えない俺を教育してくださったらしい。思い出すとむかついてきた。

　ひどい経験だったが、おかげでコロシアムの結界の存在と厄除けの首飾りのことを知ることができたのだ。そのことは感謝しよう。

　宝物庫から厄除けの首飾りを回収し、代わりに錬金魔術で作った偽物を置いておく。

　高度な魔術知識がなければ見抜けないだろう。

　さあ、保険は用意した。本番に行こうか。
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　結界というのは二つの要素で成り立つ。一つは魔力源の確保。二つ目は陣による術式の設計。

　驚いたことにコロシアムの魔力源は観客だった。

　観客席すべてに魔力吸収機能がついている。

　人間はみんな無意識に微量の魔力を漏らしている。その微量な魔力も観客すべての魔力をかき集めればバカにできない。

「とんでもないな。こんなこと可能なのか」

　俺が驚いたのは、そんなことは今の技術では不可能だからだ。

　空気中の魔力の利用は軍でも研究されている。人間が常に漏らす微量の魔力だけでなく、戦場では魔術を発動するときに変換しきれなかったロスが無色の魔力として空気中に漂う。

　規模の大きい戦いほど、魔力が異様なほど満ちている。もしそれを攻撃魔法に転換できれば勇者クラスの魔術が発動できる。

　だが、それを為したという話は聞かない。

「このコロシアム自体が遺産だからな」

　遺産。それはこの時代の技術では再現できない進歩しすぎた技術の総称。

　この街は遺産であるコロシアムを目当てに人が集まりだしたことで栄えていった。

　無数の人間の技術、知識、経験。それらを持っている俺が手を出せないかもしれないと考えたのは、これらがオーパーツであり人間が制御できる代物ではないからだ。

　エコー代わりに俺の魔力を結界に流し、結界の術式を確認する。

　動力に使われる魔力吸収技術は弄りようがない。なら結界を構築する術式の部分はどうか。

　自分の口角が吊つり上あがるのを感じる。

「なるほど、こっちは人の手による後付けか。魔力吸収と結界の動力への転嫁部分はさすがに弄れないが、それ以外は後から付け足されている。人間に作れるものなら……」

　脳裏に浮かぶ、このコロシアムの術式は俺が理解できるフォーマットで作られた既知の技術。

「俺に弄れない道理はないな」

　思考を全力で回転し、術式を解析。さらに俺の必要とする機能を想定し最終的な完成形をイメージ。問題点の抽出、改善点。再精査。

　よし、設計はできた。さあ、作業に入ろうか。

　術式に俺専用のバックドアを設置。物理的にも魔術的にも結界を弄っていく。

　三十分もしないうちに、この結界に秘密の機能が追加された。

　俺の合図一つで、この結界は別の顔を見せてくれるだろう。

　楽しみだ。

　俺を閉じ込めて無力化しようと、必勝の確信をもって奴らは結界を発動させる。

　その結果、自分たちが地獄に堕ちるのだ。

　どんな間抜けな姿をさらしてくれるだろう。

　必勝を信じて油断しきって次の瞬間に絶望する。そういう人間を見るのは何より楽しい。

「さて、帰ろうか」

　目的が済んだからには速やかに撤収だ。

　俺は術式を弄ったことに気付かれないように細工をして、誰にも気付かれないままコロシアムを後にした。

　狩人かりゆうどを気取った豚どもを血祭にあげるための罠をしっかりと用意した。もうここに用はない。







[image: 第十七話　回復術士はかつてのパーティを懐かしむ]







　コロシアムの結界に仕掛けを加えた翌日、俺は氷狼族のセツナ、従者のフレイアとともに街の外に出ていた。

　街の門には常に王国の兵士が張り付き、一人ひとり出入りする人間を調べている。

「ごくろうなことだ」

　さすがに鑑定紙は使っていないか。

　王国といえどもこの街を出入りする人間すべてに鑑定紙を使うのは無茶だ。

　クラスを聞いて回復術士と答えた場合だけ鑑定紙を使っているようだが間抜けとしかいいようがない。

　こんな状況で俺が回復術士と答えるわけがないだろうに。

　俺たちはなんの苦労もなく門を通り抜ける。

　これでは税金と兵力の無駄遣い。やはり王国は糞くそだ。
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　騎乗用のラプトルを駆り、魔物が多い森の中を目指す。

　いつもの通り、俺とラプトルの首の間に小さなセツナが挟まれ、フレイアが後ろから抱き着いてくる。

　ここに来たのは少しでもレベルをあげるためだ。

　強くなればなるほど生存率はあがる。

　とくに、セツナはレベル上限がだいぶあがってきており、貯め込んだ経験値はすべて消費しきった。もうレベル上限があがると同時にレベルがあがることはない。

「ねえ、ケヤルガ様。一つ教えて」

「なんだ急に」

「ケヤルガ様って、どうして復ふく讐しゆうをするの？　憎い相手を殺しても誰も戻ってこない。そんなことのために自分と誰かが傷つくのはバカらしいって思うことはない？」

　なかなか深い質問だ。

　きっと、それはセツナ自身の悩みでもあるのだろう。

　彼女がこんなことを聞いたのは、アンナさんを殺した報いを受けさせるために、近衛騎士隊長を殺したことを話したからだ。

　その行為は無駄以外の何物でもない。今回、コロシアムで行われる処刑を止めるために乱入し村人を救う。これには意味がある。

　だが、あの時点で近衛騎士隊長を殺したところで誰も救われない。

　では、どうしてそんなことをしたのか？

「憎い奴がのうのうと生きているだけで虫むし唾ずが走る。そいつらが苦しむ姿を見ると心の底から楽しいし、気持ちいい……昂たかぶるんだよ。まあ、楽しいからやる。それだけだ。生産的じゃないし建設的でもない。ただの趣味だな」

　楽しくて気持ちいい。それ以上は何も望まない。

　そして、復讐のためにすべてをささげるつもりなんて毛頭ない、俺は幸せになりたいのだ。復讐を終えたあとのほうが人生は長い。復讐が終わったら何も残らない人生なんてむなしい。

　その幸せになるための娯楽の一つに復讐があるぐらいの認識だ。俺は面白くおかしく生きるために行動している。

　フレアに復讐したときのことを思い出すと、今でも興奮するし、フレイアとなった彼女を抱くたびにあのフレアを自由にしているということが愉悦になる。

　近衛騎士隊長のレナードが嬲なぶられている様も最高に笑えて興奮した。

　自然と笑みがこぼれる。

「ケヤルガ様の復讐は楽しいからやってる……そう、セツナもその気持ちはわかる」

「セツナは氷狼族の生き残りを守ったけどさ、それ以上を考えなかったか？　逃げて行った兵士たちの居場所を突き止めて殺そうとか」

「思ったけど、我慢した。それよりもケヤルガ様のために役立つことが優先」

「セツナはそれでいいと思うよ。まともだ」

　俺は、そのまともを踏み越えた。復讐をどれだけ楽しめるかはそいつの適正によるし、人によっては楽しくもないのに、そうしないといけない脅迫観念に突き動かされる。そういう連中は不幸だ。復讐を楽しむのではなく復讐にとらわれている。

「ん。セツナはまともでいる。ケヤルガ様の復讐はいつまで続くの？」

「どうだろうね。殺したいほど憎い連中はそんなに多くはないかな。あとから湧いてくる連中はしらないけど」

　俺は俺から奪う奴を絶対に許さないし許せない。新たに害虫が湧き出したらぷちぷちその都度つぶす。

　セツナが復讐なんて言うものだから、一度目のことを思い出した。

　一度目の世界は地獄だった。

　世界を救った勇者のパーティははっきり言って異常だ。

【術】の勇者である王女フレアは俺を犬扱いし、ひどい仕打ちを繰り返した。

【剣】の勇者は極度の男嫌いの女好きで、男嫌いのくせに女を誘惑しやすいからと男装をし、男として振る舞う。王女フレアに惚ほれていて、彼女が犬扱いで俺への仕打ちをすることにすら嫉妬し、汚らわしい男のくせにフレア様に触れるなと言って暴力を振るった。

　フレアはそれを知っていてあえて【剣】の勇者の嫉妬心をあおるようなことをして、そのせいで何度も殺されかけた。

【砲】の勇者は頼れる兄貴分と見せかけて中身は最悪だ。

　奴は少年大好きの小児性愛者だ。可愛い少年が大好きで、俺の見た目は大層気に入ったらしい。飯を抜かれて飢える俺に、口移しで食べ物を与えようとしたり、性的ないたずらを日常的に行ってきた。

　やっかいなのは、俺はお前のためにやっているんだと親切の押し売りをしつつ、少しでも奴の期待から外れた反応をすると容赦なく暴力を振るうこと。暴力が収まれば、泣いて謝る。そして……慰めるとか罪滅ぼしとか言いながら俺の体を貪る。

　あげくの果てには、これ以上成長する俺を見ていられない、美しいまま保存すると何度か本気で殺されかけた。フレアが止めなければ本当に死んでいただろう。あれ以上に最悪な男好きを俺は知らない。

　冷静に考えると、一度目に世界を救ったパーティはどう考えてもおかしい。フレアが比較的まともにすら見える。

　まとめてみよう。

【術】の勇者フレア……二重人格レベルの精神破綻者。表の顔は聖女そのもの。裏の顔は残虐で弱いものいじめが大好きのサディスト。他人の痛みを理解できず、利用できるのであればなんでも利用する氷の女。

【剣】の勇者ブレイド……見た目は好青年で人々の規範となる存在。その正体は男装した女好き。極度の男嫌いかつ、異常なまでに嫉妬深い。気に入った女に近づいた男への精神的、肉体的な仕打ちは想像を絶する。

【砲】の勇者ブレッド……勇者の中で最年長。経験豊富で便りになる兄貴分。いついかなるときも冷静で勇者たちを支え続けた。だが、その実態は少年大好き変態野郎。そっち方面は一切の自制が利かず、可愛がりはするが思い通りにならなければすぐに癇かん癪しやくを起こす。そのうえ、少年が成長することを許せず、殺してショタのまま終わらせようとする殺人鬼。

　まともなのは俺しかいなかった。その俺も薬漬けの廃人で壊れていた。

　途中で正気に戻りはしたが、むしろ正気に戻ったあとのほうが、なまじ意識がある分辛かった。

　よくもまあ、こんな連中で魔王討伐の旅なんてできたものだ。

　むしろ途中で全滅したほうが世界のためだったかもしれない。

「ケヤルガ様、笑ってる」

「ちょっと、昔を懐かしく思ってね。仲間のことを思い出していたんだ」

「ケヤルガ様の仲間？　少し気になる」

「愉快な連中だよ」

　愉快すぎて殺したくなるぐらいに。

　俺が笑っていたのは、もし【剣】の勇者や【砲】の勇者に会ったときにどうするかを考えていたからだ。

　こっちの世界のあいつらが、まともなら見逃そうと思う。未来に罪を犯すからと言って罰を与えるような心の狭い男じゃない。

　だけど、あのクズどもが今回の世界で真人間になっているなんてありえない。

　そうだな、もし【剣】の勇者がクズなら大好きなフレアの見ている前で男どもに輪りん姦かんでもさせようか。きっと喜んでくれるだろう。俺は優しい。男の良さというものを魂の底まで刻んで、男なしでいられない体にしてやる。女好みの心を残したままで。

　もし【砲】の勇者がクズなら二度といたいけな少年たちに悪さができないように両手両足を切り落とし、局部と舌も奪ってやろう。だれも近づかないぐらいに醜悪な顔にして、一生最底辺を這はいずりまわるしかできないようにしてやる。

　そうだ、奴には勇者業で得た金で得た自慢のコレクションがある。奴いわく成長しすぎるまえに時を止めて保存しているもの。あれを利用すればより深い絶望を味わわせられるだろう。

　そろそろ狩りのポイントに到着。昔を懐かしむのは終わりにしよう。

「セツナ、フレイア、気を引き締めろ。そろそろ魔物の群れがいるポイントだ」

「ん。わかった」

「ケヤルガ様、今日はがんばります！」

　二人が気合を入れ始める。

「フレイア、俺が教えた魔術をこの場で使ってみてくれないか？」

　実は、戦力を増加させるためにフレイアに彼女が使えそうな魔術を教えていた。

「やってみます。【熱源探査】」

　その魔術は火の魔術の一種。

　熱源を感知する索敵魔法。

「見つけました。南東二百メートル先に、魔物が二匹固まってます。形状からしてオーク種です！」

「さすがはフレイアだな。いい腕だ」

　ラプトルをフレイアが指示したほうに走らせる。

　普通の魔術士ならせいぜい三十メートルが限界だというのに、今、彼女は二百メートル先の魔物を捉えた。

　最大レンジはさらにその先。

　こういった、索敵魔術は下手な攻撃魔術よりもずっと価値がある。

　敵の位置がわからなければどれだけ攻撃力があろうと意味がない。

　今までのフレイアは、ただの大砲でしかなかった。斥候による情報収集がないとその価値を発揮できない。

　だが、この魔術を得たことでフレイアは変わった。

　すべての敵を捉える最高の目を得て、単独でも機能するし不意討ちも受けにくい。

　気配を消そうが、音を立てなかろうが、身を隠そうが、体温を消すことはできない。そんな有用な索敵を数百メートル先まで可能。どこにいるかさえわかれば、フレイアならどれだけ離れていても狙撃できる。

　反則とも言っていい魔術だ。さすがは【術】の勇者というところか。

「ケヤルガ様、この魔術はおそろしく便利ですね」

「まあな、俺が作り出した魔術だからな。絶対にこの魔術のことは人に言うなよ」

　ちなみにこれは俺のオリジナル。

　この世界で使えるのは俺とフレイアだけだ。絶対に秘匿する必要がある。

　便利ということは他人に利用されれば厄介ということであり、さらに言えば、こちら側がどんなにうまく隠れようが容易に発見されるというリスクを負うことを意味する。

　フレイアが見つけた敵の前にたどり着いた。

　さあ、狩りの始まりだ。

【熱源探査】のおかげで、最高効率でレベルあげができるだろう。たっぷりとレベルあげをして、村人の公開処刑に備えよう。
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　狩りを開始する。

　今回の鍵となるのは、新たにフレイアが覚えた【熱源探査】。

　これは、周囲の熱量を色分けして術者に可視化したイメージを与えるという魔術。

　俺が何人もの魔術士の知識を得たことで編み出したものだ。

　常日頃から実戦でもっとも必要なものは、優れた目だと考えている。

　いかに高い攻撃力があろうと、それを振るうべき敵を見つけることができなければ意味をなさない。

　いかに優れた防御力があろうと、不意の攻撃を受ければ致命傷を負って倒れる。

　相手より早くその位置を把握する。それ以上の必勝法はない。そのための結論として編み出した魔術。

　どれだけ、優れた気配遮断の能力を持とうが、音や臭いを消し死角に潜もうとも体温を消すことは不可能だ。

【熱源探査】は最強の探索魔術であることは間違いない。

　今、フレイアの脳裏には前方だけではなく全方位が映し出されている。

　これは実戦でこそ輝く魔術だ。

　現に今も、二百メートル先にいた敵を捉え、その輪郭からオーク種だということまでわかっていた。

　よし、もう一つの魔術も試しておこう。

「フレイア、もう一つの魔術を試したい。ここから狙えるか」

「もちろんです」

　フレイアが自信満々に頷うなずいた。

　それを確認してラプトルの足を止めた。狙撃であれば安定した足場が必要だ。

　フレイアが右手をまっすぐ伸ばす。

　フレイアは【攻撃魔法（全）】という技能をもっている。

　これは全属性の魔術が使用できるという非常に稀け有うな技能だ。通常であれば【攻撃魔法（炎）】などの一属性しか扱えない技能を習得する。

　すぐれた魔術士であれば【攻撃魔法（炎雷）】などの二属性を持つこともあるが、俺の知る限り全オ属ール性マジ魔ツク術ユー士ザーはフレイア一人だけ。

　全属性を使えることによる強みは二つ。

　一つは状況に応じて最適な魔術が使えること。

　たとえば、攻撃力最強は炎だ。魔力消費量あたりの攻撃力は全属性の中で最強。

　もちろん、欠点もある。森で使用する場合は周囲へ燃え広がるリスクがある。洞窟内で使えば酸欠や一酸化炭素中毒で自滅しかねない。ほかにも炎に耐性を持つ魔物相手では役立たずとなる。だが、フレイアの場合は森の中では氷属性に切り替えるという芸当が可能。

「氷の槍やりよ……」

　フレイアの魔術で氷の槍の穂先が宙に浮かぶ。

　鋭い先端からは冷気がこぼれている。

　氷属性なら森でも周囲を気にせずに使える。

　だが、氷属性にも弱点がある。氷属性の魔術は冷却の力や氷を生み出す魔術。

　つまるところ、氷の槍を飛ばす力はない。無属性の魔術で弾く必要がある。

　無属性の魔術というのは非常に効率がわるい。もし、魔力の塊をぶつける行為に十分な威力があれば、だれも属性魔術なんて使わない。

　各属性の力に手間をかけて変換するのはそうすることが最善だからだ。

　炎属性であれば、押し出す力が弱かろうが炎には質量がないのでよく飛ぶし、届きさえすればその熱量だけで攻撃力を発揮できる。

　だが、氷には質量があり、飛ばすのに必要な力が大きい。魔力の塊で押し出すだけではろくに飛ばない。炎と違って氷の塊に攻撃力と殺傷力を持たせるにはある程度の速度が必要。氷属性はコストパフォーマンスが悪いというのは魔術士の常識だ。

「風の弾丸よ……」

　だが、全属性魔術士ならその問題を解決できる。それこそがもう一つの利点。

　二つの属性の魔術が同時に使えるのだ。氷の槍を押し出す力を、別の属性の魔術に頼ればいい。風の弾丸を使えば無属性の魔力の塊をぶつけるのと比較し、数倍の威力と速度で打ち出せる。

「混ざり合え！【氷槍風弾】」

　フレイアの魔術が完成する。氷の槍が音速を超える速度で打ち出された。

　俺は目に魔力を集中させ視力を強化する。

　フレイアの魔術が飛んだ先に目を凝らす。緑色の巨漢が二匹いた。体長が二メートルを超える巨漢でありながら、全身筋肉の塊。一流の戦士でも正面から戦うのは厳しい。分厚い肉の壁が剣を通さず、オークの一撃は必殺の威力。

　その難敵であるはずのオークの頭が吹き飛んだ。即死だ。

　音速を超える拳大の槍の穂を飛ばしたのだ。その破壊力は計り知れない。

　何より恐ろしいのは、この破壊力かつ高精度で狙撃できること。

　狙撃の精度の向上の理由の一つには【熱源探査】もある。目視による距離感の把握は非常に難しい。地形や障害物により対象との距離を誤認しやすい。だが、魔術の目で情報を脳裏に叩たたき込む【熱源探査】はそういった錯覚が割り込む余地がない。

　もう一匹のオークの頭が吹き飛んだ。

　ごくりと生唾を飲み込む。

「すさまじいな、フレイアの魔術は」

「ケヤルガ様が教えてくれたおかげです！　私は今まで二属性の魔術を組み合わせるなんて考えもしませんでした」

「普通は教えただけであっさりできるものじゃない」

　王女フレア。その人格はゴミ以下だが、魔術士としての才能は超一級。

　それを知っていたからこそ、俺は複合魔術を試させた。だが数時間教えただけでものにするのは想定外だ。

「ケヤルガ様の教え方がうまいんです。発想をもらって、コツを教えてもらって、それでできなければ、ケヤルガ様の従者として恥ずかしいです」

　謙虚なことを言っているが、鼻を鳴らして照れている。

　フレイアの頭を撫なでる。顔を赤くして体重を預けてくる。フレイアとなった今の彼女は素直で可愛らしい。

　俺のためなら喜んで死んでくれるだろう。もしものときは使いつぶしてぼろ雑巾のように捨てるつもりなので都合がいい。
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　一応、釘くぎを刺しておかないとな。

「複合魔術のことは人には言わないでくれ。【熱源探査】と同じく俺が編み出した秘術だ」

　複合魔術を使える魔術士は表向きには一人もいない。

　二属性の魔術を組み合わせるという、誰もが思いつきそうなことが広まっていないのは、それが不可能だと思われていたからだ。

　そもそも、二属性の魔術を使える魔術士というのが王国全土で十数名しかいない。

　そして、二属性の魔術を同時に展開できるほどの脳の容キヤパ量シテイーをもっているものはその中の一握り。

　さらに、それなりにコツがいり、できるまでやろうと考えるようなものはさらに少ないし、できたとしてそれを秘術とし隠匿するものがほとんどなのだ。俺がたまたま【模倣ヒール】した魔術士も切り札として秘匿していた。

「かしこまりました。ケヤルガ様との秘密、墓場までもっていきます！」

「そうしてくれ。たとえ、目の前で使ったとしても気付かれないだろうが、さすがに誰かに話せば広まっていくからな」

　複合魔術には様々な可能性がある。

　今回の氷と風を組み合わせた狙撃のように、炎と風を組み合わせて広範囲を高熱で焼き尽くす炎の嵐、炎の爆発で氷の散弾をまき散らす広範囲殺傷など、応用はいくらでも思いつくのだ。

「さあ、次にいきましょう。ラプトルで走りながら私の【熱源探査】を使えば、すぐに次が見つかります！」

「そうだな。そうしよう」

　フレイアの言う通り、ラプトルに乗って高速移動しながら【熱源探査】を使えば、範囲数百メートルの広範囲の網を張りながら、敵を探せる。

　しかも、敵を見つければ近づくことすら必要とせず狙撃で一発。

　超効率的で、最高に安全な狩り。

　狩りを始めると実際にその通りになった。一度目の世界でもこれほど効率が良く一方的な狩りを経験したことがない。

　実験してわかった。フレイアの最大探索レンジは三百五十メートル。【氷槍風弾】の精密射程距離は三百メートル。

　さらに付け加えるなら、全方位で展開している【熱源探査】を一方向に限定すれば五百メートル先まで検知可能だし、【氷槍風弾】は三発に一発程度、命中すればいい程度の精度でいいなら同じく五百メートル先まで狙える。ちなみに、フレイアは【氷槍風弾】を一秒に一発は撃てるし、魔力量がずば抜けているので数百発ぐらいなら顔色変えずに放てる。

　狩りを続けながら、冷たい汗が流れていた。

　一時間ほどの狩りでもう三十匹も魔物を倒した。

　フレイアに、【熱源探査】という最高の目と、長距離精密射撃である【氷槍風弾】を教えたのは間違いだったのかもしれない。

　強すぎるのだ。手を付けられない。

　誰よりも遠くから敵を見つけ、誰よりも遠くから圧倒的な攻撃力で敵を倒す。

　それ以上に強い戦法なんて存在しない。やりようによってはフレイア一人で一軍を相手にできる。要人の暗殺も容易たやすい。

　今回の処刑の妨害だって簡単だ。三百メートル先から【氷槍風弾】を撃ちまくればそれだけで敵を血祭りにあげられるだろう。

　同時に、何かの拍子で記憶を取り戻され敵に回ろうものなら、俺ですら防ぐ手立てがない。

　……今まで以上に注意が必要だ。

「フレイア、狩りのやり方を変えよう。セツナの訓練にならない。レベルあげだけじゃなくてセツナにも実戦の経験も積ませておきたい」

「そうですね。セツナちゃん、ごめんなさい。セツナちゃんの出る幕がなくて。セツナちゃんの自慢の耳と鼻も、私の【熱源探査】を使えば必要ないですし、私の【氷槍風弾】があれば魔物に近づかれることすらないですからね。セツナちゃんの活躍を奪ってごめんなさい」

「……フレイアの言葉は事実。だけどひっかかる言い方。言い返せないのが悔しい」

　セツナがつまらなそうに言った。

　自尊心を随分と傷つけられたらしい。セツナは戦士だ。フレイアが今行っている魔術が、どれだけ反則的で理不尽で圧倒的かを理解している。だからこそ、誰よりも俺の役に立つという誇りが揺らいでいる。

　フォローしておこうか。

「二人とも、フレイアにだって弱点はあるよ」

「教えて、ケヤルガ様。フレイアの弱点、なにも浮かばない。普通に戦えば近づくことすらできずに殺される」

「私も知りたいです。新しい力にうかれて、無敵だって思い込んでいました」

　セツナとフレイアが俺のほうを真剣なまなざしで見つめてくる。

「二つあってね、一つ目は射線がろくにとれない市街地で数人に複数方向から襲われたら対処しきれない。こっちは、致命的とはいえないけどね」

　危険だが致命的ではないと言ったのは、近づかれても最後の最後には、炎の嵐のような広範囲高威力の魔術を自分中心に放てば対処できるからだ。

「たしかに、それは危険ですね。全方位が見えても一度に処理できる数は限界がありますし。その言い方だともう一つのほうがまずいんですよね」

「ああ、至近距離に近づくまで敵とわからない連中がいることだ。一般人に変装されて近づかれれば、フレイアは探知していても接近を許す。セツナのような剣の腕があれば敵が武器を抜いてからでも対処できるけど、フレイアにはそれができない。見えることと対処できることは別だ」

　魔術士の天敵は常に暗殺者だ。

　敵だと気付かないまま懐に入ってくる。

「というわけで、そういう連中からフレイアを守るのはセツナの仕事だ。最強の目をもった砲台であるフレイアを守るセツナはフレイアと同じぐらい重要だ。フレイアは命を預けるセツナを下に見るようなことはしないように。そして、セツナもフレイアの力を認めろ。フレイアは優れた魔術士だ」

　二人が頷うなずき、お互いの顔を見る。

　お互いにライバル意識はあるが根は素直だ。

　きっちりと説明をすれば理解してくれる。

「あと二、三匹。セツナをメインに狩りをしてから帰ろう。帰り道で魔物の素材や肉を回収していく」

　魔物の部位の中には、高く売れるものがある。さらに錬金術士の側面をもつ俺なら、薬や毒の材料にもできる。魔物の素材で作った毒は強力かつ解毒し辛い。普通の素材じゃ作れないような毒も作れる。

　今回倒した魔物の一体、ムーンベアーの爪に含まれている毒はうまく手を加えれば狂バ戦ー士サーのクポ秘ーシ薬ヨンなんてものも作れるし、媚び薬やくの原料になる連中もいた。

　さらに肉を食べることで素質値の上昇に役立つ。

「ん。わかった。こんどはセツナの力を見せるばん」

　セツナが氷の爪を作り出す。氷狼族の戦闘モードだ。やる気十分といったところだろう。

　そして、一つ言わないといけないことがあった。

「フレイア、セツナ。オークを食べる勇気はあるか？」

　魔物を倒すと適合素材かどうか毎回確認している。適合素材でないと食べても素質値は増えない。

　……オークも調べてみたが、残念ながら適合食材だ。

「……セツナはケヤルガ様が食べろって言うならがんばる」

　ものすごく嫌そうな顔でセツナが言った。

　まあ、人間に近い魔物は生理的な嫌悪がひと際強い。

「私は無理です。オークは絶対無理、だってオークですよ!?」

　フレイアのほうは真っ青な顔で思いっきり首を横に振る。

　気持ちはわかる。

「そうか、フレイアがそう言うならやめておこう」

　俺がそう言うとセツナもすごい勢いで頷いた。

　強くなるために手段を選ばないといっても限度はあるよな。

　そうして、俺たちは狩りを終え、たっぷりのお土産をもって街に戻った。

　作戦決行まで時間がない。

　だが、今日の狩りで得たものはレベルの上昇以外にも数多い。

　さて、【癒】の勇者は戦闘力自体は大したことがない。コロシアムの罠わなもあり、安全で楽な仕事だ。

　そんな幻想をもっている連中に地獄を見せてやるとするか。
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　いよいよ、処刑の日になった。

　今は昼過ぎ。処刑が行われるコロシアムにすでに潜入して観客の中に紛まぎれ込んでいる。

　フレイア、セツナとは別行動だ。

　フレイアには重要な仕事を任せてあり、セツナはその護衛としてそばについてもらっている。

　セツナのレベルは二十八まであがっていた。

　俺やフレイアに比べるとまだまだ低いが常人と比べれば高いほうだし、戦いのセンスがある。それに素質値が圧倒的に高い。

　上級騎士相手でも、対等以上に戦えるだろう。

【剣聖】のクレハも協力を申し出てくれているが、丁重に断った。

　情報提供はしてもらっているが、戦力としてはカウントしない。

　その理由はいくつかある。

　まず、今回の作戦は俺一人で十分だということ。

【剣聖】クレハや勇者たちのような特級戦力が出てこない限り、有象無象が集まろうが俺なら対処できる。

　何人か、今回の作戦に従事する兵士を捕らえて【回復ヒール】することでそういった存在が現れないことは確認している。

　もう一つは、まだクレハが王国にいてくれるほうが都合がいいということだ。

　クレハに期待する役割はスパイ。中からでしか手に入らない情報というのは多い。

　理想を言えば、【剣聖】クレハが俺たちと本格的に行動を共にするようになるとしても、その前に、フレアの妹姫を殺してからだ。

　あの女の守りは堅い。極度の人間不信の完璧主義者だ。隙をなかなか見せてくれない。あれを殺すには内側からでないと不可能。

　王よりもあれのほうがよっぽど性質が悪い。

　未だに諸悪の根源とも呼べる王を放置しているのは、王を殺してしまえば、あの妹姫が今まで以上に自由に動けるようになる。あれに王の権限を渡してはいけない。

　こっちの世界で俺に対してやらかしてくれれば、すぐに全力で殺しに行くのだが……しばらくは放置するしかない。

「緊張してきたな」

　思わず独り言を漏らす。

　今回は救出だ。せん滅ではなく救出となると作戦の難易度は一気に跳ね上がる。いろいろと救出にはせん滅にない難しさがある。

　まず、村人たちを守りながらの戦いとなること。

　次に、そいつらを連れて逃げるというリスク。

　最後に逃げた後の生活を守ってやらないといけない。

　今回処刑されるのは四十人近い……逆に言えば、もう四十人ほどしか残っていない。残りは全員殺されている。

　いろいろと手を打ってはいる。

　金さえあればたいていのことはなんとかなるし、権力者の弱みを握っていればいろいろと無理もできる。

　今回は俺と奇病の治療で手を組んだ商人をコマとして使った。

　あいつは俺の予想通り、俺からレシピを手に入れたものの、奇病のポーションを再現できず、なおかつ奇病自体が収まったことで破滅寸前だった。奴を利用しようとしていた黒幕に始末されそうになったところをわざと〝問題がある方法〟で助け、同時に弱みを握り今回の件に協力させている。

　やつに、村人が逃げたあとの生活を保護させる。

「まあ、手は打ったがきっと無駄になるだろうな」

　そんな確信があった。

　考え事をしている間にリングを囲む観客席に流されてきた。

　人が多い。観客席は満席だ。

　王女殺しを生み出した邪教の村に住む人々の処刑。見世物としては悪くない。人気があるのも頷ける。

　リングに村人たちが連れてこられた。

　次々に磔はりつけにされていく。抵抗する気力もないのか村人たちの眼がうつろだ。

　女も子供もいた。

　観客席からは殺せ殺せというコールが発せられる。

　改めて実感する。人間は残虐な生き物だ。

　なんて醜いのだろう。

　磔にし終わると、騎士たちが整列し、ひと際派手な服を纏った中年の男が一段高いステージに上がる。おそらく今回の作戦の責任者なのだろう。俺が殺したレナードの後任である可能性が高い。

　キーンと甲高い音がした。

　拡声魔法特有の現象だ。リングには拡声魔術を使うための設備が用意されており、専用の宝石に向かって話しかけると拡大された声が観客席に響く。

「これより、邪教の村に住む背徳者たちの処刑を行う。この村は神の教えに背き悪魔の囁ささやきを信奉し、さらにその歪ゆがんだ教えは勇者すら邪悪に堕とし、聖女フレア様の悲劇の死を招いてしまった」

　魔術により拡大された中年の男の声は観客席すべてに響き渡る。

　観客席からすすり泣きが聞こえてきた。

　王女フレアは聖女としてみんなに愛されていた。

「その悲劇を繰り返さぬよう、今この場ですべての元凶を絶つ」

　磔にされた村人の周りにいる兵士たちが槍やりを構えた。

「……と言いたいところだが。邪教の悪魔は今、【癒】の勇者ケヤルの体に宿っている。すべての悪意はたった一人に凝縮しているのだ。【癒】の勇者ケヤルよ。もし、私の声が聞こえているなら名乗り出てくれないだろうか？　すべての悪意を飲み込んだ君が死ねば、悪魔は地獄に戻り村人たちは解放される。さあ、もし君にまだ人間の心があるならここに来い。死ぬことで君自身も救われる！」

　笑いが漏れそうになった。

　なんて無理やりなこじつけだ。

　きっと、俺をおびき出したいのだが、俺をおびき出すには村人の命というエサが必要になる。

　だが、邪教に染まったとレッテルを張った以上、処刑せずに見逃すにはそれなりの理由がいる。

　だから、全部俺が悪いということにしたのだ。

　それでいて、俺の名誉というのもエサにしたいらしい。ここで名乗りでれば俺は悪魔に支配されていながら、最後の最後に悪魔に抗い人として死ねるので一応の名誉は守られる。

　なかなか、面白い考えだ。

　だが、バカだ。こんなエサで本当におびき出せると思っているのだろうか？

　とはいえ、ここで出ないと村人たちは殺されるだろう。癪しやくだが出ていかないといけない。

　観客席に潜んでいた俺は立ち上がり、観客席の間を走り、跳ぶ。リングに着地。今まさに村人たちが処刑される寸前、兵士と騎士たちが待ち構える死の舞台に躍り出る。

　周りの注目が集まる。

　そんな中、ローブを脱ぎ捨てた。

　観客席が押し黙る。

　俺の今の姿は【癒】の勇者ケヤルの姿。

　これ以上ふさわしい姿はないだろう。

　中年の男、この場にいる騎士と兵士たちの統率者が笑う。それは嘲笑。

「来たかあああああ、王女殺しの大罪人、悪魔に魅入られし堕ちた勇者。【癒】の勇者ケヤルぅぅぅ！」

　観客席が湧き始める。

　大観衆からの殺せコール。狂気と熱気が周囲を包む。

　ふむ、ここまでくると逆に楽しいな。

　全身に殺意と敵意を浴びる。だめだ。勃起しそうだ。

「さあああああ、首を差し出せ。おまえが死ねば村人たちは助かる。さあ、最後の良心で悪魔を押さえつけろ。我々は慈悲深い。人間として埋葬してやるから、安心しろおおおおお」

　慈悲深い。

　たしかにそうだな。

　なにせ、殺してくれるのだから。

　王女を殺し、無数の兵士を殺した大罪人。それをあっさりと殺してくれるなんて優しすぎて涙が出そうだ。普通なら死を懇願するぐらいの責め苦を与える。

【翡翠眼】を使いながら、彼我の戦力差を確認。

　敵の数は、兵士と騎士を合わせて四十三。特級戦力はいない。

「俺を舐なめているのか？」

　なんだ。その数は？　なんだその質は？

　その程度で俺を殺せるなんて思ったのか。不愉快だ。

　兵士たちが殺到してくる。

　一度に六人。取り押さえるつもりだろう。剣を構えてすらない。

　ますます不愉快だ。

「本気で俺を捕らえる気がないだろう。もし、本気でこの程度なら俺への侮辱だ」

　短く告げて、全員の手をすり抜ける。

　ただすり抜けるだけじゃない。全員の背中を叩たたいた。

　兵士たちが、呆ほうけた顔で振り向く。

「【改悪ヒール】」

　必殺の魔術名を告げる。

　兵士たちが崩れ落ちた。

　人を殺すのに獄炎の爆発も、大地を割る剛剣もいらない。

　ただ、心臓から血液が出ていく出口を塞ぐだけ。

　それだけで人は死ぬ。俺の【改悪ヒール】ならそれができる。

　手で触れればいい。【剣聖】からコピーした【見切り】と極限の集中力を得る【明鏡止水】。その二つがあればこれぐらいの芸当はできる。

「貴様あああああああああ、まだ罪を重ねるか」

　この場のリーダーである中年の男が叫んでいる。

「罪？　何を言っている。罪っていうのは悪いことだろ。俺は正しいことをやっている。かわいそうな村人を救いに来た俺が正義だ。つまりこれは正義執行なんだよ。悪はおまえたちのほうだ」

　今の言葉がよほど気に喰くわないのか、目の前の騎士と兵士たちの殺意が一気に膨れ上がる。

　人間が一番怒るのは、図星をつかれたときだ。

　きっと、自分たちが悪だと認識しているのだろう。

　正義の味方の俺は速やかに悪である奴らを駆逐する義務がある。

「【癒】の勇者ケヤル！　動くな。それ以上動けばおまえの村の人々がどうなるかわかっているのか」

　村人たちの周囲にいる兵士が槍を村人に突き付ける。

　俺は微笑ほほえみ、一番近くにいる兵士を【改悪ヒール】した。

　兵士の体が一気に膨れ上がり破裂した。

　全身の細胞を無理やり成長させればこうなる。

　あまりにもむごい死に、俺以外の全員が顔を真っ青にする。

　心臓の血管一本塞ぐことに比べて、魔力の消費が激しい殺し方だ。

　これは威嚇だ。できるだけ残虐に殺す必要があった。無駄ではなく必要なコストだ。

「教えてくれ、どうなるんだ？」

「殺せえええええ、まずは五人だあああああああ！」

　中年の男の命令によって、四人の村人たちが死んだ。

　やつらは五人殺すつもりだったが一人は助かっている。俺が兵士の死体から回収した剣を投げつけ、その剣が首筋に刺さり、処刑を行おうとした兵士が死んだからだ。

「ははははは、貴様のせいで四人も死んだぞ。貴様のせいだ！」

「俺のせい？　いったい何を言っているんだ？」

　意味がわからない。なぜ俺のせいなのか。

「貴様が言うことを聞かないから村人たちが死んだ！」

「それは関係ない。おまえたちが殺した。おまえたちのせいだ。俺は大好きな人たちを殺された被害者だ。ひどいな。悲しんでいる俺に言いがかりをつけるなんて。むしろ一人救った。なんだ、やっぱり俺が正義だ。なにせ、お前たちは四人殺して、俺は一人救ったのだから」

　まったく、人に罪を擦り付けるなんて最低のクズだ。

　俺も可哀そうだが、もっと可哀そうなのは殺された村人たちだ。
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　彼らが安らかに眠るためには、奴らを殺して恨みを晴らしてやらないといけない。

　さっそく、供養のために何人か殺すか。

「待て、待てええええ、わからないのか、おまえが抵抗すれば、抵抗するほど、村人たちが」

「大丈夫だよ。殺されても、ちゃんと仇は討つから」

　俺は復ふく讐しゆうが大好きだ。村人のためにも俺のためにもしっかりとやることはやる。

　殺されたら、しっかりと復讐してやる。

　狂乱状態の兵士がまた三人の村人たちを殺す。

　こいつらに人としての良心はないのだろうか？

　一刻もはやく殺さないといけない。そうすれば助かる村人の数が増える。死んだ村人たちの無念も晴れて一石二鳥だ。

「こいつ、壊れてる。おかしい、なんなんだよ」

　まるで人を異常者みたいに。ひどいだけでなく失礼なやつだ。もう死んでもらうしかない。

　俺は走り出す。目的はリーダーらしい中年の男。

　俺を食い止めようと、剣を構えた男が立ちふさがる。

　一つ、二つ、三つ。

　今度は兵士ではなく、三人の騎士が俺の【改悪ヒール】で絶命する。

　ＭＰに素質値を割り振っていて良かった。

　俺が剣技を使えることを隠すために、【改悪ヒール】と体術だけで戦っているが、なかなかきついな。

　面倒だから、剣を使いたくなってきた。

「結界だあああああああ！　結界を使えええええええ！」

　中年の男が叫んだ。

　あーあ、やっちゃった。

　それだけは駄目なのに。

　さて、俺が仕込んだ結界……もとい血界が発動する。

　本来は彼らを守る切り札。

　だが、それは歪いびつに歪ゆがんでいる。

　血界は惨劇を引き起こすだろう。

　さあ、たっぷり俺の演出したステージを楽しんでもらおうか。
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　リングに仕掛けられた二種類の結界が発動する。

　まず、第一の結界が作動した。リングを包むようにドーム状の防御結界が展開する。

　もう誰もここから逃げられない。

　厄介な結界だ。信じられない強度を誇り、俺ですら力業で壊すのは不可能だ。

　そして、もう一種の結界。

　特別な宝石をあしらった首飾りをしていない限り、魔力と体力を吸われ続ける。その吸収した魔力で結界が強化されてどんどん動けなくなっていき、最後には吸いつくされて倒れる。

　もし、何も知らずにこの結界の影響を受けていれば、この場で膝をつきなぶり殺しにされていただろう。

　それほどまでにここの結界は性質たちが悪い。

　だが、残念なことに俺は知っている。

　知っている以上、対策をしていた。

「うがあああああああああああああああああああああああああ」

「あああああああああああああああああああああああああああ」

「やめろおおおおおおおお、やめろおおおおおおおおおお」

　兵士と騎士たちが膝をつき、頭を抱えてのたうち回る。

　鼻や口から血を流す。己の血に沈んでいく。

　次々に動けなくなっていった。

「あははははははは、さあ、赤く染まれ。無様に踊れ、それがおまえたちにふさわしい最期だ！」

　高レベルなものだけは生き残っているようだが、まあ時間の問題だ。

　俺にはもちろん影響がない。

　この結界の中で俺と村人たちだけがまったくの無傷。

「みんなああああああ、首飾りを、首飾りを外せええええええ」

　リーダー格の中年の男が叫ぶ。

　ふむ、意外に早く気付いた。

　かしこい、かしこい。もう少し、時間がかかると思っていた。

　意識がある連中は首飾りを外して放り投げる。

　だが、それをする気力がないものがほとんど。

　結局、兵士たちは全滅。高レベルの騎士である八人だけが残った。

「全滅してくれると思ったのに。思ったよりは頭がいいようだ」

　この王国の騎士は想像していたよりは優秀らしい。

「貴様、いったい何をした」

「俺は何もしていないさ。結界が壊れていたんじゃないか」

「そんなわけがあるか！」

　答えを教えてやるほど親切じゃないので冷笑だけくれてやる。

　奴の言う通り結界を弄っていた。

　まずは対象を〝首飾りを付けたものを除く〟ではなく、〝首飾りを付けたもの〟に変更した。

　そして、魔力吸収というのは、前段階で魔力の強制排出を行っている。

　そこをちょっぴり弄って脳に強烈な過負荷をかけるようにしている。

　それにより、毛細血管が破れて穴という穴から血を垂れ流して己の血に沈んでいく。まさに血界へと作り替えた。

　オーパーツともいえる魔力吸収機能そのものは弄れなかったが、対象の変更と魔力を吸い出す強さの調整ぐらいは俺にもできた。

　そして、その結果はごらんのとおり。四十人以上の兵士と騎士が八名を残して死んでいる。

　なかなか面白い見世物だった。

「邪悪に堕ちた勇者め！　怪しげな術を使いやがって！　だが、どうやら貴様を閉じ込める結界は無事作動したようだな。なぶり殺しにしてやる！」

　にやりと目の前の男は笑う。

　勝利を確信した顔だ。

　こいつのことが理解できないな。さきほど、少し見直したのだが間違いだったようだ。

　まさか、結界で死ななかったから自分が有利とでも思っているのか？

「おまえは何を言ってるんだ？　猛獣と同じ檻おりに入って喜ぶ奴がいるとは驚きだな。たった八人で俺相手に何ができると思っているんだ。逃げられないのはおまえたちも同じだろう？　援軍も入ってこられない。なあ、何が楽しい？」

　騎士たちの顔がこわばる。

　ようやく気付いたようだ。どちらが獲物かを。

「くっ、来るな。村人を殺すぞ、少しでも動けば」

「なら、俺は一人でも犠牲が減るように最善を尽くすしかないな。おまえたちを早く殺せば殺すほど、たくさん助かる。あらかじめ宣言しておこうか。背中を向けた奴から殺す。そのほうが楽だから。さあ、俺に隙を見せてくれ。殺してやるから」

　見せつけるようにしてステップと屈伸をして体をほぐした。

　よし、これで万全の動きができる。

「さあ、動いたぞ。一思いにやってくれ。誰が一番最初に俺に殺される？　村人を殺すために背を向ければ、そのときがお前たちの最期だ。さあ、死にたい奴は誰だ！」

　あれ、動いてくれないな。

　村人を殺すというのは、ただのブラフか。心配して損した。

　いや、待て。

「そうか、おまえたちは最初から全員殺すつもりだったんだな」

　村人たちが死んでいた。

　顔が変色している。

　遅効性の毒だ。

「なっ、何を言っている。まだ、死んで」

「死んでるさ。おまえたちが殺した。これで心置きなくやれるな。一応、俺も俺なりに考えてたんだ。一人でも犠牲を減らす方向で。だが、もう遠慮をすることはない。皆殺しだ」

「うっ、噓うそだ。俺たちは何も知らない、何もやってない。本当だ、信じてくれえええ！」

　初めから全員助けられるなんて甘いことは考えていなかった。

　最初から覚悟していたのだ。最善を尽くしたとしても十人救えれば上出来だと。

　人質を救出するときにもっとも大事なことは、人質に価値はないと相手に思わせること。

　そのために狂ったふりをしていた。そうすれば、結果的に助かる人数が増える。

　事実、奴らは俺が村人の命など、一ミリも考慮していないと思い込んだし、最後には盾にしようとも思っていなかった。

　もう少しで何人かは救うことができたのだ。

　だが、甘かったな。こんな保険を仕掛けてくるとは。きっと妹姫の差し金だ。これはあの女の手口だ。

　あらかじめ毒を飲ませておき、万が一俺が救出に成功しても村人たちが死んでしまう状況を作り上げた。救えたと確信した次の瞬間に俺を絶望の淵へ叩たたき落とす。そういう意図で仕込んだ最悪の罠わな。あいつがやりそうなことだ。

　ふう、せっかくいろいろと救った後の手回しまでしたのに無駄になった。

　俺は今、怒っている。

　すぐに目の前の騎士たちを皆殺しにしたいが目的を果たしてからだ。

　そろそろ、フレイアたちが動きだすころだ。

　ほら、きた。

『わっ、私は王女フレア様の近衛騎士隊、副隊長のバーコです。こっ、告白します。邪教というのは、噓です。噓なんです。その村の人たちは無実だった』

　拡声魔術で男の声が広がる。

　フレイアたちの準備ができたようだ。

　本来、拡声魔術は専用の宝石をリング上で使わなければ効力を発揮しない。

　だが、俺はそちらの術式も盗み出した予備の宝石をコロシアム内のとある場所で使用すれば声を届かせられるように弄り、そこにフレイアたちを待機させ、一人の役者も用意していた。

「バーコか、バーコがなぜ」

　リーダー格の中年の男の取り乱した声が拡声魔術に乗った。

　取り乱すのも無理はない、行方不明で死んだと思っていた副隊長のバーコが裏切ったのだから。

【回復ヒール】を使って、さまざまな騎士や兵士の記憶を読み取り、一番まともそうなのを選別して、フレイア……いや、フレア王女に説得してもらい、今、こうして協力してもらっている。

『私たちは王国を守る騎士でありながら、人質を手に入れるため、罪のない人々の村を襲いました。邪教というのはただの口実です！　噓なんです。俺たちはとんでもないことをしてしまいました。この村だけじゃない。反抗的だと目をつけていた村も、この機会だからと、何人も、何十人も殺してしまった。私たちはなんてことをしてしまったんだ！』

　観客席がざわつく。

　突如暴露された秘密に。

「黙れ、黙れ、バーコ。血迷ったか。黙れ」

『タレトヤ隊長。黙りません。私はこの人だけは、この人だけには噓をつけません。騎士の誇りにかけて！』

　拡声魔術越しでも、その気持ちの強さが伝わってくる。

「誰だ、誰がそこにいる」

　中年の男、改めタレトヤが鬼気迫る声で問いかける。

　うん、いい演出になる。ナイスサポート。

『私です。私はジオラル王国第一王女。【術】の勇者フレア・アールグランデ・ジオラル。わけあって姿はお見せできませんが、この場を借りて声を届けさせていただきます』

　ナイスタイミングだ。フレイア。

　周囲がざわつく。

　当然だ。死んだと思っていた彼女が生きていたのだから。

　疑うものも多いが、その声は紛まぎれもないフレアのもの。この規模の街になると彼女の声を何度も聞いている住民も多い。

『私は真実を知ってしまいました。それは、ジオラル王国が軍を使って亜人の村を襲い、奴隷として売り払う悪行を繰り返してきたこと。此こ度たびの魔族との戦争が営利目的に仕組まれたこと。そして、今回のように王国にとって都合の悪い村があれば、教会と手を組んで邪教のレッテルを張り滅ぼしてきたこと』

　ざわつきが非常に大きくなる。

『内側から正そうとした私は王国の闇に触れ、暗殺者に狙われるようになりました。【癒】の勇者ケヤルは私を守るために死んだように見せかけ、城から逃がしてくれたのです』

「偽物だ！　フレア王女は、この男に殺されたのだ！」

　タレトヤは拡声魔術で叫ぶ。

　観客たちは半信半疑。まあ、こんな突拍子もないこと信じるほうがおかしい。

　だから、二つの仕掛けを用意してある。

　フレアが歌い始めた。

　聖女と呼ばれたフレアの歌は、その腐った中身からは信じられないほど美しく優しい旋律だ。

　心が洗われるようだ。

　たとえ、姿や声を偽れたとしても、この歌は誰にもまねできない。

　観客たちの心を揺さぶる。歌というのは声なんかよりずっと心の奥深くに刻み込まれる。

　ましてや、聖女の歌声だ。聞き間違えるはずもない。

　そして、とどめだ。

『私の歌届きましたか？　もう一つ、贈り物を。空を見てください』

　みんなが空を見上げる。

　太陽と見間違えるような巨大な火球が空に昇り破裂する。とてつもない熱量と音が空で弾ける。

　第六階位爆裂魔術【恒星】。

　人間に許された極限の魔術である第五階位。その先に存在する神域の魔術。こんなもの【術】の勇者たるフレアにしか使えない。

『皆さん、聞いてください。私は【癒】の勇者ケヤル様に甘えて今まで逃げてきました。ケヤル様は私に普通の少女として幸せになってくれと言ってくれたんです。そして、王国の闇から目を逸らし、ただの少女として生きてきました。……そのせいで、今回のような悲劇を生んだ。もう、私は逃げません。王国の闇と戦います』

　さすがはフレイア、完璧な演技だ。

　この自分に酔って、人をも酔わせる説得は常人には不可能だろう。

　俺が適当に書いた三文噺ばなしも役者が一流なら真実となる。

『私一人では勝てません。だから、皆さんの一人ひとりの正義を信じます。このような悲劇を繰り返してはいけません。この王国は異常です。立ち上がらなければ、次はいつ自分たちが理不尽に滅ぼされるかわからないのです。どうか、皆さんも立ち上がってください。真の平和を、大事な人を守るために。私は皆さんの勇気と正義を信じます』

　拡声魔術が終わる。

　一瞬の静寂が訪れ、観客たちが怒号と共に立ち上がる。

　これぐらいでいいだろう。

　防御結界が崩れ始めた。

　あらかじめ、ある程度の時間が経てば壊れるように仕掛けていた。

　そして、壊れ際にも細工がしてある。

「なんだ、これは、眩し」

　激しく発光する。

　本来なら、こうして生まれた隙で村人たちを救うはずだったが、もう全員死んでいる。

　いや、違う。俺のこの眼が一人だけ生きている少年を見つけていた。

　そのたった一人を、抱きかかえて【回復ヒール】する。そして、目を覚まして暴れられたらまずいので、意識をとばした。数時間は目を覚まさない。

　そこからは、少年をマントで包んで、逃げに徹した。観客席に紛れ込むと同時に【改良ヒール】で姿を変える。

　これで俺が見つかることはない。

　光がやむと、俺がいないことに観客たちが気付き、次の瞬間にはリングの騎士たちに向かって観客たちが一斉に石やゴミを投げ始めた。

　これだけの数の観客が、王国を悪だと思い込んだ。その熱気はまだ冷静だった人々に伝わりさらに勢いよく燃え広がる。

　観客席すべてが熱気に飲まれた。

　そして、始まる私刑リンチ。

　今回の件で、これだけの人間が王国の闇に気付いたのだ。気付いただけでなく、こうして騎士を私刑にしたことで自らの手を汚した。

　これからはフレアが語った正義のために、自発的に多くの人間に動きが感染していく。

　それはこの街だけに収まらないだろう。

　そうなれば、無数に隠していた不祥事があふれてくる。

　ジオラル王国は真っ黒なことをやり続けてきた。叩たたけばほこりなんていくらでもでてくる。

　楽しいことになりそうだ。

　俺は、役者から観客になり今回の顚てん末まつを観戦させてもらおう。

　ただ、一つ懸念があるのは、フレイアたちが逃げ切れたかどうかだ。

　そろそろ約束の場所に向かおうか。

　舞台が終わる前に、抜けるのは心残りだが家に帰るまでが楽しい観劇だ。

「にしてもやってくれたな。痛み分けで終わりだ」

　今回は王国の闇を暴き立て火種を撒まいて燃え広がらせること、可能な限りの村人たちを救うことの二つを目的にしていた。

　前者は最高の形で実現できたが、後者は大失敗。まさか、一人しか救えないとは。

　その一人が助かったのは偶然だ。【回復ヒール】してみて、わかった。少年は旅行先で毒虫に刺され、わずかばかりの抗体を有しており、若干毒の回りが遅く【回復ヒール】が間に合った。

　いいようにやられてしまったのが不愉快だ。最高の復ふく讐しゆうになるはずだったのにケチがついてしまった。

　あのリーダー格の中年にそこまで考える頭はない。裏に誰かがいる。俺の楽しい復讐を邪魔してくれた落とし前はいつか必ずつけさせてやろう。

　九割方、あの妹姫だが確証を得るまでは殺せない。

　まあ、近いうちに妹姫は俺の前に現れるだろう。そのためにリスク覚悟でフレア王女が生きているなんて情報を明かしたのだから。

　あの妹姫は、姉への劣等感の塊であり、それでいて姉を愛している。

　その両方を認められず、ジレンマに押しつぶされそうになっている愚かな女だ。

　姉を見下し利用することでしか、劣等感から目を背けることができない。

　自分が姉を愛していることを否定するために傷つける。

　こうしてフレア王女が生きていることを知らせ、さらにジオラル王国へ喧けん嘩かを売れば、妹姫は狂喜しながら殺しにくる。そうなれば、俺の所有物に手をだした愚か者として復讐を完遂できる。

　そんなことを考えながら、この狂気に染まった観客席を後にした。

　観客たちの怒号が聞こえる。この狂った宴はまだまだ終わりそうになかった。
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　少し疲れた。

　観客たちのどんちゃん騒ぎから抜け出し、セツナたちとの合流場所に向かっていた。

　それにしても民衆はすごいな。

　その場の勢いでろくに考えもせず殺人に手を染めるのだから。

　たぶん、彼らは自分たちが人殺しになったという自覚もないままに騎士たちへ石やゴミを投げつけている。

　少々、気持ち悪い。まあ、けしかけた俺が言うのもアレだけど。

　セツナたちが潜んでいるのは、コロシアムに出店する飲食店用の倉庫のうち、旧ふるくなって使われなくなった旧倉庫。

　そこに、セツナ、フレイア、そして今回協力してくれた近衛騎士隊の副隊長バーコがいる。

　旧倉庫に入り、梱こん包ぽうされた食料で作った死角を覗のぞき込む。

「二人とも無事か？」

「大丈夫。ここには誰も来なかった」

「はい、二人ともぴんぴんしてます」

　セツナとフレイアが返事をする。

　旧倉庫には滅多に人が来ないとはいえ、万が一はある。心配していた。

　拡声魔術の射程の絡みで、どうしてもここ以上に安全そうな場所が見つからなかったのだ。

「ケヤルガ様、言われた通り、バーコは始末した」

「よくやったぞ。セツナ」

「ん」

　誇らしそうにセツナが微笑ほほえむ。

　近衛騎士隊の副隊長であるバーコは今回役に立ってくれたが、俺の村を襲った実行犯の一人だということがわかっている。

　生かしておくわけがない。

　感情的な問題のほかにも、奴はセツナの顔を知った。

　万が一バーコが捕らえられたときに、セツナのことを話せばセツナが俺たちの一味だということがばれてしまい、動きにくくなるだろう。

　そのときはそのときで、セツナの容姿を弄ったり、いっそのことセツナを捨てるという選択肢もあるが、俺は彼女のことを気に入っているし、優秀な部下でもある。

　そんなことはしたくない。だから、一番確実な方法をとった。

「ケヤルガ様、しっかり凍らせた。氷狼族の本気の氷は常温程度じゃ溶けない。しばらくは見つからない」

「いい対応だ」

　その状態なら、倉庫の隅に箱詰めして置いておけばいいだろう。

　セツナの言う通り、氷狼族の氷は常温程度では溶けない。凍っている以上臭いでばれる心配もない。

　セツナの頭を撫なでてやると嬉うれしそうに目を細める。

「じゃあ、行こうか。このままこの街を出よう」

　長居は無用だ。

　この街にはすぐにでもさらに大規模な軍が送られてくる。

　それほどのことを仕出かした。

「新しい街に向かうんですね。ちょっとだけ楽しみです」

「ここからずっと南に行く。ジオラル王国の外を目指すんだ。国境を抜けた先に面白い街がある。そこで魔族たちの情報を集めたい」

　今俺たちがいるラナリッタはこの国の中ではかなり自治意識が強いが、それでもジオラル王国の中にいることは変わらない。

　この国を出れば、ジオラル王国は手を出しにくくなる。

　他国に大規模な軍を派遣するなんて行為は戦争を吹っかけているようなものだ。

　軍を派遣するために正式な手回しをする場合、それなりに時間がかかるし、行動に制限がかかる。

　ようするに国境を超えるだけでかなり相手の動きが鈍くなるのだ。

「魔族領域の街ですか？　魔族たちのところに行くつもりですか」

「いつかはね。まだ時期は決めていないけど会いたい人がいる」

　俺が会いたいのは魔王。

　銀色の髪の美しい少女だ。彼女の死に際の言葉が脳裏にこびりついている。

『そうか、これで私も終わりか。悔しいな。守れなかった』

　その言葉の意味を知りたい。彼女は何を守りたかったのか。

　妹姫と【剣】の勇者、【砲】の勇者はまだ俺に害をなしていないので、もうしばらく放置だ。やりたいことをできる順番に片づけていこう。

　今回の一件で、必ず勇者が差し向けられる。復讐の機会はそう遠くない。

「ケヤルガ様って魔族のかたにもお友達がいるんですね。すごいです！」

「おしゃべりはここまでにしておこうか。この街も封鎖されるだろうし、すぐに出よう」

　フレア王女と【癒】の勇者ケヤルの二人がこの街にいることが確定した。

　今は騒ぎを収めるのに精いっぱいだが、すぐにでもこの街は封鎖されるだろう。

　今までみたいに出入りする人間を調べるなんて生ぬるいものではなく、この街から一人たりとも外に出さない。それぐらいの指示が出ると考えるべきだ。

「二人とも忘れ物はないか」

「大丈夫です！」

「ん。セツナも問題ない」

　じゃあ、行こうか。

　俺たちは倉庫に隠しておいた旅の道具を身に着けて業者たちが使う荷物の搬入口から外に出た。

　見張りが二人ほどいたが、手際よく神経毒を塗った針で麻ま痺ひさせた。

　後遺症が残らない非殺傷性の麻痺毒だ。

　俺は無用な殺しは好まない。ちゃんと殺す相手は選ぶ。





◇






　思ったよりあっさり外にでることができた。

　まだ、封鎖は始まっていないらしく一安心だ。

　ラプトルもちゃんと連れ出すことができたのがうれしい。だいぶ、こいつにも愛着がわいてきた。

　いつものラプトルの首と俺の間にセツナがちょこんと座り、フレイアが後ろから抱き着いてくるスタイルだ。

　しばらく、走っていると予定通りの場所に商人がいた。

　俺を裏切り破滅し、……そして俺に助けられた商人だ。

「ケヤルガ様、こちらです！」

　商人だけあって、切り替えが早い。あんなことがあったのに、俺に従う姿勢を見せている。

　彼は行商を生業としており、立派な馬車を持っていた。

　彼にマントに包まれた、たった一人、助けることができた少年を渡す。

「この子を頼む」

「十人ほどの見込みと聞いておりましたが……」

「一人しか助けられなかった」

　もとより、全員助けられるとは思っていなかった。それでも、十人ほどは救えると思っていたのだ。

　商人は少年を受け取る。俺は、彼の当面の生活費として金貨を何枚か渡した。商人は、奇病の特効薬の失敗でこの街にいられなくなった。

　彼は第二の人生を送る。

　そこから先の人生は彼次第だろう。

「あなたは不思議な人ですね。容赦がないように見えて甘い。裏切った私をこうして、生かして救い、そして、こんな少年のために、私に作った貸しを使い、金貨まで支払うのだから」

　商人が笑いかけてくるので、苦笑する。

　俺が甘いか……。それは違う。

「俺の故郷が滅んだのは俺のせいだ。だから、全力で助けようとするのは俺の義務だ。ただ、それだけだ。おまえを助けたのは、そのために利用できると思ったからだ」

　村人たちを救うための手駒としてちょうどいいと思った。

「気付いていないかもしれませんが、それをお人よしと言うのです。私たちは行きます。いいんですか？　この子と一言も話さないまま別れてしまって」

「ああ、いい。合わせる顔がない……そうだな一つだけ頼ませてくれ。この子は起きたら、俺のことをきっと俺のせいで村が襲われたと憎むだろう。そして、俺がこの子一人しか救えなかったことを無能だとののしる」

　誰もがそうする。今回の件はジオラル王国の陰謀だが、漠然としたものを恨むよりはシンプルに俺を恨むほうがずっと楽でわかりやすい。

「訂正をすればいいのですね」

「いや、違う。放っておいてやってくれ。すべてを失ったその子が悲しみから立ち上がるには何かが必要だ。恨みや憎しみも悪くない」

「いつか、この子はあなたを刺しに来るかもしれませんよ？」

「それでいいさ。それも立派な生きる目標だ。復ふく讐しゆう心しんの強さはよく知っている。悲しい、寂しい、死にたいなんて弱い感情は吹き飛ぶだろうさ。俺もそうだった」

　それで話は終わりだ。

　商人は馬車を走らせる。

　向かう先は俺たちの目的地とは正反対。きっと、二度と、俺が救った少年にも、あの商人にも会わないだろう。

　それでいい……。

「セツナ、フレイア、時間を取らせて悪かったな。さあ、行こうか」

「ん。ケヤルガ様って、いい人のふりした悪い人で、でもやっぱりいい人」

「セツナちゃん、ケヤルガ様は照れ屋なだけで優しい人だって、私にはわかっていました」

「そんなのじゃない。ただの気まぐれだ。あんまり、俺をからかうとベッドの上で仕返しをするからな」

　フレイアがセツナに小さな声で、『ほら、やっぱり照れてます』。なんて言っていた。ちゃんと聞こえている。ベッドの上でしっかりと仕返しをしてやろう。

　俺はラプトルを走らせる。

　俺にできることはすべてやった。後悔はない。
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　ラプトルでしばらく走っていると、セツナが口を開いた。

「ケヤルガ様、国境を越えた先の街に何があるの」

「俺たちが目指しているのはブラニッカ。魔族と人間が共存している唯一の街かな。そこでなら、魔族たちから直接話が聞けるから」

「……危なくない？　魔族は怖い」

　セツナは微妙にこわばった声を出す。

「勘違いされやすいけど、魔族そのものはそんなに怖くない。魔物と動物の違いをセツナは言えるか？」

「魔力をもった動物を魔物。普通の動物と違って魔力を持っているエサを好んで食べるから人をよく狙う」

「正解」

　魔物とは、魔力を持った動物に過ぎない。

　ただ、魔力によって体を変質させている。生存本能により強く逞たくましくなるように変質している場合が多い。

　そして、共通した性質として魔力を食らうことで強くなる。

　人は大かれ少なかれ魔力を持っている。つまり魔物たちにとって最高のエサだ。だから優先して狙われるのだ。

「じゃあ、次の質問。魔族と人の違いはなんだ？　例えばだけどセツナたち氷狼族って人間から見たら魔族と大して変わらないよね？　獣と人が一緒になったような外見。エルフだってドワーフだって、人間は亜人ってひとくくりにしているけど、人間以外の人種を魔族と亜人に色分けしている理由はなんだと思う？」

　狼の優れた聴覚と嗅覚を持ち、氷属性の魔術を使いこなし圧倒的な身体能力をもつ氷狼族。

　人間からすれば魔族に見えてもおかしくない。だが、実際は亜人もしくは獣人というカテゴリーにしている。

「……わからない。セツナは子供のころから、魔族は怖いと聞いてそういうものだと思ったけど、言われてみれば魔族って何かわからない」

「正解はね。魔物を支配する能力を持った人種を魔族と言っているだけに過ぎないんだ。魔族はその種族ごとに特定の系統の魔物たちを従える力を持っている。不思議と魔族が集まる村の周辺には、その魔族たちが従わせることができる魔物が集まってくる。一説には、無意識に垂れ流す魔族の魔力が、魔物たちのエサになる相利共生の関係って言われているね。ようするに、人間たちが怖いと叫び、悪魔だ、殺せって言っている魔族は、特殊な能力をもった人種の一つに過ぎないってこと」

　魔族とひとくくりにしているが、魔族の中にも温厚な魔族も好戦的な魔族も存在し千差万別だ。

　獣人族の中に、氷狼族や火狐族、月猫族や夜犬族等があるように、魔族にもありとあらゆる人種がいる。

「ケヤルガ様、それって不思議。だって、それだと人間も魔族になる」

「それはどういう意味かな」

「だって、人間は契約魔術で亜人たちを支配できる。人も動物。なら、亜人は魔力を持った動物だから魔物。つまり、人間は魔物を操る人種。人間は魔族」

「あははははは、たしかにそうだな。そんなこと考えもしなかったよ。面白い考えだ」

　セツナの言う通りだ。

　人間たちは、魔族のことを無慈悲で残虐な悪魔と呼んでいるが、それこそまさに人間だ。

　俺は人間以上に無慈悲で残虐な生き物を知らない。同族で殺し合い、亜人たちを奴隷にして搾取し、欲望のままにすべてを食らい、弱者を踏みつける。

　人間の恐れる魔族像そのものだ。いや魔族の中でも一際凶悪で、亜人という強力な魔物の系統を支配できる種族。

　笑いが止まらない。

「ケヤルガ様の笑いのつぼがわからない」

　セツナが不思議そうに首を傾げた。

「いや、これは反則だろう。人間が魔族なんて言われたら、心当たりが多すぎて誰でも笑うさ」

　そう言うと、背中に柔らかい感触があった。

　フレイアだ。なぜか胸を押し付けている。

「ケヤルガ様になら支配されたいです。最近、構ってくれなくて寂しいです。今日は久しぶりに愛してください。今回はすごくがんばったんですよ。王女フレアのふり、すっごく難しかったんですからね」

「ああ、たくさん愛してやるさ。だけどセツナの後だな。一発目は一番レベル上限があがりやすい」

「ううう、たまには最初に愛してほしいです。でも、セツナちゃんの二倍、注いでくれたら許してあげます」

　今度は頰ほおを背中に擦り付けてきた。

　まるで甘えん坊の猫だな。大事にしているつもりはないのに、ずいぶんと懐かれたものだ。

「わかった。可愛かわいがってやる。なあ、フレイア。今、おまえは幸せか？」

「はい、幸せです！　だって、大好きな人と一緒にいられて、美お味いしいものをたくさん食べて……それにケヤルガ様とのエッチ、すごく激しくて気持ちいいですから」

「それは良かった」

　フレイアの言葉は演技ではない。

　天性の女優である王女フレア。彼女の演技は付き合いの長い俺なら見破れる。一度目の世界から通算して六年以上ずっと近くにいたのだ。

　だが、逆に疑問が出てくる。

　いくら記憶を消したからといって、ここまで人は変わるのか？

　俺の知る彼女は、平民の血を穢けがれた血と呼び見下す差別主義者。サディストであり他人の苦痛に歪ゆがむ顔を楽しむことに情熱を注ぐ。極めつきは自分以外を愛せない人格破綻者。

　その王女フレアがフレイアになったとたん、好きな人と一緒にいられれば幸せなんて、あまりにもギャップが大きすぎる。

「フレイア、おまえは俺の命令で人を殺してきたよな。そのことに思うところがないか？」

　記憶がリセットされたなら、他人の命を奪うことに嫌悪感があるはずだ。ストレスが蓄積されているかもしれない。

「何も思いませんよ。だって、どうでもいい人たちがいくら死のうが、だからどうしたって感じです。そんなことより、ケヤルガ様が喜んでくれることがうれしいんです！」

　フレイアが屈託のない笑顔を見せる。

　その言葉を聞いてようやく、フレイアが王女フレアだと思えるようになった。

　ずいぶんと彼女らしい考えだ。

　なるほど、性格が変わったわけじゃない。ただ、前まで自分だけを愛していた王女フレアが、自分と俺を愛するようになっただけ。

　それ以外の人間に対する扱いは何も変わっていない。

　俺を好きになったのは、真っ白な状態で催眠術と精神操作技術と、強烈な快楽によって刻み付けられ、頼れるのが俺だけという状況での旅が続いたことによる錯覚だ。

「ありがとう。俺も俺のためにがんばってくれるフレイアが大好きだよ」

「私も大好きです！」

　まるで童女のような純真で明るい声。

　今は、このぬるま湯に浸つかっていよう。そのために抱いて愛の言葉を囁ささやいてやる。

　お気に入りのセツナがいて、あのフレア王女を弄び利用しあざ笑う。

　こんなに楽しいことはないのだから。

　ラプトルは走る、国境の外を目指して。さて、次の街ではどんな楽しいことが待っているのだろうか。
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　国境付近に来た。

　そこにあるものを見て、呆あきれと尊敬が入り混じった気持ちになる。

「ジオラル王国は無駄に金があるよな」

　ここを越えればジオラル王国の外にでるのだが、国境付近には巨大な壁とそれを守る兵士たちがいた。

　迂う回かい路ろがないかを探してみるが見渡す限り、壁、壁、壁だ。壁の終わりが見えない。いったいどれだけの金と労力を使えばこんなものができるのか。

　記憶を探る。

　ああ、思い出した。たしかこれは魔族の侵攻を防ぐためという名目で、世界各国から金を集めて作り出したものだ。

　実際は金を巻き上げる口実と、職にあぶれた国民たちへ金をばらまくための方便。

「ケヤルガ様、大きな壁ですね。どれぐらいの高さがあるんでしょう」

「だいたい十メートルぐらいか。俺だけなら飛び越えられなくはないけど」

「セツナも余裕、セツナなら垂直な壁でも爪をひっかけて走れる」

　セツナが両手両足に氷の爪を纏まとわせた。

　あれなら余裕だろう。氷の形は自由自在で石すら貫くほど頑丈だ。本人の身体能力と相まって、越えられない壁はない。

「俺とセツナが大丈夫でも、フレイアとラプトルがな。縄で引っ張りあげると目立ちすぎるし、正攻法で通るとしよう。通行証はあるしね」

　フレイアを手放すのは惜しいし、ラプトルにも愛着が出てきた。置いていきたくない。壁を破壊したり門を強行突破するのは下策だ。実現は可能だが、そんなことをすればジオラル王国に対して俺たちはここから国境を破って出ていきましたと声を大にして言っているようなもの。

　通行証は奇病の特効薬で商売をした商人からかっぱら……窮地を救ったお礼として受け取ったものだ。

　ここに到着したのが夜ということで、もう門が完全に閉まっている。

　明日、日が昇って門が開くのを待つしかないだろう。通行証があれば問題なく通れるはず。

「今日は野宿になりそうですね」

　フレイアがどんよりした目で言った。

「セツナはそれで構わない。サバイバルは得意」

　氷狼族のセツナは得意げな顔だ。

　実際、セツナがいれば野宿は安心して行える。

　その道のスペシャリストだ。

「心配しなくてもいいよ。国境の門の付近には絶対に宿があるから。客が多いしね」

　こうして、俺たちみたいにたどり着いたころには夜で一夜を明かすしかないという旅人は多い。人が多ければ商売人が集まる。

　少し探すと、宿屋が見つかり、そこに泊まることにした。

　酒場が併設されていてにぎわっていた。

　旅人が多いからかちゃんと馬も預かってくれる施設があり、ラプトルを預けられた。

　安い部屋は埋まっており、金持ち御ご用よう達たしの高い部屋だけが残っていたのでそこに泊まる。

　幸い、奇病の特効薬でだいぶ荒稼ぎしたので手持ちには余裕がある。

　一家族が一生遊んで暮らせるぐらいの金額だ。

「うわああ、ケヤルガ様、ラナリッタの宿よりもベッドがふかふかです」

「いい匂い、お日様の匂いがする。毎日干してないとこの匂いがでない」

　さすがに高い部屋だけはある。部屋も広くて清潔、家具もいいのがそろっている。

「これなら、今晩はいつも以上に楽しめそうだな」

　俺がそう言うと、セツナとフレイアが顔を赤く染める。

「そういえば、ケヤルガ様。あの人に国を出ることは知らせなくて良かったんですか」

「クレハのことなら大丈夫だよ。手紙は送っておいたから。ちゃんと連絡がつくようにしてある」

　フレイアは微妙にクレハを嫌っている。女の意地という奴だろう。

「さすがはケヤルガ様です。正直、個人的には気に喰くわないですが、あの人は強いですし、便利ですからね」

　こういう、妙に打算的で現実主義者なところはフレア王女時代から変わっていないらしい。フレア王女は、相手を疎ましく思っても利用できるなら利用した。

「そろそろ、下の酒場にいこう。お腹が空いた」

「賛成です！」

「セツナも、お腹ぺこぺこ」

　そうして俺たちは三人で下に降りて行った。





◇






「さすがは、名物っていうだけはあるな」

「ラナリッタは海のお魚ばっかりだったので、川魚っていうのは新鮮味がありますね」

「イノシシのお肉も美味しい。氷狼族の村の周り、魔物たちのせいでイノシシは近寄らなかった」

「イノシシの魔物はいたけどね」

　この付近は自然が豊かなようで、看板メニューは山の幸と海の幸がメインだ。

　今、注文しているのは小ぶりな川魚のはらわたを抜いて串に何本もさして特製のたれをかけて焼いた串焼き。骨ごと食べられてなかなかいける。

　肉料理は、イノシシ肉のローストを薄切りにして山盛りにしたもの。イノシシの骨でとった出だ汁しで作ったソースで食べるのだがなかなかうまい。

「エールは久しぶりだな」

「はい、ずっとワインでしたからね」

　ラナリッタでは酒といえばワインだったが、ここで出されるのは麦で作ったエール。

　これはこれでいい。疲れた体にはワインよりもエールだ。

　出されるメニューも酒も全体的に野趣にあふれ、元気が出るメニューだ。

　酒場には客が多い。

　俺たちにかなりの視線が集まっている。

　フレイアもセツナもとびっきりの美少女だから男なら気になってしまうのだ。

「はい、ケヤルガ様。アーン」

　フレイアがイノシシのローストを口まで運んでくる。

「なんのつもりだ」

「虫よけです。ほら、私は美少女なので、いちゃついておかないと虫がたくさん寄ってきますよ」

「……それもそうだな」

　俺の所有物であることはアピールしたほうがいいだろう。

　セツナが近づいてきた。

　まさか、セツナも俺の所有物であることをアピールするのだろうか。

　何をするか期待しているといきなり口づけをしてきた。

「ケヤルガ様、ソースが口元についてた」

　恥ずかしいのか、若干照れながら告げてくる。

「ありがとう。とってくれてうれしいよ」

「ん」

　目的が済んだセツナがそそくさと席に戻る。

　妙にそわそわしている。勢いでやったものの、あとになって恥ずかしくなってきたのだろう。

　これだけすれば、二人に声をかけてくるやつはいないだろう。

　声をかけられたらかけられたで駆除をすればいい。

　害虫駆除は俺の得意分野だ。ラナリッタでやったように手際よくやってみせる。

　食事中、フレイアたちとの雑談をしながら周囲に耳を澄ませていた。

　ここまでラナリッタでやらかした噂うわさ……フレア王女の生存と【癒】の勇者の大立ち回りが届いていないかの確認だ。

　ラプトルは馬より速い。騒ぎのあとすぐにラナリッタを出てここまで来たのでまだ情報は来ていないだろうが、念のためだ。

　噂が届いていれば、絶対に酒場の話題になるが、それらしい噂はない。

　だが、一つ気になる噂があった。

「どうやら、王都のほうで大規模な遠征が計画されているらしいぜ」

「へえ、そりゃすごい。でっ、どこに向けてだ」

「ブラニッカだってさ。なんでも、人間が魔族と共存している街っていうのは大おお噓うそで人間が魔族に洗脳されていて、邪悪の先兵になっているらしい」

「そいつは怖いな」

「ああ、だからジオラル王国が遠征して滅ぼすって話だ。なんでもあのお姫さんが指揮をするらしい」

「へえ、近づかねえようにしないとな。にしてもブラニッカの連中は運がねえな。よりにもよって、軍神が出張ってくるとはな」

　なんてタイミングだ。

　この噂話が本当かどうかは関係ない。危機管理意識があれば、とりあえずブラニッカに近づかないという選択をする。

　しかし、これは絶好のチャンスでもある。

　コロシアムで行われた処刑で村人たちに毒を仕込んだのはおそらく妹姫だがその確証はない。

　だが、公に指揮をとると公言しているのであれば、なおかつクレハを使って裏を取れれば、確実に妹姫の仕業と断定できる。

　万が一……たまたま先行してブラニッカに滞在して、たまたま友人ができて、たまたま妹姫の命令による攻撃でその友人が死ねば。

　それは大儀ある復ふく讐しゆうだ。

　俺は悲しみと絶望のふちに立ち……妹姫を殺すしかなくなるじゃないか。

　素晴らしい。

　あの妹姫は早めに始末したかった。あれは危険すぎる。しかも最高なのは、今回はブラニッカに俺とフレイアがいると知らない状況で、こちらが先手を打ってしかけられることだ。

　あの妹姫の軍略は神がかっている。もし、俺とフレイアが敵に回っていると気づいていれば、適切な対策をして簡単には殺させてくれないだろう。

　今回は他の獲物に夢中だ。動物がもっとも大きな隙をさらすのは獲物を狩る瞬間、それは人間という生き物も例外ではない。

　ブラニッカで作った新しい友人に妹姫が牙を突き立てた瞬間、その喉元を搔き切る。

　最高じゃないか。これで行こう。

　早くクレハに手紙を出さないと。面白くなってきた。

「フレイア、セツナ。ブラニッカはいい街だよ。魔族独自の文化も多くてね。こっちじゃ食べられない美お味いしい食べ物もあるし、芸能方面でもいろいろと楽しめるから」

「それは楽しみです」

「セツナ、美味しい食べ物に興味がある」

　フレイアとセツナもブラニッカを楽しみにしてくれているようだ。

　今から、あの街にたどり着くのが楽しみだ。

　万が一、この噂がただの噂で終わろうと、予定されていた遠征が俺がラナリッタで起こした騒ぎが原因で延期されても、もともとブラニッカにはいくつもりだった。問題ない。

　ただ一点だけどうしようもなく気になることがあった。

　それは、ブラニッカへの遠征など一周目の世界にはなかったことだ。

　歴史の歯車はどうしようもなく崩れ始め、俺のアドバンテージは失われていく。

　仕方ないか、俺の目的はこの世界を俺が面白くおかしく生きるために作り替えることだ。いつまでも前の世界をなぞっても意味がない。

　さあ、どんどん面白くしていこう。そのために世界を【回復ヒール】したのだから。
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　翌日、食堂で朝食を楽しんでから宿を出て、国境に向かった。

　朝食のあと、セツナとフレイアを先に部屋に戻して、しばらく酒場で盗み聞きを続けた。一人のほうが場に溶け込みやすい。

　やはり、ジオラル王国がブラニッカへ遠征するというのはかなり確度が高い情報だ。

　国を渡って商売をしている人間は耳が良くないとすぐに破滅する。商人たちは噂が本当かどうか物流の流れと相場で裏がとれる。商人相手に大規模な遠征を隠すことは不可能だ。

　あらためて、ブラニッカに行くことを決意する。

　ただ、一つだけどうしようもなく気になる情報があった。

　それは何気ない雑談の中から飛び出てきた話だ。はるか西で魔王が率いる軍勢が出現したという話だ。その際に魔王を名乗った魔族の外見はとてつもなく巨大な被膜の翼と角を持った悪魔型の大男。

　俺が知る魔王とはまったく違う。

　一度目の世界で倒した魔王は、黒い翼の堕天使。銀色の髪をもった美少女のはず。

　いくら、俺の行動で歴史が変わっているとはいえ魔王が天使から悪魔になるわけがない。

　あるいは……魔王はどこかで代替わりしたのか？

　俺が魔王と戦った五年後までに、どこかのタイミングで悪魔の大男から堕天使の少女に代替わりしたのなら納得はできる。

　そうであるなら、前提条件が一つ変わる。魔王とは生まれ持ったものだと思い込んでいた。

　なぜなら、魔王には人間の王とは違い絶対の力と、心臓が賢者の石になるという魔族にしか持たない特徴があるからだ。

　代替わりするという仮定が正しいのなら、魔族に何かしらの反応を起こすことで魔王に変質させることができるということだ。……それは、可能性だけの話で言えば魔王の資質をもつすべての魔族がある日魔王に変わってもおかしくないということ。

「まあ、そんなことができたらとっくに人間は滅ぼされているだろうがな」

　そして、気になることはまだある。なら、俺の知る銀髪の堕天使の少女魔王はどこにいる？　代替わりの仮定が正しいとするなら、ただの魔族である彼女がどこかにいるはずだ。

　俺の目的の一つに魔王と再会するというものがある。今の状況ではそれは難しいだろう。

「また、難しいことを考えていますね」

　考え事をしているとフレイアが話しかけてきた。

「少しな。いろいろと考えることは多い。世界を救うためにはね」

　世界を救うために行動しているわけではないが、俺が幸せになるための行動は結果的に世界を救うことにつながるだろう。

「考えることも重要ですけど、たまには肩の力を抜いてください。見えるものも見えなくなりますよ。ほら、今日はこんなにいい天気で綺き麗れいな青空です。見なきゃ損ですよ」

「だな、俺たちの新たな旅立ちを祝福してくれているようだ」

　行く先はどう転がっても俺以外にとっての地獄だ。たくさんの血と涙が流れるだろう。それでも、今は気持ちいい天気だ。

「くんくん、雨の匂い。急いだほうがいい、たぶん夕方ぐらいには雨が降り出す。野営をする場所を早く見つけたい」

　セツナが鼻を鳴らしてそう言った。

「まさか、この天気ですよ」

「フレイアの目よりセツナの鼻のほうが正確」

　フレイアの言う通り、空は抜けるような青空で雲一つない。

　今から雨が降るなんて思えない。だが……。

「セツナを信じよう。少し急いで距離を稼ごう。今日は早めに野営を設置する」

「さすが、ケヤルガ様。話がわかる」

　信頼と実績だ。

　この手のことでセツナが予測を外したことがない。

　それに、俺は知っているんだ。人生も天気もひどく気まぐれだということを。うまくいっていると思った次の瞬間、地獄へ真っ逆さま。

　それを知っているからけっして油断はしない。

　それにしても体が軽い。

　昨日はかなり盛り上がってすっきりした。俺の経験上人を殺した日は、性欲が増す。

　命の奪い合いを行ったあとは、命の存在を確かめたくなる。それを一番実感できるのがセックスだ。

　昨日のことを思い出す。

「ケヤルガ様、もう無理！　セツナの中、ケヤルガ様のでいっぱい、もう入らない」

「私も限界です。もう、何回もいってるのに、またぁ、そんな、いつもより、ずっと深い。……んんんんんん」

　激しすぎて、フレイアは途中で失神してしまった。

　ただ、昨日の二人は可愛かわいかった。さすがに毎日あれほど可愛がるのは嫌がられるだろうが、たまにはいいだろう。

[image: ]

　回想はこれぐらいにして出発するとしよう。

「じゃあ、行こうか」

「はい！」

「ん」

　三人で、国境を抜けた。通行証を見せるとあっさりと通ることができた。

　明日には伝令が回り封鎖されてしまうだろうが、今日はまだ情報が届いていない。

　さあ、ジオラル王国の外に出た。

　今日から、また新しい旅が始まるのだ。




～王城にて～




「今度は処刑に失敗した？　この国の軍はどこまで無能なの……兵士と騎士は皆殺しにされて、のこのこ現れてくれた【癒】の勇者ケヤルには逃げられるなんて」

　妹姫は、配下の男から【癒】の勇者の村人の処刑の件について報告を受けていた。

　その結果は最低最悪というようなものだった。

　いいようにやられて逃げられた。

　それは、妹姫にとってとんでもない屈辱だった。

　黒い肌をした大男が土下座している。彼女は男を何度も踏みつけてストレスを解消しつつ、頭を冷やしていく。

　これは彼女の趣味でもあるが、激情を冷まし、正しい判断をするための儀式でもある。

「しかも、あのクズが生きていて裏切ったなんてね。【癒】の勇者にそそのかされたのかな？　洗脳されたのかな？　どっちにしても王家の面汚しだわ」

　妹姫は嘲笑する。

　クズだと思っていた姉が、無能を晒さらすだけでは飽き足らず敵に回った。

　彼女はひどく嬉うれしそうだった。この手で姉を捕らえ痛めつける口実ができた。それは妹姫にとってなにより甘美なものだった。

　姉の不始末でラナリッタで暴動が発生し、その暴動は周囲の村や街へと飛び火する気配があるらしい。

　面倒だが、対処は簡単だ。

　飼っている魔族たちを動員して魔物たちを操り、村や街を襲わせればいい。そうすれば愚かな連中は王国に喧けん嘩かを売っているにもかかわらず助けてとすがりついてくる。

　一度は、反逆者は救わないと突き付け。ぎりぎりまで追い詰めた段階で再度交渉の場を持ち、服従を条件に兵を派遣して場を収める。

　場を収めたあとは、治安維持のためと言って軍を常駐させ、さらにそれを口実に税を増す。そうなれば、こっちのもの。好きなだけ締め付けられる。反乱の芽をかなり強引に摘み取っても文句が出ない状況の完成。

　このあたりはお家芸だ。妹姫が考案してなんども繰り返してきた得意パターンの一つ。

　魔族は便利だ。これ以上の汚れ役はいない。

　ただ、副作用もある。一時的にだが村や街を疲弊させ生産性がさがる。税率をあげてもとんとん。だが、言って聞かない家畜は殴り飛ばさないと言うことを聞かない。

　せいぜい、苦しんでもらおう。

「姫様。状況が状況ですし、予定していたアレは中止しますか？」

　大男のジョンは頭を踏みつけられながら問いかけてくる。

　アレというのは、魔族、人間、亜人が平等に暮らす街ブラニッカの浄化の件だ。

　胸むな糞くそ悪いあの街を、攻め滅ぼすためにいろいろと準備をしていた。

　魔族に支配された街を滅ぼしたというのは、己の名声にもつながるし、平等主義という常軌を逸した考えを広めている連中への見せしめにもなる。

　さらに魔族は皆殺し、亜人はペット。そして人間は人間でいろいろと有効活用できる。

　最高に実入りが多い、楽しいハントゲームになるはずだった。

「予定は変えないわ。魔族を使った反乱分子の粛清は私がいなくてもマニュアル化してるし、〝普通〟に使えるあいつに任せておけば進むもの。他国にあるブラニッカを滅ぼすための根回しにあたしがどれだけ面倒な手続きをしたと思ってるの」

〝普通〟というのは妹姫にとっては最高の賛辞の一つ。彼女には留守を任せられる人物がいる。

　それに、やっと収穫の時期が来たのだ。

　こんな楽しいハントゲームを邪魔されてたまるものか。

「ですが、あなた様が不在であの聖女を相手にすることは」

「……しつこい。そもそも、ブラニッカの粛清、あんた軽く見てるでしょ」

　妹姫は大きなため息をつく。ましなクズだと思っていたジョンすら、本気で遊びだけでブラニッカを滅ぼすと思っているのだろうか。

「いい？　魔族と人間の共存の成功例なんて許せるわけがないでしょ。存在するだけでジオラル王国が掲げる魔族根絶っていう大義に疑いがでるのよ。どれだけ魔族はひどいやつらだ。怖いって言っても、『ブラニッカはうまくやってるじゃん』でぜーんぶ論破。だからね、あそこは意地でも潰して、『ほーら、世界の皆さん。やっぱり魔族との共存なんて無理だったでしょ』って知らしめないと。滅ぼしたあと、街に住んでる人間を洗脳して、ブラニッカで魔族にはこんなひどい仕打ちされてましたって、言いふらしてもらいたいのよ！」

　今回のブラニッカの討伐理由は表向きは魔族に支配され人間は洗脳されて奴らの尖せん兵ぺいになっているというものだが、実際に人間を洗脳するのはジオラル王国側だ。

　妹姫は効率第一。

　自分の気持ちいい仕事は好きだが、けっしてただ働きはしない。

「そこまで頭が回りませんでした。申し訳ございません」

「いいわよ。ジョンには踏んでも壊れない以上のことを一切期待してないもの。それにしても……【癒】の勇者はクズじゃないかもね。今回は完敗しちゃった。簡単に捕まえられると思ったのに。でも、今回のことであなたがどういう人かわかった。もう、あたしは失敗しない」

　妹姫は人の言葉を信じない。人の能力と行動のみを信じる。

　今回の一件で【癒】の勇者ケヤルがとったすべての行動をことこまかく収集し、相手の人物像を丸裸にしていく。

　その精度が極めて高いことが、軍略の天才とされる要因の一つだ。

　彼女の脳裏にケヤルが浮かんできた。

「自分以外は誰も信じていない快楽主義者。行動指針は常に損得抜きの感情で決めてるわね。でも実行段階では極端なリアリストになるし、ついでに利益を求める。楽しいことをやるために徹底的に仕込みをして不安要素を排除し、できることを選択、冷徹に実行をする。面倒なタイプね。やることの予測がつかないくせに、いざやるとなると隙のないプランで攻めてくる。一見、狂っているように見えるけどそうではない。狂っていればこんなに計画的な行動はとれない。むしろ、狂っていることを意識的に免罪符にしているのかも」

　彼女の予想したケヤルという人物はかなりケヤルに迫っていた。

　だが、どうしても彼女に理解できない部分がある。

　なにが彼を突き動かす？

　城に連れてこられてから何をされたかはすべて情報を揃そろえた。

　王家を恨んでもおかしくない。だが、たったそれだけでのどかな田舎でリンゴを育てていた純朴な少年がここまで歪ゆがむか？

　彼の村人たちを捕らえて話を聞き出したが、口をそろえて言うことは、優しい、働き者、優柔不断、のんびり屋。そんな単語しか出てこない。

　彼は、子供のころから、『立派な勇者になって世界を救い、自分みたいな両親を魔物に殺されて一人になる子供をなくす』なんて甘っちょろい夢を語っている。

　今、こうして暴れまわっている人物と似ても似つかない。

　そもそも、なぜここまでの知識と判断力、技術を兼ね備えている？　あの村で過ごした少年が、そんなもの身に着けているはずがない。

「もし、村で猫を被り続けていたとしたら、正真正銘のサイコパス。まあ、考えるだけ無駄か。どうせ、すぐに会うことになるし」

　姉がコロシアムで放った言葉、王国と戦うというのが本当であれば、王国の実質的な支配者である自分の前に現れないはずがない。

　その戦いに備えるためにも、このため込んだストレスを解消するためにハントゲームを楽しもう。

　今回は、うまくだまして【剣】の勇者を連れていく。

　そう、彼女の参戦は決定した。魔族が相手とはいえ、勇者をひっぱっていくまでもない相手で過剰戦力になるし、どううまくだまして連れて行っても不興を買う。

　理性はやめたほうがいいと思っているが、変に首筋がちりちりする。

　妹姫はそういった第六感には逆らわない。直感を信じて戦力を増強する。

「さあ、ジョン。狩りに行くわよ。徹底的にやらないとね」

　楽な仕事だ。ブラニッカの浄化においては自分は狩人かりゆうどであり、一方的に狩る側だと妹姫は思い込んでいる。

　敵として認めた正真正銘のサイコパスが狩場に忍び込んでいることを彼女はまだ知らない。










あとがき




『回復術士のやり直し２』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『月夜　涙』です。




　二巻では、新たな復ふく讐しゆうの対象者が出てきます。

　そして、【剣聖】クレハも登場！　最強の刺客相手にケヤルガがどう立ち向かうかをご期待ください！　そして、戦いのあとはご期待通りの展開も。

　今回はバトルとエッチだけじゃなくて、ケヤルガの優しさが垣かい間ま見みえたりもします。ケヤルガ様がただの頭がおかしい人でないと思っていただければいいなと思っていたり。

　また、三巻では二巻以上に派手な物語とエッチな復讐が待ち構えているのでお楽しみに！

　追伸。ヤングエースＵＰ様でコミカライズが始まっております。無料で読めるのでそちらもチェック！
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宣伝

　他のレーベル様になりますが、十月に【スライム転生。大賢者が養女エルフに抱きしめられてます】という作品をオーバーラップノベルス様から出版させていただきました。

　スライムに転生した大賢者が、正体を隠して娘の使い魔になり甘えたり、娘を守ったりしながら進化を続けていく物語です。

　可愛かわいいスライムが、いざというときにはかっこよく決める。こちらも自信作なので、手にとってもらえると嬉うれしいです！
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～即そく死し魔ま法ほうとスキルコピーの超ちよう越えつヒール～
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